
資料１ 

 
 

 

 

 

 

 

第三次川越市保健医療計画 

施策評価報告書 
 

（令和３年度） 
 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年１月 

 

川越市 
 

  



   

 
 

  



   

 
 

 
１ 施策評価報告書について・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 
 
２ 施策評価結果の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 
（１）全体・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 
（２）項目別・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

①必要性・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 
②達成度・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ 
③方向性・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 
④実施方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 
⑤新規の取組・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13 
⑥見直し・廃止した取組・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14 

（参考）令和３年度における新型コロナウイルス感染症の概況・・・・・15 
 

３ 施策評価シート・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17 
（１）施策評価シートの見方・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17 
（２）施策評価シート（令和３年度）  ・・・・・・・・・・・・・・・24 

基本目標１ 主要課題１ 施策１ 保健衛生施設の機能充実・・・・・25 
             施策２ 検査機能の充実・・・・・・・・・27 

主要課題２ 施策１ 精神保健対策の推進・・・・・・・29 
施策２ 感染症予防対策の推進・・・・・・31 

主要課題３ 施策１ 食の安全の確保・・・・・・・・・33 
施策２ 衛生的な住環境の確保・・・・・・35 

基本目標２ 主要課題１ 施策１ 予防接種の推進・・・・・・・・・37 
主要課題２ 施策１ 母子保健の充実・・・・・・・・・39 
主要課題３ 施策１ 健康づくりの支援・・・・・・・・41 

施策２ 食育の推進・・・・・・・・・・・43 
施策３ 歯科口腔保健の充実・・・・・・・45 
施策４ 特定健康診査等の実施・・・・・・47 
施策５ がん検診等の実施・・・・・・・・49 

基本目標３ 主要課題１ 施策１ 地域医療の基盤づくり・・・・・・51 
施策２ 医療の安全確保・・・・・・・・・53 

主要課題２ 施策１ 救急医療体制の整備・・・・・・・55 
施策２ 災害時医療体制の整備・・・・・・57 

主要課題３ 施策１ 障害者医療の充実・・・・・・・・59 
施策２ 母子医療の充実・・・・・・・・・61 
施策３ 難病対策・・・・・・・・・・・・63 

基本目標４ 主要課題１ 施策１ 国民健康保険制度の健全な運営・・65 
            施策２ 後期高齢者医療制度の円滑な運用・67 
 

【参考資料】・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・70 
参考１ 施策を構成する事務事業・・・・・・・・・・・・・・・・72 
参考２ 施策担当部署及び施策決算額一覧・・・・・・・・・・・ 102 

  参考３ 第三次川越市保健医療計画 指標一覧・・・・・・・・・ 103

目  次 



   

1 
 

 

 

 
川越市では、保健医療に関する取組を体系的に整理し、計画的に進めることを目的

として、第三次川越市保健医療計画（計画期間：令和３〜７年度）を策定しています。 
本計画は、4 つの基本目標、10 の主要課題、22 の施策で構成しており、各施策に

は、進捗状況を計るため、可能な限り、客観的、定量的な指標を定めています。 
そこで、本計画の進行管理は、指標を持つ施策単位で進捗状況を把握することとし、

社会環境の変化等を勘案しながら、その要因を分析して具体的な改善につなげる施策
評価を用いて行うこととしています。 

 
本報告書は、本計画の令和３年度における進捗状況を、施策毎に作成した施策評価

シートを用いて整理したものです。 
 

 

 
（参考）第三次川越市保健医療計画について 
 
１ 計画の概要 

 
本市では、「第四次川越市総合計画」の「福祉・保健・医療」の分野の方向性とし

て掲げられた「住み慣れた地域で、一人ひとりが健康でいきいきと安心して暮らせ
るまち」を目指し、さらなる保健医療の充実を図るため、保健医療に関する取組を
体系的に整理し、計画的に進めることを目的として、第三次川越市保健医療計画を
策定しました。 

 
２ 計画の期間 
  

令和３（2021）年度から令和７（2025）年度まで 
 
３ 計画の体系 

（１）基本理念 

 
住み慣れた地域で、一人ひとりが健康でいきいきと安心して暮らせるまち 

 
本市のまちづくりの指針である「第四次川越市総合計画」の基本構想に掲げられ

た「福祉・保健・医療」の分野における方向性を、本計画が目指すべき基本理念と
して位置付け、本計画の推進を、総合計画 が 目指す都市像の実現につなげます。 

 

１ 施策評価報告書について 
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（２）基本目標、主要課題、施策 

「第四次川越市総合計画」の分野別計画における施策を、本計画の基本目標とし
て位置付け、総合計画の各施策の目的や方向性の達成に向けた具体的な取組を展開
し、本市の保健医療分野における取組の着実な推進を図ることとしています。 

本計画では、４つの基本目標を掲げており、それぞれ目標の達成に向け 10 の主
要課題を整理し、それぞれ具体的な取り組みとして、22 の施策において推進を図
ることとしています。 

 
基本理念 住み慣れた地域で、 

一人ひとりが健康でいきいきと安心して暮らせるまち 

 
  

基本目標  主要課題  施    策 
     
1 保健衛生の充実  1 保健所機能の充実  1 保健衛生施設の機能充実 

  2 検査機能の充実 
    
 2 保健予防対策の推進  1 精神保健対策の推進 
  2 感染症予防対策の推進 
    
 3 生活衛生対策の推進  1 食の安全の確保 
  2 衛生的な住環境の確保 

     
2 健 康 づく り の 推
進 

 1 予防接種の推進  1 予防接種の推進 
    
 2 母子保健の充実  1 母子保健の充実 
    
 3 健康寿命の延伸  1 健康づくりの支援 
  2 食育の推進 
  3 歯科口腔保健の充実 
  4 特定健康診査等の実施 
  5 がん検診等の実施      

3 医療体制の充実  1 地域医療体制の整備・充
実 

 1 地域医療の基盤づくり 
  2 医療の安全確保 
    
 2 緊急時の医療体制の整備  1 救急医療体制の整備 
  2 災害時医療体制の整備 
    
 3 医療制度等の充実  1 障害者医療の充実 
  2 母子医療の充実 
  3 難病対策 

     
4 社会保障の適正運
営 

 1 社会保障の適正運営  1 国民健康保険制度の健全な運営 
  2 後期高齢者医療制度の円滑な運用 
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（１）全 体 

 
第三次川越市保健医療計画 22 施策の令和３年度実績について、施策評価シートを

用いて評価しました。 
 施策評価シートでは、「必要性」、「達成度」、「方向性」、「実施方法」の４項目（以
下「評価４項目」という。）により、施策の状況を確認することとしております。 

具体的には、「施策の指標」や「施策を取り巻く社会環境の変化」などから「必要
性」、「達成度」を評価、また「必要性」、「達成度」から「方向性」、「実施方法」を評
価し、「方向性等を踏まえた今後の取組」を整理することとしています。 
 

令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受け、本市では、国の方針
や県の要請等を踏まえ、感染状況等に応じて必要な対策を講じてきました。 

そのため、各施策においては、新型コロナウイルス感染症対策として、研修会や行
事等の中止、保健所の体制強化、医療機関への臨時的な支援、ワクチン接種の実施な
ど、行政活動に様々な影響を受けるとともに、健診の受診率は、令和２年度よりは回
復傾向にあるものの、受診控えの影響と思われる状況も確認されました。 

このような状況において、令和３年度の施策評価シートでは、必要性を「上昇」と
した施策は「3-2-2 災害時医療体制の整備」、「4-1-2 後期高齢者医療制度の円滑な運
用」の２施策で、達成度を「順調でない」とした施策は「1-3-2 衛生的な住環境の確
保」の１施策でした。これらの３施策は、実施方法を「見直し」とし、成果を高める
改善に努めることとしています。 

 
○評価４項目 総括表 
 

必要性 上 昇 維 持 低 下 【「上昇」となった２施策】 
●3-2-2 災害時医療体制の整備 
●4-1-2 後期高齢者医療制度の円滑な運用 2 施策 20 施策 0 施策 

達成度 順 調 概ね順調 順調でない 【「順調でない」となった１施策】 
●1-3-2 衛生的な住環境の確保 8 施策 13 施策 1 施策 

方向性 拡 充 維 持 縮 小 【「拡充」となった１施策】 
●3-2-2 災害時医療体制の整備 1 施策 21 施策 0 施策 

実施方法 継 続 見直し 

 

【「見直し」となった３施策】 
●1-3-2 衛生的な住環境の確保 
●3-2-2 災害時医療体制の整備 
●4-1-2 後期高齢者医療制度の円滑な運用 

19 施策 3 施策 

２ 施策評価結果の概要 
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（２）項 目 別 
 
①必要性 
 

上 昇 維 持 低 下 【「上昇」となった２施策】 
●3-2-2 災害時医療体制の整備 
●4-1-2 後期高齢者医療制度の円滑な運用 2 施策 20 施策 0 施策 

 
・「3-2-2 災害時医療体制の整備」は、令和２年３月に策定された埼玉県災害時医療

救護基本計画との整合を図り、体制の更なる強化を図る必要があるため、「上昇」
としています。 

・「4-1-2 後期高齢者医療制度の円滑な運用」は、高齢者の保健事業と介護予防の一
体的な実施について、関係各機関との連携や実施するための体制整備を進める必要
があるため、「上昇」としています。 

基本
目標

主要
課題

必要性 達成度 方向性 実施方法

1 1 1 保健衛生施設の機能充実 維持 概ね順調 維持 継続
1 1 2 検査機能の充実 維持 概ね順調 維持 継続
1 2 1 精神保健対策の推進 維持 概ね順調 維持 継続
1 2 2 感染症予防対策の推進 維持 概ね順調 維持 継続
1 3 1 食の安全の確保 維持 順調 維持 継続
1 3 2 衛生的な住環境の確保 維持 順調でない 維持 見直し
2 1 1 予防接種の推進 維持 概ね順調 維持 継続
2 2 1 母子保健の充実 維持 順調 維持 継続
2 3 1 健康づくりの支援 維持 概ね順調 維持 継続
2 3 2 食育の推進 維持 順調 維持 継続
2 3 3 歯科口腔保健の充実 維持 概ね順調 維持 継続
2 3 4 特定健康診査等の実施 維持 概ね順調 維持 継続
2 3 5 がん検診等の実施 維持 順調 維持 継続
3 1 1 地域医療の基盤づくり 維持 概ね順調 維持 継続
3 1 2 医療の安全確保 維持 概ね順調 維持 継続
3 2 1 救急医療体制の整備 維持 順調 維持 継続
3 2 2 災害時医療体制の整備 上昇 概ね順調 拡充 見直し
3 3 1 障害者医療の充実 維持 概ね順調 維持 継続
3 3 2 母子医療の充実 維持 順調 維持 継続
3 3 3 難病対策 維持 順調 維持 継続
4 1 1 国民健康保険制度の健全な運営 維持 概ね順調 維持 継続
4 1 2 後期高齢者医療制度の円滑な運用 上昇 順調 維持 見直し

施    策
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【評価の視点：必要性】 
 

上 昇 社会的関心やニーズが高まる、国が法改正等を行うなど、必要性が前年度と比較
して高まっており、成果の拡充が求められる社会状況。 

維 持 必要性が前年度と比較して変わらない状況。 

低 下 社会的関心やニーズが薄れる、民間で多く実施され市が関与する意義が薄れてき
ているなど、必要性が前年度と比較して低くなっている状況。 

  ※「必要性」は、前年度と比較した必要性の変化を選択するものであり、「救急医療だから必要性
が高い」など、絶対的な必要性の高低で捉えない。 

  ※必要性が高まることは、「方向性」の「拡充」や、「実施方法」の「見直し」につなげる必要が
ある。 

 

 

○「必要性」 施策別一覧 

 

 

  

基本
目標

主要
課題

施策を取り巻く社会環境の変化 必要性

1 1 1
保健衛生施設の
機能充実

新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、感染症対応をするため保健所の体制を強化する必
要が生じている。
新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、研修会等の参加機会が減少している。

維持

1 1 2 検査機能の充実
新型コロナウイルス感染拡大状況下で、新たに出現する各種変異株への検査対応が必要となっ
た。

維持

1 2 1
精神保健対策の
推進

自殺者数及び自殺死亡率は減少傾向にあるが、新型コロナウイルス感染症の影響とは断定できな
いものの、全体に占める女性や20歳代以下の自殺者数の割合は増加傾向にある。

維持

1 2 2
感染症予防対策
の推進

令和元年度から始まった新型コロナウイルス感染症の感染拡大が続いており、令和３年度の大き
な感染拡大としては、夏にデルタ株を中心として第５波、冬にオミクロン株を中心として第６波
があった。
新型コロナウイルス感染症の影響により日本への外国人入国者が減少したことで、インバウンド
感染症のリスクが低減している。
また、同感染症の影響による健診控えや受診控えが指摘されている。

維持

1 3 1 食の安全の確保
コロナ禍においても食の安全・安心の確保を図るための施策を実施する必要がある。
食品衛生法の改正に基づき、Ｒ３年６月１日からＨＡＣＣＰに沿った衛生管理が制度化された。

維持

1 3 2
衛生的な住環境
の確保

コロナ禍においても生活衛生施設の衛生水準の確保を図るための施策を実施する必要がある。ま
た、全国的に犬や猫の殺処分数を減少させる取り組みがされており、動物の愛護及び管理に関す
る法律が改正され、令和３年６月に動物取扱業における犬猫の飼養管理基準が定められ、令和４
年６月からマイクロチップの装着が義務化される。

維持

2 1 1 予防接種の推進

予防接種は、コロナ禍において不要不急の外出にはあたらないとされており、感染防止対策を
とった上で、例年通りに実施した。
HPVワクチンの積極的勧奨再開が決定したため、令和４年度に必要な予算を準備した。
なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大及び重症化等を防止するため、新型コロナウイルス
ワクチンが予防接種法附則第7条第1項の規定に基づく臨時の予防接種として位置付けられた。※
令和2年12月9日改正予防接種法施行。

維持

2 2 1 母子保健の充実

核家族化や地域のつながりの希薄化など、妊産婦や子育て家庭が孤立や不安を感じやすい環境と
なっている。特にコロナ禍においては、妊産婦は、一般の方以上に不安を抱いて生活を送ってい
る状況にあり、感染への懸念から、外出を躊躇し、孤立しがちである。また、出産病院での両親
学級の開催も見送られ、妊産婦が夫婦一緒に妊娠・出産・育児の話を聞く機会が減少している。

維持

2 3 1
健康づくりの支
援

新型コロナウイルス感染症の感染拡大にともない、従来実施していた講演会やイベントなどによ
る啓発や健康づくりの周知が実施できなかったが、広報やホームページ、SNSを活用した啓発活
動を実施した。

維持

施  策



   

6 
 

 
 

 

  

基本
目標

主要
課題

施策を取り巻く社会環境の変化 必要性

2 3 2 食育の推進
新型コロナウイルス感染症の感染拡大にともない、計画していた健康教室や講演会などが実施で
きなかった。

維持

2 3 3
歯科口腔保健の
充実

新型コロナウイルス感染症の感染拡大にともない、計画していたイベント、教室等の事業、依頼
事業などが一部実施できなかった。一方で、感染予防対策のためオンラインで会議・打合せ・研
修会などを実施し、感染予防対策を徹底し、フッ化物洗口事業、歯科健診、歯科保健指導を実施
した。

維持

2 3 4
特定健康診査等
の実施

新型コロナウイルス感染症の感染拡大による健診受診控え等により、健診受診率はコロナ流行前
に比べ大きく下がっている（令和元年度⇒2年度 国保︓41.9％⇒34.1％、後期高齢者︓30.8％
⇒27.7％）。令和3年度は回復傾向にあるものの、コロナ前に戻ってはいない。

維持

2 3 5
がん検診等の実
施

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により、全国的に受診控えが見られた。 維持

3 1 1
地域医療の基盤
づくり

医療・介護ニーズの高い高齢者は今後も増加が予測されており、健康について日常的に相談し、
健康を維持するためにかかりつけ医の重要性が高まっている。
令和元年度から新型コロナウイルス感染症が現在に至るまで流行している。

維持

3 1 2 医療の安全確保 新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、催し物が中止になった。 維持

3 2 1
救急医療体制の
整備

新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、県と連携しながら入院調整を図る必要が生じてい
る。
※令和３年度末時点における市内救急医療機関 １２医療機関（１０病院、２診療所）※令和２
年度末１０医療機関（９病院、１診療所）

維持

3 2 2
災害時医療体制
の整備

埼玉県災害時医療救護基本計画と整合を図りながら、体制整備を進める必要がある。
令和元年度から新型コロナウイルス感染症の流行が続いており、対応が求められている。

上昇

3 3 1
障害者医療の充
実

新型コロナウイルス感染症の影響により、定期健診の受診を控える方が増えている。また、医療
機関では、換気・消毒等の院内感染対策や患者間や患者と従事者の接触の機会を減らすことな
ど、より安全・安心な医療を提供することが求められている。

維持

3 3 2 母子医療の充実 特定不妊治療について、国が令和4年度を目途に保険適用化を進めている。 維持

3 3 3 難病対策 ー 維持

4 1 1
国民健康保険制
度の健全な運営

コロナ禍において、特定健診の受診や特定保健指導実施を啓発する機会が減少している。
また、新型コロナウイルス感染症の罹患者の増加による医療費増加が見られ、今後の国保事業費
納付金への影響が懸念される。
赤字解消・削減計画に基づき段階的に保険税設定の見直しを進めていることから、令和3年度に
税率等の見直しを行った。

維持

4 1 2
後期高齢者医療
制度の円滑な運
用

団塊の世代が 75 歳以上になるため、増加が見込まれるとともに、 高齢者単身世帯や高齢者のみ
の世帯が増え、後期高齢者人口の割合が一層大きくなり、支援や介護が必要な方も増加すること
が見込まれる。少子高齢化が進展し、現役世代の負担上昇を抑えながら、全ての世代の方々が安
心できる社会保証制度を構築することが重要である。このような状況を踏まえ、令和３年の通常
国会において、健康保険法等の一部を改正する法律が成立し、令和４年１０月１日から、７５歳
以上の方等で一定以上の所得がある方は、医療負担割合が１割から２割に変わる。
国では、高齢者の心身の多様な課題に対応し、きめ細やかな支援を実施するため、市町村が中心
となって高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施を推進するための体制整備に関する規定を
盛り込んだ法改正を行い、令和２年４月より開始した。本市では、検討会議や作業部会を重ね、
基本方針を策定し、令和３年度から事業を開始した。

上昇

施  策
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②達成度 
 

順 調 概ね順調 順調でない 【「順調でない」となった１施策】 
●1-3-2 衛生的な住環境の確保 8 施策 13 施策 1 施策 

 
・「1-3-2 衛生的な住環境の確保」は、指標である「生活衛生施設の監視指導実施率」

について、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、積極的な監視指導を控えたこ
とにより実績値が減少したため、「順調でない」としています。 

 
【評価の視点：達成度】 
 
  「施策の指標」がある場合は定量的に分析し、無い場合は「施策を取り巻く社会環境の変化」等

から定性的に分析する。 
 

順 調 細施策に関連する指標が順調に推移している状況。指標が無い場合は、必要な
取組が着実に行われている状況。 

概ね順調 細施策に関連する指標が遅れてはいるものの、基準値より改善が見られる状
況。指標が無い場合は、必要な取組が概ね予定どおり行われている状況。 

順調でない 細施策に関連する指標が計画当初より後退している状況。指標が無い場合は、
必要な事業が予定どおり実施できていない状況。 

  ※達成度が順調でない場合、市の取組に関わらず、社会的影響を受けている場合があるので、社
会環境の変化などからも要因を分析する必要がある。 

  ※達成度が順調でない場合、「実施方法」の「見直し」につなげる必要がある。 
 
 
○「達成度」 施策別一覧 

 

 

実績

令和3年度

保健師研修会参加率 % 80 令和元年度 80 令和7年度 47

実習生等受入率（埼玉県による割
振）

% 100 令和元年 100 令和7年度 100

食品等の検査
検査数

（項目）
5,079 令和元年度 ― ― 3,850

水質の検査
検査数

（項目）
1,147 令和元年度 ― ― 1,076

感染症等の検査
検査数

（項目）
668 令和元年度 ― ― 7,726

家庭用品等の検査
検査数

（項目） 12 令和元年度 ― ― 12

健康食品の無承認無許可医薬品の
検査

検査数
（項目） 48 令和元年度 ― ― 48

市民向け普及啓発講演会の延べ参
加人数

人 42 令和元年度 基準値以上 令和7年度 中止

川越市自殺死亡率
人口10
万人対

19.2 平成27年 14.1 令和5年 14.4

1 2 2
感染症予防対策の推
進

結核り患率
人口10
万人対

9.9 令和元年 10.0以下 令和7年 11.0 概ね順調

主要
課題

基本
目標

達成度

1 1

1 1

1 2

概ね順調

概ね順調

概ね順調

施  策

1
保健衛生施設の機能
充実

2 検査機能の充実

1 精神保健対策の推進

基準値 目標値指   標 単位
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実績

令和3年度

監視における違反施設発見数 件 40 令和元年度 24 令和7年度 7

食品等収去検査における試験検査
不適数

検体 3 令和元年度 3 令和7年度 1

食中毒の発生件数 件 2 令和元年度 0 令和7年度 0

生活衛生施設の監視指導実施率
（全業態平均値）

% 17 令和元年度 19 令和7年度 9

犬・猫の殺処分数 頭 1 令和元年度 0 令和7年度 0

2 1 1 予防接種の推進 乳幼児の定期予防接種接種率 % 97.07 令和元年度 98 令和7年度 86.02 概ね順調

乳児家庭全戸訪問事業の訪問件数 件 2,296 令和元年度 2,359 令和６年度 2,158

産前・産後サポート事業の実施回
数

回 6 令和元年度 20 令和６年度 19

利用者支援事業（母子保健型）の
開設箇所数

箇所 1 令和元年度 2 令和６年度 2

産後ケア事業の利用者数（延べ） 人 29 令和元年度 40 令和６年度 42

乳幼児健康診査の受診率 %
4か月 95.9
１歳半 96.6

3歳 93.7
令和元年度

4か月 96
１歳半 97

3歳 95
令和６年度

4か月 96.4
１歳半 94.5

3歳 94.2

乳幼児健康相談の開催回数 回 27 令和元年度 30 令和６年度 43

健康寿命（男性） 年 17.61 平成30年 令和6年 17.85

健康寿命（女性） 年 20.17 平成30年 令和6年 20.48

意識的に身体を動かしている人の
割合

% 65.6 平成30年度 70以上 令和6年度 ―

睡眠により疲れが取れていない人
の割合

% 17.6 平成30年度 15以下 令和6年度 ―

喫煙率（成人） % 13.5 平成30年度 12以下 令和6年度 ―

適正体重の人の割合 % 66.2 平成30年度 75以上 令和6年度 ―

野菜を食べている食事の回数（20
〜50歳代）

回
中間アンケー

トで算出
令和３年度

中間アンケー
トからの増加

令和6年度 ―

1日2回以上、主食・主菜・副菜が
そろった食事をしている人の割合
（60歳代以上）

% 52.2 平成30年度 増加 令和6年度 ―

塩分の摂取量について意識してい
る人の割合（20〜50歳代）

% 57.3 平成30年度 増加 令和6年度 ―

朝食を欠食する人の割合（20〜30
歳代）

% 25.4 平成30年度 22以下 令和6年度 ―

かかりつけ歯科医を持つ人の割合 % 70.8 平成30年度 85以上 令和6年度 ―

年に1度は歯科健診を受ける人の割
合

% 48 平成30年度 55以上 令和6年度 ―

12歳児でむし歯のない人の割合 % 66.5 平成30年度 77以上 令和6年度 68.3

6024達成者の割合 % 64.9 平成30年度 80以上 令和6年度 ―

8020達成者の割合 % 42.5 平成30年度 60以上 令和6年度 ―

ゆっくりよくかんで食べる人の割
合

% 20.3 平成30年度 増加 令和6年度 ―

単位

平均寿命の増
加分を上回る
健康寿命の増

加

1 健康づくりの支援

2 食育の推進

3 歯科口腔保健の充実

概ね順調

順調

概ね順調

順調

順調で
ない

順調

2 3

2 3

2 3

基本
目標

施  策 指   標
主要
課題

1 3

1 3

2 2

1 食の安全の確保

2
衛生的な住環境の確
保

1 母子保健の充実

基準値 目標値 達成度
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実績

令和3年度

特定健康診査受診率 % 41.9 令和元年度 60 令和5年度 38.2

特定保健指導実施率 % 13.1 令和元年度 60 令和5年度 19.2

血圧の有所見者率（収縮期血圧） % 47.6 令和元年度 45以下 令和5年度 49.2

血圧の有所見者率（拡張期血圧） % 20.8 令和元年度 18以下 令和5年度 21.6

新規人工透析移行者数 人 76 令和元年度 80 令和5年度 62

後期高齢者健康診査受診率 % 30.8 令和元年度 40 令和5年度 28.9

胃がん検診（内視鏡検査）受診率 % 2.0 令和3年度 2.7 令和7年度 2.0

胃がん検診（胃部Ｘ線検査）受診
率

% 2.1 令和3年度 3.2 令和7年度 2.1

肺がん検診受診率 % 0.8 令和3年度 1.4 令和7年度 0.8

大腸がん検診受診率 % 9.3 令和3年度 11.1 令和7年度 9.3

子宮がん検診受診率 % 6.0 令和3年度 8.1 令和7年度 6.0

乳がん検診受診率 % 8.9 令和3年度 11.4 令和7年度 8.9

かかりつけ医を持つ世帯 % 69 令和元年度 73 令和7年度 62

看護師学校養成所又は准看護師養
成所の卒業者のうち、市内の医療
機関等への就職者数

人 519
平成28年度
〜令和2年度

455 令和3〜7年度 68

訪問診療を実施する医療機関数 箇所 37 平成28年度 52 令和5年度 38

病院への立入検査実施率 % 100 平成30年度 100 平成7年度 100

薬物乱用防止リーフレット配布枚
数

枚 1,000 平成30年度 1,000 平成7年度 0

夜間及び休日における救急医療の
実施率

% 100 令和元年度 100 令和7年度 100

救急搬送人員における軽症者の比
率

% 50.5 令和元年 48.8 令和7年 48.9

災害時連絡用ＩＰ無線通信訓練 回 10 令和元年度 12 令和7年度 12

広域災害救急医療情報システム
（ＥＭＩＳ）入力訓練

回 1 令和元年度 1 令和7年度 1

3 3 1 障害者医療の充実 ― 概ね順調

3 3 2 母子医療の充実 ― 順調

3 3 3 難病対策 骨髄移植ドナー助成件数 件 2 令和元年 6 令和7年 3 順調

4 1 1
国民健康保険制度の
健全な運営

国保会計赤字削減額 千円 97,000 平成30年度 1,100,000 令和5年度 896,602 概ね順調

4 1 2
後期高齢者医療制度
の円滑な運用

― 順調

目標値 達成度
基本
目標

主要
課題

施  策 指   標 単位 基準値

3 1

3 2

3 2

2 3

2 3

3 1

概ね順調

順調

概ね順調

概ね順調

順調

概ね順調

2 医療の安全確保

1 救急医療体制の整備

2
災害時医療体制の整
備

4
特定健康診査等の実
施

5 がん検診等の実施

1
地域医療の基盤づく
り
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③方向性 
 

拡 充 維 持 縮 小 【「拡充」となった１施策】 
●3-2-2 災害時医療体制の整備 1 施策 21 施策 0 施策 

 
・「3-2-2 災害時医療体制の整備」については、「必要性」の評価において、体制の更

なる強化が必要としており、成果の拡充を図ることとしています。 
 
【評価の視点：方向性】 
 

拡 充 主に「必要性」で「上昇」と評価された場合、方向性は「拡充」となる。 
維 持 主に「必要性」で「維持」と評価された場合、方向性は「維持」となる。 
縮 小 主に「必要性」で「低下」と評価された場合、方向性は「縮小」となる。 

  ※「拡充」は成果の拡充（前年度よりも多くの成果を出す）を意味し、単に予算や人員の増を指
すものではない。 

 

④実施方法 
 

継 続 見直し 【「見直し」となった３施策】 
●1-3-2 衛生的な住環境の確保 
●3-2-2 災害時医療体制の整備 
●4-1-2 後期高齢者医療制度の円滑な運用 

19 施策 3 施策 

 
・「1-3-2 衛生的な住環境の確保」は、令和３年度は新型コロナウイルス感染症の影

響により積極的な監視指導を控えたが、生活衛生水準の維持・向上のため監視指導
を実施する方向で見直すこととしています。 

・「3-2-2 災害時医療体制の整備」は、災害時の医療体制整備のため、関係機関等と
協議できる体制が必要であるとしています。 

・「4-1-2 後期高齢者医療制度の円滑な運用」は、持続可能な社会保障制度の構築が
求められる状況において、高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施等を進める
一方で、入院時見舞金支給事業のあり方について、見直す必要があるとしています。 

 
【評価の視点：実施方法】 
 

継 続 主に「方向性」が「維持」の場合に「継続」となる。なお、成果を維持しながら
効率性を高める場合は「見直し」となる。 

見直し 主に「方向性」で「拡充」または「縮小」の場合に「見直し」となり、方向性に
沿って必要な見直しを行う。 

  ※「実施方法」については、「方向性」等に関わらず、常に、成果を維持しながら、予算や労力の
縮小を行うなど、効率性を重視した「見直し」を検討する必要がある。 

  ※「見直し」には、民間活用など、市の関わり方に関する「見直し」も含む。 
  ※「見直し」にあたっては、予算を増やさず、成果を高める方法を検討し、予算を増やす場合は、

歳入増や他事業の縮小などと一体的に考える必要がある。 
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○「方向性等を踏まえた今後の取組」 施策別一覧 

 
 
 
  

基本
目標

主要
課題

方向性
実施
方法

方向性等を踏まえた今後の取組

1 1 1
保健衛生施設の
機能充実

維持 継続 引き続き、現状の施策に継続して取り組むとともに、オンラインの
導入等を通じて、研修会の参加機会の増加に努める。

1 1 2 検査機能の充実 維持 継続 引き続き、現状の施策に継続して取り組む。同時に、社会状況に応
じて求められる検査に対応できる検査体制を整備していく。

1 2 1
精神保健対策の
推進

維持 継続
引き続き、現状の施策に継続して取り組む。
新型コロナウイルス感染症を取り巻く社会情勢に注視し、その時の
情勢に応じた相談支援、普及啓発を実施していく。

1 2 2
感染症予防対策
の推進

維持 継続 引き続き、現状の施策に継続して取り組む。
新型コロナウイルス感染症を取り巻く社会情勢に注視していく。

1 3 1 食の安全の確保 維持 継続 引き続き、現状の施策に継続して取り組む。

1 3 2
衛生的な住環境
の確保

維持 見直し
令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大により、積極的な
監視指導を控えたが、今後は生活衛生水準の維持・向上のため監視
指導を実施する方向で見直す。

2 1 1 予防接種の推進 維持 継続

引き続き、現状の施策に継続して取り組むこと、及び感染状況等を
踏まえ、国が新型コロナウイルスワクチンの確保や事業継続、実施
手法等を決定することから、これらに従って接種ニーズに応じた接
種体制を維持・構築する。

2 2 1 母子保健の充実 維持 継続

妊産婦の不安の軽減と孤立感の解消と子どもの健全育成、保護者の
育児不安の解消のため、工夫をしながら妊娠期から子育て期にわた
る切れ目ない支援体制の整備を図っていく。なお、コロナ禍におい
ては、孤立感や不安感を抱く妊婦や子育て家庭が少なくない状況を
鑑み身近なところで相談に応じ、様々なニーズに即した支援につな
ぎ、妊婦・子育て家庭が安心して出産・子育てができるように支援
していく。

2 3 1
健康づくりの支
援

維持 継続

令和4年度に、新型コロナウイルス感染症が与える健康意識の変化
を考慮した健康づくりの展開を検討する。
また、コロナ禍における事業の実施等については、健康づくりの課
題に即しつつ、社会情勢や感染状況を踏まえ、ICTなどを活用し市
民が安心して参加できるよう配慮した方法での実施を検討をする。
（イベントのWeb開催等）

2 3 2 食育の推進 維持 継続

令和4年度は、モデル地区を選定し、食に関する意識調査を実施
し、課題の把握と、今後取組む食環境の整備における具体的方法を
明確にしていく。また、感染拡大に伴い中止した健康教室や講演会
は、人数制限を考慮するなど、感染対策を徹底し実施していく。

施  策
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基本
目標

主要
課題

方向性
実施
方法

方向性等を踏まえた今後の取組

2 3 3
歯科口腔保健の
充実

維持 継続

令和4年度に、新型コロナウイルス感染症が与える健康意識への影
響をアンケート調査し意識の変化を考慮した健康づくりの展開を検
討する。
また、令和3年度に中止したイベントなどについては、Webでの開
催等を検討し、様々な方法で市民に情報発信を図る。

2 3 4
特定健康診査等
の実施

維持 継続
引き続き、現状の施策に継続して取り組む。
新型コロナウイルス感染症の蔓延状況に留意し、幅広い事業の周知
を行っていく。

2 3 5
がん検診等の実
施

維持 継続 がんの早期発見・早期治療のため、引き続き検診事業を行ってい
く。各種がん検診の受診率向上のため、啓発活動に努める。

3 1 1
地域医療の基盤
づくり

維持 継続 引き続き、現状の施策に継続して取り組む。新型コロナウイルス感
染症の感染動向を注視し、状況に応じた支援を行う。

3 1 2 医療の安全確保 維持 継続 引き続き、現状の施策に継続して取り組む。

3 2 1
救急医療体制の
整備

維持 継続
引き続き、現状の施策に継続して取り組む。
なお、コロナ禍においては、県と連携しながら、円滑な入院調整を
図れるように対応していく。

3 2 2
災害時医療体制
の整備

拡充 見直し

埼玉県災害時医療救護基本計画で示している市の役割に合った災害
時の医療体制整備のため、医師会、医療機関等と協議できる体制が
必要である。
また、市内医療機関等に対して、新型コロナウイルス感染症の感染
状況にあわせた支援を行う。

3 3 1
障害者医療の充
実

維持 継続 引き続き、現状の施策に継続して取り組む。

3 3 2 母子医療の充実 維持 継続
特定不妊治療については、保険適用に向けた国の動きに注視しつつ
業務に取り組む。
他業務については、引き続き現状の施策に継続して取り組む。

3 3 3 難病対策 維持 継続 引き続き、現状の施策に継続して取り組む。

4 1 1
国民健康保険制
度の健全な運営

維持 継続 引き続き、現状の施策に継続して取り組む。

4 1 2
後期高齢者医療
制度の円滑な運
用

維持 見直し

令和3年度に開始した高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施
について、体制整備をさらに進めていく必要がある。一方で、持続
可能な社会保障制度の構築が求められる状況において、入院時見舞
金支給事業のあり方について改めて見直す必要がある。

施    策
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⑤新規の取組 
 

令和３年度において「新規の取組」のある施策は、９施策ありました。 
 
《主な取組》 

【新型コロナウイルス感染症対応】 
・保健所における IP 無線機の導入、PHS の設置等 
・ゲノム解析検査の実施 
・新型コロナウイルスワクチン接種の実施 
・市内医療機関への支援 

【健康づくりの推進】 
・産後ケア事業（通所型） 
・新生児聴覚検査 
・企業や大学との共同による食環境整備 

【社会保障の適正運営】 
・高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施 
 

○「新規の取組」 施策別一覧 
 

 

基本
目標

主要
課題

令和３年度における新規の取組

1 1 1
保健衛生施設の機能充
実

災害発生時の新型コロナウイルス感染者等への対応に際し、保健所と避難所との非
常連絡手段を確保するためにＩＰ無線機を導入した。
新型コロナウイルス感染症の感染機会の削減と業務継続を図るためＰＨＳやアンテ
ナ等を設置し、コロナ禍でも業務を継続できる体制を整備した。

1 1 2 検査機能の充実 新型コロナウイルス ゲノム解析検査の実施

2 1 1 予防接種の推進 予防接種法等に基づき、新型コロナウイルスワクチンの接種を実施。

2 2 1 母子保健の充実 下半期より産後ケア事業（通所型）及び新生児聴覚検査を開始した。

2 3 1 健康づくりの支援
新型コロナウイルス感染症の影響を受けて、市民の健康に対する関心の変化を把握
するため、意識調査を実施する企画・準備を行った。

2 3 2 食育の推進

市民センターや公民館、図書館の展示スペースを利用し、定期的に食育掲示及び展
示を行った。また、広報や市HP、SNSを活用するなど、新たな方法での啓発も行っ
た。さらに、企業や大学と共同で食環境整備に取り組んだ。
新型コロナウイルス感染症の影響を受けて、市民の健康に対する関心の変化を把握
するため、意識調査を実施する企画・準備を行った。

2 3 3 歯科口腔保健の充実
広報やホームページを活用した啓発活動を実施した。
新型コロナウイルス感染症の影響を受けて、市民の健康に対する関心の変化を把握
するため意識調査を実施する企画・準備を行った。

3 2 2 災害時医療体制の整備
新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づき、新型インフルエンザ等対策本部を
設置して、対策に取り組んだ。交付金等を活用して、新型コロナウイルス感染症に
対する医療体制の構築を図るため、市内医療機関への支援を行った。

4 1 2
後期高齢者医療制度の
円滑な運用

高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施。

施  策
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⑥見直し・廃止した取組 
 

令和３年度において「見直し・廃止した取組」のある施策は、１３施策ありました。 
 見直した取組としては、主に新型コロナウイルス感染症の影響を受け、講演会など
の事業の中止や実施方法を見直したものとなっています。 

この他、後期高齢者医療健康診査項目の追加や、国民健康保険税の納付方法の拡充
などがありました。 
 
○「見直し・廃止した取組」 施策別一覧 
 

 
  

基本
目標

主要
課題

令和３年度における見直し・廃止した取組

1 1 1
保健衛生施設の機能充
実

新型コロナウイルス感染症に対応するため、電話回線をひかり化し増設することに
より保健所相談機能の強化を図った。
研修会等の機会が減少したため、オンライン研修など参加方法を見直した。

1 2 2 感染症予防対策の推進 民間委託等を活用して、新型コロナウイルス感染症に対応できる体制を維持した。

2 1 1 予防接種の推進
日本脳炎ワクチンの供給不足により第２期接種対象者（９歳）への個別勧奨を令和
４年度に延期した。
風しん第５期事業の制度延長に伴う個別通知を令和４年度に実施。

2 2 1 母子保健の充実 感染拡大に伴い、教室を一部中止またはオンライン開催とした。

2 3 1 健康づくりの支援
感染拡大に伴い、講演会・イベントなどを中止。他課等のイベントに合わせて実施
していた啓発も実施できなかった。

2 3 2 食育の推進 感染拡大に伴い、健康教室や講演会を中止した。

2 3 3 歯科口腔保健の充実 感染拡大に伴い、イベントや事業を一部中止した。

2 3 4 特定健康診査等の実施
後期高齢者医療健康診査項目にアルブミンを追加。
高血圧予防事業の相談を､対面から電話指導へ切り替えた。

3 1 1 地域医療の基盤づくり 新型コロナウイルス感染症の影響により、市民講演会等が中止となった。

3 1 2 医療の安全確保
薬物乱用防止啓発用リーフレットの配布が出来ないため、SNSを利用し普及啓発を
実施した。

3 2 1 救急医療体制の整備
新型コロナウイルス感染症の感染対策として、参加者の削減、内容の一部変更等を
実施した上で、普通救命講習を開催した。

3 3 1 障害者医療の充実
重度心身障害者医療費受給資格登録申請書の押印欄を廃止した。
また、ふれあい歯科診療所においては、院内の感染対策として、待合室や診療室内
で患者が密にならないように診療間隔の調整や受付対応を工夫した。

4 1 1
国民健康保険制度の健
全な運営

「新たな納付方法の導入」として、スマホアプリ決済対象ブランドを拡大した。と
きも健康川柳・健康メッセージを終了した。

施  策
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（参考）令和３年度における新型コロナウイルス感染症の概況 

 
令和２年度後半における国の感染対策としては、徐々に新型コロナウイルスの特性や感染

が起きやすい状況などの知見が深まり、飲食など感染リスクの高い場面に絞った対策が進め
られることとなり、令和３年２月には「まん延防止等重点措置」が創設されました。 
 また、同じく２月にはワクチンが承認され、国が示す優先順位に沿って、医療従事者から
順次接種が開始されました。 
 こうした状況の中、令和３年度は、ワクチン接種を進めながら、感染リスクの高い場面に
絞った感染対策を講じ、感染拡大防止と社会経済活動の両立に取り組んできました。 
 なお、本市の感染状況としては、大きな感染拡大として、８月をピークとする第５波と、
令和４年１月をピークとする第６波があり、保健所業務が増大しましたが、変異株の特性を
踏まえた対応や業務の効率化、また全庁的な応援人員などにより、体制確保に努めました。 
 
■令和３年度の川越市における感染状況（月別） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■時期別に見た新型コロナウイルス感染症の状況 

 

○令和３年３月以前 

 令和３年１月をピークとする感染拡大、いわゆる第３波があり、国から令和３年１月８日
から３月 21 日までを期間とする「緊急事態宣言」が発せられた。本市でも令和３年１月 22
日に、これまでの最大となる新規陽性者数 36 人が確認された。 

当時の国の感染対策としては、徐々に新型コロナウイルスの特性や感染が起きやすい状況
などの知見が深まり、飲食など感染リスクの高い場面に絞った対策が進められることとなり、
令和３年２月には「まん延防止等重点措置」が創設された。 
 また、同じく２月にはワクチンが承認され、国が示す優先順位に沿って、医療従事者から
順次接種が開始された。 
 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

月別新規陽性者数 272人 253人 159人 827人 2,313人 517人 36人 19人 11人 2,516人 6,166人 5,406人

月別１日当
新規陽性者数

9.1人 8.2人 5.3人 26.7人 74.6人 17.2人 1.2人 0.6人 0.4人 81.2人 220.2人 174.4人

１日当最大
新規陽性者数

4/23
23人

8/26
102人

1/31
318人

30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31

令和３年 令和４年

第４波
※4/23をピークとする波

第５波
※8/26をピークとする波

小康期
第６波

※1/31をピークとする波

まん延防止等重点措置
R3.4.28～6.20

まん延防止等重点措置
R3.7.20～8.1

緊急事態宣言
R3.8.2～9.30

埼玉県における
段階的緩和措置等

R3.10.1～10.24

まん延防止等重点措置
R4.1.21～3.21

川越市を対象とする
措置
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○令和３年４月～６月（第４波） 
令和３年３月以降、関西を皮切りにアルファ株の感染者が多く発生し、いわゆる第４波が

生じた。本市では第３波を超える感染拡大は生じなかったが、埼玉県から令和３年４月 28 日
から６月 20 日の間、「まん延防止等重点措置」の対象区域に指定された。 

また、令和３年４月から高齢者に対するワクチンの優先接種が始まった。当時の国の方針
で、希望する高齢者への接種を令和３年７月末までに完了することとされたため、川越市医
師会や医療機関に多大なる協力をいただき、ワクチン接種を強力に進めた時期でもあった。 
 
○令和３年７月～９月（第５波） 

令和３年７月下旬からいわゆる第５波と言われる急激な感染拡大が始まった。 
第５波は、デルタ株を中心とした感染拡大であったが、本市では初めて１日あたりの新規

陽性者数が 100 人を超える状況となった。 
こうした中、国や県からは、令和３年７月 20 日から８月１日の「まん延防止等重点措置」

を経て、令和３年８月２日から９月 30 日の間、緊急事態宣言が発せられ、当時の知見に基づ
き、飲食店等に対する休業や時短営業、イベントの開催制限などが要請された。 

そこで、本市では、これに対応した感染対策を進めるとともに、ワクチン接種の推進を図
り、令和３年 10 月以降はしばらく感染が落ち着いた。 

なお、第５波では保健所業務が増大したため、体制を見直す必要が生じた。そこで、保健
所業務について民間活用等による効率化を進めるとともに、全庁的な人員の応援体制を整備
し、次なる波に備えることとした。 
 
○令和３年１０月～１２月（小康期） 

令和３年 10 月から 12 月は、新規陽性者数が減少するなど、感染状況としては小康期とな
った。市民、事業者の感染対策への協力や、ワクチン接種が進んだことなどの影響とされて
いるが、令和３年 11 月、12 月の１日当新規陽性者数が１人を下回るなど、感染状況は落ち
着いた状況が続いた。 
 
○令和４年１月～３月（第６波） 

令和４年１月に入り、いわゆる第６波と言われる急激な感染拡大が始まった。 
第６波は、オミクロン株を中心とした感染拡大であったが、本市では第５波を超え、１日

あたりの新規陽性者数が 300 人を超える状況となった。 
こうした中、国や県からは、令和４年１月 21 日から３月 21 日までの間、「まん延防止等

重点措置」の対象区域に指定され、当時の知見に基づき、飲食店等に対する休業や時短営業、
イベントの開催制限などが要請され、本市では、これに対応した感染対策を進めた。 

また、国では、３回目のワクチン接種を進めており、接種間隔の見直し等に対応しながら、
速やかにワクチン接種の推進を図った。 

なお、オミクロン株の感染力が強く、重症化しにくいとの特徴から、患者と自宅療養者が
増加した。こうした状況を踏まえ、国からは濃厚接触者の待機期間の見直しや積極的疫学調
査の重点化などが示され、保健所ではこれに応じて対策を進めた。 

 



   

17 
 

 
 
 
（１）施策評価シートの見方 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 施策評価シート 
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④施策の目的 
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ア 必要性 

⑧細施策の評価 
イ 達成度 

⑨施策全体の評価 
ア 必要性 

⑨施策全体の評価 
イ 達成度 

⑨施策全体の評価 
ウ 方向性 

⑨施策全体の評価 
エ 実施方法 

⑪方向性等を踏ま 
えた今後の取組 

⑩方向性・実施方 
 法の考え方 
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①「基本目標」、「主要課題」、「施策」 
 ・第三次川越市保健医療計画の体系にあわせて記載しています。 
 
②「施策中心課」 
 ※「参考２ 施策担当部署及び施策決算額一覧」参照 
 ・「施策中心課」は、施策を推進する中心課を記載しています。 
  
③「施策関係課」 
 ・複数の部署が関連する施策において、施策中心課以外の部署を記載しています。 
 
④「施策の目的」 
 ・本計画における施策の目的になります。 
 
⑤「施策の指標」 
 ※「参考３ 第三次川越市保健医療計画 指標一覧」参照 
 ・本計画における各施策の指標の基礎情報（基準値、目標値等）及び各年度の実績値を記

載しています。 
 
⑥「施策の状況」 
ア「施策を取り巻く社会環境の変化」 
 ・各年度内に生じた、各施策に関連する社会環境の変化を記載しています。 
 ・なお、「施策の状況」に記載された内容が、「必要性」の評価や、指標が期待値と外れた

場合などの要因分析につながります。 
  （例）法令等の改正、国際的な動き（条約等）、災害・事件・事故等 
 
イ「新規の取組」 
 ・各年度に実施した新規の取組を記載しています。 

・基本的には、前年度の評価の「方向性等を踏まえた今後の取組」で新規の取組を掲げた
場合、これに対応した結果が、翌年度の「新規の取組」に記載されることを想定してい
ます。 

・なお、厳しい財政状況下では、当該施策が拡充の方向性以外は、「新規の取組」と縮小す
る方向での「見直し・廃止した取組」が一体的に行われることが望ましいと考えます（ス
クラップアンドビルド）。 

・また、国や県の政策に関連した新規事業などがあった場合にはこちらに記載しています。 
（例）前年度の評価において、「方向性等を踏まえた今後の取組」に「市民への啓発を進

める必要があるため、研修会等の開催を検討する」と記載し、実際に新たな研修会を
実施した場合 など 

 
ウ「見直し・廃止した取組」 
 ・各年度に実施した見直しや廃止した取組を記載します。 
 ・基本的には、前年度の評価の「方向性等を踏まえた今後の取組」に見直しや廃止の取組

を掲げた場合、これに対応した結果が、翌年度の「見直し・廃止した取組」に記載され
ることを想定しています。 

 ・なお、見直しには、「施策の評価」における「必要性」の上昇等により拡充する方向で見
直す場合と、「必要性」の低下等により縮小する方向で見直す場合があります。厳しい財
政状況下では、当該施策が拡充の方向性以外は、「新規の取組」と縮小する方向での「見
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直し・廃止した取組」が一体的に行われることが望ましいと考えます（スクラップアン
ドビルド）。 

 
⑦「施策を構成する事務事業」 
 ※「参考１ 施策を構成する事務事業」参照 
 ・施策を構成する事務事業を記載しています。 
 ・「細施策」は、当該事務事業が関連する細施策を丸数字で記載しています。 
 
 
■施策の評価 
 ・「施策の評価」は、始めに《細施策の評価》を先に行い、その内容を踏まえ、施策全体の

評価を行います。 
 
 
 
⑧「細施策の評価」 
 ・細施策は、本計画の各施策における取組施策をいい、細施策を担当する部署において、

それぞれ評価を行います。 
ア「必要性」 

  「上昇」：社会的関心やニーズが高まる、国が法改正等を行うなど、必要性が前年度と比
較して高まっており、成果の拡充が求められる社会状況。 

  「維持」：必要性が前年度と比較して変わらない状況。 
  「低下」：社会的関心やニーズが薄れる、民間で多く実施され市が関与する意義が薄れて

きているなど、必要性が前年度と比較して低くなっている状況。 
  ※「必要性」は、前年度と比較した必要性の変化を選択するものであり、「救急医療だか

ら必要性が高い」など、絶対的な必要性の高低で捉えていません。 
  ※必要性が高まることは、「方向性」の「拡充」や、「実施方法」の「見直し」につなげ

る必要があります。 
 
 イ「達成度」 
  ・「施策の指標」がある場合は定量的に分析、無い場合は「施策を取り巻く社会環境の変

化」等から定性的に分析しています。 
  「順  調」：細施策に関連する指標が順調に推移している状況。指標が無い場合は、必

要な取組が着実に行われている状況。 
  「概ね順調」：細施策に関連する指標が遅れてはいるものの、基準値より改善が見られる

状況。指標が無い場合は、必要な取組が概ね予定どおり行われている状況。 
  「順調でない」：細施策に関連する指標が計画当初より後退している状況。指標が無い場

合は、必要な事業が予定どおり実施できていない状況。 
  ※達成度が順調でない場合、市の取組に関わらず、社会的影響を受けている場合がある

ので、社会環境の変化などからも要因を分析する必要があります。 
  ※達成度が順調でない場合、「実施方法」の「見直し」につなげる必要があります。 
 
⑨「施策全体の評価」 
 ・施策全体の評価は、《細施策の評価》の結果を踏まえて行います。 
  複数の部署が関連する施策は、施策中心課が評価を行います。 
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ア「必要性」 
  「上昇」：《細施策の評価》「必要性」において、一つでも「上昇」がある。 
  「維持」：《細施策の評価》「必要性」において、すべて「維持」。 
  「低下」：《細施策の評価》「必要性」において、一つでも「低下」がある。 
  ※《細施策の評価》の「必要性」において、「上昇」と「低下」が混在している場合は、

代表的な状況を選択しています。 
  ※必要性が「上昇」の場合は「方向性」が「拡充」、「低下」の場合は「方向性」が「縮

小」、になります。 
 
イ「達成度」 

  「順  調」：《細施策の評価》「達成度」において、すべて「順調」の場合。 
  「概ね順調」：《細施策の評価》「達成度」において、「順調」と「概ね順調」が混在して

いる場合。 
  「順調でない」：《細施策の評価》「達成度」において、一つでも「順調でない」がある場

合。 
  ※「達成度」が「順調でない」の場合は、「実施方法」が「見直し」になります。 
 
ウ「方向性」 

  「拡充」：主に「必要性」で「上昇」と評価された場合、方向性は「拡充」となる。 
  「維持」：主に「必要性」で「維持」と評価された場合、方向性は「維持」となる。 
  「縮小」：主に「必要性」で「低下」と評価された場合、方向性は「縮小」となる。 
  ※「拡充」は成果の拡充（前年度よりも多くの成果を出す）を意味し、単に予算や人員

の増を指すものではありません。 
 
エ「実施方法」 

  「継 続」：主に「方向性」が「維持」の場合に「継続」となる。なお、成果を維持しな
がら効率性を高める場合は「見直し」となります。 

  「見直し」：主に「方向性」で「拡充」または「縮小」の場合に「見直し」となり、方向
性に沿って必要な見直しを行っていません。 

  ※「実施方法」については、「方向性」等に関わらず、常に、成果を維持しながら、予算
や労力の縮小を行うなど、効率性を重視した「見直し」を検討する必要があります。 

  ※「見直し」には、民間活用など、市の関わり方に関する「見直し」も含みます。 
  ※「見直し」にあたっては、予算を増やさず、成果を高める方法を検討し、予算を増や

す場合は、歳入増や他事業の縮小などと一体的に考える必要があります。 
  

⑩「方向性・実施方法の考え方」 
  ・「方向性」、「実施方法」の評価理由を、「必要性」、「達成度」の視点から記載します。 
 
⑪「方向性等を踏まえた今後の取組」 

・評価結果を踏まえ、「実施方法」で「見直し」とした場合に、どのような見直しを行うの
かを記載します。 

・ここに記載した取組を速やかに実施し、翌年度または翌々年度の施策評価における「新
規の取組」、「見直し・廃止した取組」に反映できることが望ましいと考えます。 
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《参考》各評価の基本的な関連性 

 

必要性 達成度 方向性 実施方法 

上昇 順調 拡充 見直し 
※必要性の高まりに着目し、成果を拡充する方向で見直す。 

概ね順調 拡充 見直し 
※必要性の高まりに着目し、成果を拡充する方向で見直す。 
※達成度が遅れている点に着目し、成果を高める方向で見直す。 

順調でない 拡充 見直し 
※必要性の高まりに着目し、成果を拡充する方向で見直す。 
※達成度が進まない点に着目し、成果を高める方向で見直す。 

維持 順調 維持 継続 
見直し 
※制度変更などがある場合は「見直し」も想定される。 

概ね順調 維持 継続 
見直し 
※達成度が遅れている点に着目し、成果を高める方向で見直す。 
※制度変更などがある場合は「見直し」も想定される。 

順調でない 維持 見直し 
※達成度が進まない点に着目し、成果を高める方向で見直す。 

低下 順調 縮小 見直し 
※必要性の低下に着目し、業務を縮小する方向で見直す。 

概ね順調 縮小 見直し 
※必要性の低下に着目し、業務を縮小する方向で見直す。 
※達成度が遅れている点に着目し、成果を高める方向で見直す。 

順調でない 縮小 見直し 
※必要性の低下に着目し、業務を縮小する方向で見直す。 
※達成度が進まない点に着目し、成果を高める方向で見直す。 

 
・「実施方法」については、「方向性」に関わらず、常に、成果を維持しながら、予算

や労力の縮小を行うなど、効率性を重視した「見直し」を検討する必要があります。
また、「見直し」には、民間活用を図るなど、市の関わり方に関する「見直し」も
含みます。 

・実施方法において「見直し」とする場合には、できるだけ予算を増やさず、成果を
高める方法を検討し、予算を増やす場合は、歳入増や他事業の縮小などと一体的に
考える必要があります。 
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（２）施策評価シート（令和３年度） 

 
 

 

第三次川越市保健医療計画 施策体系 
 

※報告書ページ：第三次川越市保健医療計画施策評価報告書 各施策掲載ページ 

※参考１ページ：第三次川越市保健医療計画施策評価報告書 「参考 1 施策を構成する事務事業」ページ 

※計画書ページ：第三次川越市保健医療計画 各施策掲載ページ 

 

 報告書

ﾍﾟｰｼﾞ 

参考 1 

ﾍﾟｰｼﾞ 

計画書 

ﾍﾟｰｼﾞ 

基本目標

１ 

主要課題１ 施策１ 保健衛生施設の機能充実 25 72 64 

施策２ 検査機能の充実 27 73 68 

主要課題２ 施策１ 精神保健対策の推進 29 74 72 

施策２ 感染症予防対策の推進 31 75 76 

主要課題３ 施策１ 食の安全の確保 33 77 82 

施策２ 衛生的な住環境の確保 35 78 86 

基本目標

２ 

主要課題１ 施策１ 予防接種の推進 37 80 90 

主要課題２ 施策１ 母子保健の充実 39 81 96 

主要課題３ 施策１ 健康づくりの支援 41 83 100 

施策２ 食育の推進 43 85 104 

施策３ 歯科口腔保健の充実 45 86 108 

施策４ 特定健康診査等の実施 47 87 112 

施策５ がん検診等の実施 49 88 116 

基本目標

３ 

主要課題１ 施策１ 地域医療の基盤づくり 51 90 120 

施策２ 医療の安全確保 53 92 124 

主要課題２ 施策１ 救急医療体制の整備 55 94 128 

施策２ 災害時医療体制の整備 57 95 132 

主要課題３ 施策１ 障害者医療の充実 59 96 136 

施策２ 母子医療の充実 61 97 138 

施策３ 難病対策 63 98 140 

基本目標

4 

主要課題１ 施策１ 国民健康保険制度の健全な運営 65 99 142 

施策２ 後期高齢者医療制度の円滑な運用 67 100 144 
 



1

2

3

4

5

6

基準値

令 和元 年度

1 ①
2,394,967

2 ①
10,466,445

3 ③ 12

4 ③ 80

5 ③ 100

6 ③ 19

7 ② －

8 －

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

施策 合計

基本目標 1 保健衛生の充実 施策中心課 保健総務課

主要課題 1 保健所機能の充実 施策関係課

施策の指標

保健師研修会参加率 ％ 80 令和元年度 80 令和７年度

実習生等受入率（埼玉県による割振） ％ 100 令和元年 100 令和７年度

施策の状況

施策を 構成する 事務事業
令和３ 年度（ 千円）

令和３ 年度 新型コロナウ イルス感染症の感染拡大により、感染症対応をするため保健所の体制を強化する必要が生じている。
新型コロナウ イルス感染症の感染拡大により、研修会等の参加機会が減少している。

令和４ 年度

令和５ 年度

保健総務課 総合保健センター管理 総合保健センター施設管理 14,154 13,901 円

保健総務課 保健所管理 保健所施設管理 55,634 87,740 円

保健総務課 保健衛生一般事務 保健医療施設安全衛生委員会等 75 5 回

保健総務課 保健衛生一般事務 保健師現任教育 57 6 ％

保健総務課 保健衛生一般事務 地域保健実習等調整 1 0 ％

保健総務課 保健衛生一般事務 保健所内業務調整 1,017 960 回

保健総務課 保健情報ネットワークシステム 保健情報ネットワ ークシステムの運用、管理 55,681 25,679 回

－

126,619 128,291

施策 1 保健衛生施設の機能充実

指標 単位 基準値 基準時点 目標値 目標時点

年 度 施策を 取り 巻く 社会環境の変化

令和６ 年度

令和７ 年度

年 度 新規の取組 見直し ・ 廃止し た取組

令和３ 年度

災害発生時の新型コロナウイルス感染者等への対応に際し、保健所と避難
所との非常連絡手段を確保するためにＩＰ無線機を導入した。
新型コロナウイルス感染症の感染機会の削減と業務継続を図るためＰＨＳ
やアンテナ等を設置し、コロナ禍でも業務を継続できる体制を整備した。

新型コロナウイルス感染症に対応するため、電話回線をひかり化
し増設することにより保健所相談機能の強化を図った。
研修会等の機会が減少したため、オンライン研修など参加方法を
見直した。

令和４ 年度

令和５ 年度

令和６ 年度

令和７ 年度

№

細

施

策

所管課名 予算事業名 事務事業名 単位当初予算額 決算額



《 細施策の評価》

施策の目的

実績値
令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度

47

100

施策の評価

方向性等を踏ま えた今後の取組

目標値 実績値

維持 概ね順調 維持 継続 保健衛生施設の機能充実は必要性が高く、継続して取り組む必要があ
る。

細施策 必要性 達成度

①

－

－

12

80

100

－

－

－

0

令和３ 年度

適切な保健衛生施設等の整備や、専門職等の資質の向上を図り、適切な事業実施のための体制を確保します。

必要性 達成度 方向性 実施方法 方向性・ 実施方法の考え方

施設の適正管理 維持 引き続き、施設機能の維持及び管理を行う
必要がある。

概ね順調 設備の故障箇所の不具合等を事前に把握
し、緊急時に備えた対応を実施した。

② 保健情報ネットワークシステム
の運用、管理

維持 事務の効率的かつ適正な執行のため、継続
して運用する必要がある。

順調 法改正、制度改正に対応するための改修を
行い、システムの陳腐化に防止している。

③ 保健所の体制強化 維持
保健所の機能充実を図るため、専門職の資
質向上など体制強化は継続する必要があ
る。

概ね順調

新型コロナウイルス感染症の感染拡大時に
は患者対応のため研修会への参加機会が
減少した。オンライン研修等参加方法を変更
し実施した。

引き続き、現状の施策に継続して取り組むとともに、オンラインの導入等を通じて、研修会の参加機会の増加に努める。

総合
評価

今後の
方向性

決算額
（千円）令和７ 年度 令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度

評価基準

必要性 有効性 達成度 効率性



1

2

3

4

5

6

基準値

令 和元 年度

1 ➀
2,394,967

2 ➀
10,466,445

3 ➀ 12

4 ➀ 80

5 ➀ 100

6 19

7 －

8 －

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

施策 合計

№

細

施

策

所管課名 予算事業名 事務事業名 単位当初予算額 決算額

62,849 100,169

令和７ 年度

令和６ 年度

施策 2 検査機能の充実

指標 単位 基準値 基準時点 目標値

基本目標 1 保健衛生の充実 施策中心課 衛生検査課

主要課題 1 保健所機能の充実 施策関係課

施策の指標

目標時点

年 度 施策を 取り 巻く 社会環境の変化

令和４ 年度

令和３ 年度 新型コロナウ イルス　ゲノム解析検査の実施

－

回

回

衛生検査課 食品・水質・感染症等検査 家庭用品等の検査 318 312 ％

衛生検査課 食品・水質・感染症等検査 健康食品の無承認無許可医薬品の検査 1,410 1,352 ％

衛生検査課 食品・水質・感染症等検査 井戸水等の水質検査 2,837 6,379 円

衛生検査課 食品・水質・感染症等検査 感染症等の検査 30,955 71,619 回

令和５ 年度

衛生検査課 食品・水質・感染症等検査 食品等の検査 27,329 20,507 円

令和６ 年度

令和３ 年度 新型コロナウ イルス感染拡大状況下で、新たに出現する各種変異株への検査対応が必要となった。

令和４ 年度

令和７ 年度

年 度 新規の取組 見直し ・ 廃止し た取組

令和５ 年度

施策を 構成する 事務事業
令和３ 年度（ 千円）

施策の状況

家庭用品等の検査 検査数（項目） 12 令和元年度 - -

健康食品の無承認無許可医薬品の検査 検査数（項目） 48 令和元年度 - -

感染症等の検査 検査数（項目） 668 令和元年度 - -

食品等の検査 検査数（項目）

水質の検査 検査数（項目） -

5,079 令和元年度 - -

1,147 令和元年度 -



※基準値は令和3年度に作成した保健所事業概要から引用したものであるが、

令和4年度に作成した保健所事業概要から検査数（項目）が、外部委託分を含めての算定となるため、実績値はその値を引用している。

《 細施策の評価》

総合
評価

今後の
方向性

決算額
（千円）令和７ 年度

評価基準

必要性 有効性 達成度 効率性
令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度

0

令和３ 年度

川越市保健所で実施する食品・水質・感染症等検査体制を確保します。

施策の目的

令和3年度
実績値

必要性

食品・水質・感染症等の検査

－

－

－

80

100

－

12

－

概ね順調 新型コロナウイルスゲノム解析検査を導入
し、各変異株の感染状況を探知した。

引き続き、現状の施策に継続して取り組む。同時に、社会状況に応じて求められる検査に対応できる検査体制を整備していく。

達成度

実績値

維持 概ね順調 維持 継続
引き続き、保健所における食品・水質・感染症等検査体制を維持する必
要がある。同時に、社会状況に応じて求められる検査に対応できる検査
体制を整備していく。

方向性等を踏ま えた今後の取組

目標値

細施策 必要性

48

①

施策の評価

実施方法 方向性・ 実施方法の考え方達成度 方向性

維持 引き続き、保健所における食品・水質・感染
症等検査体制を維持する必要がある。

12

48

3,850

令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度

1,076

令和７ 年度

7,496

12

7,726

3,712

1,076



1

2

3

4

5

6

基準値

令 和元 年度

1 ②
2,394,967

2 ➀②
10,466,445

3 ② 12

4 ➀② 80

5 ② 100

6 ➀ 19

7 ➀ －

8 －

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

施策 合計

保健衛生の充実 施策中心課 保健予防課

令和5年

市民向け普及啓発講演会の延べ参加人数 人 42 令和元年度 基準値以上 令和７年度

川越市自殺死亡率 人口10万人対 19.2 平成27年 14.1

施策の状況

施策を 構成する 事務事業
令和３ 年度（ 千円）

令和３ 年度 　自殺者数および自殺死亡率は減少傾向にあるが、新型コロナウイルス感染症の影響とは断定できないものの、全体に占める女
性や20歳代以下の自殺者数の割合は増加傾向にある。

令和６ 年度

令和７ 年度

令和５ 年度

令和７ 年度

保健予防課 精神保健 自殺予防対策事業 457 404

保健予防課 精神保健 市民向け普及啓発講演会 74 0

円

円

保健予防課 精神保健 青年期ひきこもり事業 190 27

保健予防課 精神保健 精神保健福祉関係機関職員研修 45 2

％

回

保健予防課 精神保健 精神保健福祉相談 997 628

保健予防課 精神保健 精神保健福祉家族教室 73 0

回

％

保健予防課 精神保健 会計年度任用職員人件費 3,368 3,113

－

回

5,204 4,174

施策 1 精神保健対策の推進

指標 単位 基準値 基準時点 目標値

主要課題 2 保健予防対策の推進 施策関係課

施策の指標

基本目標 1

目標時点

年 度 施策を 取り 巻く 社会環境の変化

令和４ 年度

令和５ 年度

令和６ 年度

令和３ 年度

年 度 新規の取組 見直し ・ 廃止し た取組

令和４ 年度

№

細

施

策

所管課名 予算事業名 事務事業名 単位当初予算額 決算額



《 細施策の評価》

施策の目的

中止

14.4

施策の評価

目標値 実績値

維持 概ね順調 維持

引き続き、現状の施策に継続して取り組む。
新型コロナウ イルス感染症を取り巻く社会情勢に注視し、その時の情勢に応じた相談支援、普及啓発を実施していく。

方向性等を踏ま えた今後の取組

概ね順調

講演会は新型コロナウイルス感染症の影響
により中止したが、広報やホームページ等に
より、精神保健福祉や自殺対策に係る周
知、啓発を行った。

－

－

80

12

－

100

－

－

0

令和３ 年度

市民のこころの健康づくりを推進します。

実績値
令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度

実施方法 方向性・ 実施方法の考え方

相談支援体制の充実 維持 引き続き、こころの健康や精神保健福祉に
関する相談支援を実施する必要がある。

順調
保健師、精神保健福祉士が市民のこころの
健康や精神保健福祉に関する相談に対応し
た。

必要性 達成度 方向性

継続
精神保健福祉に関する普及啓発や相談支援は必要性が高く、継続して
実施する必要がある。

細施策 必要性 達成度

①

③

② 精神保健に関する普及啓発 維持 引き続き、精神保健福祉や自殺対策につい
ての普及啓発に取り組む必要がある。

総合
評価

今後の
方向性

決算額
（千円）令和７ 年度

評価基準

必要性 有効性 達成度 効率性
令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度



1

2

3

4

5

6

基準値

令 和元 年度

1 ➀②
2,394,967

2 ➀②
10,466,445

3 12

4 ③ 80

5 ③ 100

6 ③ 19

7 ③ －

8 ➀③ －

9 ➀

10 ➀

11 ③

12 ➀③

13

14

15

16

17

18

19

20

施策 合計

基本目標 1 保健衛生の充実 施策中心課 保健予防課

主要課題 2 保健予防対策の推進 施策関係課

施策 2 感染症予防対策の推進

施策の指標

指標 単位 基準値 基準時点 目標値 目標時点

結核り患率 人口10万人対 9.9 令和元年 10.0以下 令和７年

施策の状況

年 度 施策を 取り 巻く 社会環境の変化

令和３ 年度

令和元年度から始まった新型コロナウイルス感染症の感染拡大が続いており、令和３年度の大きな感染拡大としては、夏にデルタ株を中心とし
て第５波、冬にオミクロン株を中心として第６波があった。
新型コロナウイルス感染症の影響により日本への外国人入国者が減少したことで、インバウンド感染症のリスクが低減している。
また、同感染症の影響による健診控えや受診控えが指摘されている。

令和４ 年度

令和５ 年度

令和６ 年度

令和７ 年度

令和４ 年度

令和５ 年度

年 度 新規の取組 見直し ・ 廃止し た取組

令和３ 年度 民間委託等を活用して、新型コロナウイルス感染症に対応
できる体制を維持した。

施策を 構成する 事務事業

№

細

施

策

所管課名 予算事業名 事務事業名

令和６ 年度

令和７ 年度

令和３ 年度（ 千円）

単位当初予算額 決算額

保健予防課 感染症対策 性感染症・エイズ予防啓発事業 848 472 円

性感染症検査・相談 918 709 円

保健予防課 感染症対策 光化学スモッグ健康被害の受理及び相談 0 0 回

保健予防課 感染症対策

保健予防課 感染症対策 結核予防費補助事業 2,236 1,973 ％

結核定期病状調査 15 0 ％

保健予防課 感染症対策 結核・感染症予防啓発事業 157 13 回

保健予防課 感染症対策 結核接触者健診・管理検診 595 74 回

保健予防課 感染症対策

保健予防課 感染症対策 結核・感染症の保健指導・相談 288 16,247 －

保健予防課 感染症対策 感染症発生動向調査事業及び統計事務 52,779 634,379

保健予防課 感染症対策 感染症診査協議会 1,293 1,104

保健予防課 感染症対策 感染症発生時の調査、まん延防止 4,120 62,769

保健予防課 感染症対策 感染症医療費公費負担事務 38,982 113,683

保健予防課 感染症対策 会計年度任用職員人件費 3,396 3,139

105,627 834,562



《 細施策の評価》

令和３ 年度

施策の目的

市内における、感染症のまん延を防止します。

実績値
令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度

11.0

施策の評価

必要性 達成度 方向性 実施方法 方向性・ 実施方法の考え方

維持 概ね順調 維持 継続
感染症対策は必要性が高く、継続して実施する必要がある。
新型コロナウ イルス感染症の影響で見えにくくなっているが、その他の
感染症も発生している。

細施策 必要性 達成度

① 感染症対策の推進 維持 新型コロナウイルス感染症を含む感染症の
対策を維持する必要がある。

順調
感染症の発生に伴う積極的疫学調査や行政
検査の他、治療に係る公費負担を適切に実
施した。

② エイズ対策の推進 維持 新型コロナウイルス感染症の影響下におい
ても、ニーズの減少は感じられない。

順調
他自治体で血液検査事業が中止される中、
感染症対策を講じた上で検査事業を実施し
た。

③ 結核対策の推進 維持 引き続き、結核治療の支援を実施する必要
がある。

概ね順調
結核治療の支援が中断となる患者はいなかった。
指標となる結核り患率（人口１０万対）について、若干の
増加が見られる点について、引き続き注視していく。

方向性等を踏ま えた今後の取組

引き続き、現状の施策に継続して取り組む。
新型コロナウ イルス感染症を取り巻く社会情勢に注視していく。

目標値 実績値
決算額
（千円）令和７ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度令和３ 年度 令和４ 年度

有効性 達成度

－

総合
評価

今後の
方向性効率性

評価基準

必要性

－

12

80

100

－

－

－

0



1

2

3

4

5

6

基準値

令 和元 年度

1 ①
2,394,967

2 ①
10,466,445

3 ① 12

4 ① 80

5 ③ 100

6 ① 19

7 ② －

8 ① －

9 ③

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

施策 合計

保健衛生の充実 施策中心課 食品・ 環境衛生課

令和７年度

監視における違反施設発見数 件 40 令和元年度 24 令和７年度

食品等収去検査における試験検査不適数 検体 3 令和元年度 3

令和７年度食中毒の発生件数 件 2 令和元年度 0

施策の状況

施策を 構成する 事務事業
令和３ 年度（ 千円）

令和３ 年度 コロナ禍においても食の安全・安心の確保を図るための施策を実施する必要がある。
食品衛生法の改正に基づき、Ｒ３年６月１日からＨＡＣＣＰに沿った衛生管理が制度化された。

令和６ 年度

令和７ 年度

令和５ 年度

令和７ 年度

食品・環境衛生課 食品衛生指導 食中毒の処理 101 141

食品・環境衛生課 食品衛生指導 卸売市場の監視指導 155 93

円

円

食品・環境衛生課 食品衛生指導 食品営業施設の監視指導 1,003 501

食品・環境衛生課 食品衛生指導 食品営業許可 5,923 5,685

％

回

食品・環境衛生課 食品衛生指導 食品に関する相談 9 9

食品・環境衛生課 食品衛生指導 食品衛生の普及・啓発 155 62

回

％

食品・環境衛生課 食品衛生指導 食品衛生関係優良施設等表彰 18 11

食品・環境衛生課 食品衛生指導 食品の収去検査 44 186

－

回

食品・環境衛生課 食品衛生指導 食品安全モニター事業 4 0

7,412 6,687

施策 1 食の安全の確保

指標 単位 基準値 基準時点 目標値

主要課題 3 生活衛生対策の推進 施策関係課

施策の指標

基本目標 1

目標時点

年 度 施策を 取り 巻く 社会環境の変化

令和４ 年度

令和５ 年度

令和６ 年度

令和３ 年度

年 度 新規の取組 見直し ・ 廃止し た取組

令和４ 年度

№

細

施

策

所管課名 予算事業名 事務事業名 単位当初予算額 決算額



《 細施策の評価》

施策の目的

7

1

0

施策の評価

目標値 実績値

維持 順調 維持

引き続き、現状の施策に継続して取り組む。

方向性等を踏ま えた今後の取組

順調 コロナ禍において可能な限り、収去検査を実
施することができた。

－

－

80

12

－

100

－

－

0

令和３ 年度

食品営業施設等の監視及び指導を行うとともに、食品衛生に関する正しい知識の普及に努めることにより、市民の食の安全・安心を確保します。

実績値
令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度

実施方法 方向性・ 実施方法の考え方

食品営業施設等の監視・指導 維持 引き続き、食品営業施設や給食施設の監
視・指導を実施する必要がある。

順調 コロナ禍において可能な限り、食品営業施設
等の監視・指導を実施した。

必要性 達成度 方向性

継続
食品営業施設等の監視・指導、収去検査及び普及啓発は食の安全・安
心確保のため非常に重要であることから、継続して取り組む必要があ
る。

細施策 必要性 達成度

①

③ 食品衛生の普及啓発 維持 引き続き、営業者や市民に対して食品衛生
の普及啓発を実施する必要がある。

順調
コロナ禍において、街頭キャンペーン等の直
接の普及啓発に代わり啓発物の作成・配布
を行った。

② 食品の収去検査 維持 引き続き、食品の収去（安全性確認）検査を
実施する必要がある。

総合
評価

今後の
方向性

決算額
（千円）令和７ 年度

評価基準

必要性 有効性 達成度 効率性
令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度



1

2

3

4

5

6

基準値

令 和元 年度

1 ①
2,394,967

2 ①
10,466,445

3 ① 12

4 ① 80

5 ① 100

6 ① 19

7 ① －

8 ① －

9 ①

10 ①

11 ②

12 ②

13 ②

14 ②

15 ②

16 ②

17 ②

18 ②

19 ②

20

施策 合計

№

細

施

策

所管課名 予算事業名 事務事業名 単位当初予算額 決算額

13,102 10,739

令和７ 年度

令和６ 年度

施策 2 衛生的な住環境の確保

指標 単位 基準値 基準時点 目標値

施策の指標

目標時点

年 度 施策を 取り 巻く 社会環境の変化

令和４ 年度

令和３ 年度

食品・環境衛生課 動物管理・指導 動物に関する苦情・相談 52 29

食品・環境衛生課 動物管理・指導 飼い主のいない猫の不妊・去勢手術に対する補助金事業 436 361

食品・環境衛生課 動物管理・指導 動物取扱業の登録等事務 49 55

食品・環境衛生課 動物管理・指導 特定動物の飼養許可等事務 51 14

食品・環境衛生課 動物管理・指導 野犬等の収容 9,423 7,713

食品・環境衛生課 動物管理・指導 犬及び猫の引き取り 33 35

食品・環境衛生課 動物管理・指導 狂犬病予防関係事務 16 16

食品・環境衛生課 動物管理・指導 動物愛護の普及啓発事務 241 158

食品・環境衛生課 環境衛生指導 環境衛生関係優良施設等表彰 10 5

食品・環境衛生課 動物管理・指導 犬の登録・注射関係事務 2,124 1,866

食品・環境衛生課 環境衛生指導 水害消毒 80 45 －

食品・環境衛生課 環境衛生指導 健康で快適な居住環境づくり支援事業 12 8

食品・環境衛生課 環境衛生指導 専用水道、簡易専用水道、自家用水道の監視指導 30 9 回

食品・環境衛生課 環境衛生指導 そ族・昆虫等相談事務 137 159 回

食品・環境衛生課 環境衛生指導 特定建築物の監視指導 48 38 ％

食品・環境衛生課 環境衛生指導 専用水道、簡易専用水道の確認等事務 8 5 ％

食品・環境衛生課 環境衛生指導 生活衛生営業施設の監視指導 201 121 円

食品・環境衛生課 環境衛生指導 特定建築物の届出受理等に関する事務 23 5 回

食品・環境衛生課 環境衛生指導 生活衛生営業施設の許可等事務 128 96 円

令和５ 年度

令和６ 年度

令和３ 年度
コロナ禍においても生活衛生施設の衛生水準の確保を図るための施策を実施する必要がある。また、全国的に犬や猫の殺処分
数を減少させる取り組みがされており、動物の愛護及び管理に関する法律が改正され、令和３年６月に動物取扱業における犬猫
の飼養管理基準が定められ、令和４年６月からマイクロチップの装着が義務化される。

令和４ 年度

令和７ 年度

年 度 新規の取組 見直し ・ 廃止し た取組

令和５ 年度

施策を 構成する 事務事業
令和３ 年度（ 千円）

施策の状況

犬・猫の殺処分数 頭 1 令和元年度 0 令和７年度

生活衛生施設の監視指導実施率（全業態平均値）

基本目標 1 保健衛生の充実 施策中心課 食品・ 環境衛生課

％ 17 令和元年度 19 令和７年度

主要課題 3 生活衛生対策の推進 施策関係課



《 細施策の評価》

総合
評価

今後の
方向性

決算額
（千円）令和７ 年度

評価基準

必要性 有効性 達成度 効率性
令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度

0

順調 市広報やホームページ等により、適正飼養
及び終生飼養の啓発を行った。

③

② 犬や猫の適正飼養・終生飼養
の推進

維持 引き続き、犬や猫の適正飼養及び終生飼養
の啓発を図る必要がある。

令和３ 年度

生活衛生施設の監視・指導を行うとともに、動物愛護・適正飼養の普及・啓発に努め、衛生的な住環境を確保します。

実績値
令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度

必要性

生活衛生施設の衛生水準の
維持・向上

－

－

－

80

100

－

12

－

コロナ禍において、生活衛生施設の監視指
導数が減少した。現在はコロナ禍前と同様に
監視指導を実施している。

令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大により、積極的な監視指導を控えたが、今後は生活衛生水準の維持・向上のため監視指導を実
施する方向で見直す。

達成度

実績値

維持 順調でない 維持 見直し

令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大によるまん延防止等重
点措置等の影響により、積極的な監視指導を控えたため、実績値が減
少したが、現在はコロナ禍前と同様に監視指導を実施している。生活衛
生水準の維持・向上のため監視指導を実施すること、また、犬や猫の殺
処分ゼロを目指していることから、終生飼養の推進を図ることが重要で
あり、継続して取り組む必要がある。

方向性等を踏ま えた今後の取組

目標値

細施策 必要性

①

施策の評価

実施方法 方向性・ 実施方法の考え方達成度 方向性

維持 引き続き、生活衛生施設の監視・指導を実
施する必要がある。

順調でない

0

施策の目的

9



1

2

3

4

5

6

基準値

令 和元 年度

1 ②
2,394,967

2 ②
10,466,445

3 ② 12

4 ② 80

5 ① 100

6 ③ 19

7 ③ －

8 －

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

施策 合計

健康づく り の推進 施策中心課 健康管理課

乳幼児の定期予防接種接種率 ％ 97.07 令和元年度 98 令和7年度

施策の状況

施策を 構成する 事務事業
令和３ 年度（ 千円）

令和３ 年度

予防接種は、コロナ禍において不要不急の外出にはあたらないとされており、感染防止対策をとった上で、例年通りに実施した。
HPVワクチンの積極的勧奨再開が決定したため、令和４年度に必要な予算を準備した。
なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大及び重症化等を防止するため、新型コロナウイルスワクチンが予防接種法附則第7条第1項の規
定に基づく臨時の予防接種として位置付けられた。※令和2年12月9日改正予防接種法施行。

令和６ 年度

令和７ 年度

令和５ 年度

令和７ 年度

健康管理課 予防接種の推進 予防接種事業(任意接種助成） 2,865 1,940

健康管理課 予防接種の推進 風しん第5期定期接種及び抗体検査 51,913 12,630

円

円

健康管理課 予防接種の推進 予防接種事業(高齢者） 208,139 177,056

健康管理課 予防接種の推進 風しん抗体検査事業 3,547 1,282

％

回

健康管理課 予防接種事故補償金 予防接種健康被害に関する事務 13,060 12,270

健康管理課 予防接種の推進 予防接種事業（乳幼児等） 626,890 598,441

回

％

新型コロナウイルスワクチン接種対策室 新型コロナウ イルスワ クチン接種事業 新型コロナウ イルスワクチン接種に関する事務 500 2,662,156

－

回

906,914 3,465,774

施策 1 予防接種の推進

指標 単位 基準値 基準時点 目標値

主要課題 1 予防接種の推進 施策関係課 新型コ ロ ナワ ク チン 接種対策室

施策の指標

基本目標 2

目標時点

年 度 施策を 取り 巻く 社会環境の変化

令和４ 年度

令和５ 年度

令和６ 年度

令和３ 年度 予防接種法等に基づき、新型コロナウイルスワクチンの接種を実施。
日本脳炎ワクチンの供給不足により第２期接種対象者（９歳）への個別
勧奨を令和４年度に延期した。
風しん第５期事業の制度延長に伴う個別通知を令和４年度に実施。

年 度 新規の取組 見直し ・ 廃止し た取組

令和４ 年度

№

細

施

策

所管課名 予算事業名 事務事業名 単位当初予算額 決算額



《 細施策の評価》

施策の目的

86.02

施策の評価

実績値

維持 概ね順調 維持

引き続き、現状の施策に継続して取り組むこと、及び感染状況等を踏まえ、国が新型コロナウ イルスワクチンの確保や事業継続、実施手法等を決
定することから、これらに従って接種ニーズに応じた接種体制を維持・構築する。

方向性等を踏ま えた今後の取組

順調 高齢者等に対して定期及び任意の予防接種
を実施した。

－

－

80

12

－

100

－

－

0

令和３ 年度

市民の健康を保持するため、予防接種を実施し、伝染のおそれがある疾病の発生及びまん延を予防します。

実績値
令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度

実施方法 方向性・ 実施方法の考え方

子どもへの予防接種 維持 予防接種法に基づき、乳幼児や児童等を対
象とした予防接種を行う必要がある。

概ね順調
乳幼児や児童等に対して定期予防接種を実
施した。（実績値低下の主な要因は日本脳
炎ワクチンの供給不足があったため）

必要性 達成度 方向性

継続 予防接種は必要性が高いため、継続して取り組む必要がある。
今後は国の動向や社会状況等を踏まえ、適切に対応していく。

細施策 必要性 達成度

①

③ 予防接種の適正な実施等 維持
予防接種が受けられる環境を整備し、勧奨を行うことで
感染症等の発症や重症化を予防する必要がある。
予防接種健康被害に関する相談や申請を受け、予防
接種法で定められた給付を行う必要がある。

順調

接種ニーズに応じた接種体制を構築し、必
要な勧奨及び制度の周知を行った。
予防接種健康被害者に対し、必要な給付を
行った。

② 大人への予防接種等 維持 予防接種法等に基づき、高齢者等を対象と
した予防接種を行う必要がある。

総合
評価

今後の
方向性

決算額
（千円）令和７ 年度

評価基準

必要性 有効性 達成度 効率性
令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度



1

2

3

4

6

単

1 ① 円

2 ③ 円

3 ①②③ 回

4 ➀③ ％

5 ②③ ％

6 ② 回

7 ② 回

8 ①② －

9 ➀

10 ③

11 ➀

12 ③

13 ①

14

15

16

17

施策 合計

2,296 令和元年度 2,359 令和６年度

基本目標 2 健康づく り の推進

主要課題 2 母子保健の充実

施策の指標

施策 1

指標 単位 基準値 基準時点

利用者支援事業（母子保健型）の開設箇所数

産前・産後サポート事業の実施回数 回 6 令和元年度 20 令和６年度

箇所 1 令和元年度 2 令和６年度

乳児家庭全戸訪問事業の訪問件数 件

令和３ 年度
　核家族化や地域のつながりの希薄化など、妊産婦や子育て家庭が孤立や不安を感じやすい環境となっている。特にコロナ禍においては、妊
産婦は、一般の方以上に不安を抱いて生活を送っている状況にあり、感染への懸念から、外出を躊躇し、孤立しがちである。また、出産病院で
の両親学級の開催も見送られ、妊産婦が夫婦一緒に妊娠・出産・育児の話を聞く機会が減少している。

5 乳幼児健康診査の受診率 ％
4か月　95.9
１歳半　96.6

3歳　93.7

乳幼児健康相談の開催回数 回 27 令和元年度 30 令和６年度

施策の状況

令和元年度
4か月　96
１歳半　97

3歳　95
令和６年度

年 度 施策を 取り 巻く 社会環境の変化

産後ケア事業の利用者数（延べ） 人 29 令和元年度 40 令和６年度

健康づくり支援課 母子保健指導 母子健康手帳等の交付 295 420 2,394,967

健康づくり支援課 母子保健指導 長期療養児等育児教室 2 0 10,466,445

健康づくり支援課 母子保健指導 こんにちは赤ちゃん訪問事業 5,528 5,303

健康づくり支援課 母子保健指導 乳幼児健診未受診等育児支援訪問事業 0 0

健康づくり支援課 母子保健指導 健康相談事業 176 5 100

健康づくり支援課 母子保健指導 産後ケア事業 1,801 973

健康づくり支援課 母子保健指導 産前・産後サポート事業 633 628 －

健康づくり支援課 母子保健指導 利用者支援事業（母子保健型） 1,254 1,034 －

健康づくり支援課 赤ちゃん応援手当給付事業 赤ちゃん応援手当給付事業 17,921 16,269

健康づくり支援課 母子健康診査 乳幼児健康診査 403 1,725

健康づくり支援課 母子健康診査 妊婦健康診査 219,049 201,506

健康づくり支援課 母子健康診査 新生児聴覚検査 7,266 5,480

健康づくり支援課 母子健康診査 不安を抱える妊婦への分娩前ウ イルス検査 3,600 49,772

62,526 60,437

健康づくり支援課 保健指導一般事務 保健指導一般事務 1,412 1,291

健康づくり支援課 保健指導一般事務 災害時薬品等 0 7

健康づくり支援課 母子保健指導 会計年度任用職員人件費

健康づくり支援課 母子健康診査 会計年度任用職員人件費 0 0

321,866 344,848

施策担当課 健康づく り 支援課

母子保健の充実

目標値 目標時点

令和４ 年度

令和５ 年度

令和６ 年度

令和７ 年度

令和３ 年度 下半期より産後ケア事業（通所型）及び新生児聴覚検査を開始した。
感染拡大に伴い、教室を一部中止またはオンライン開催と
した。

年 度 新規の取組 見直し ・ 廃止し た取組

令和７ 年度

令和４ 年度

令和５ 年度

№

細

施

策

所管課名 予算事業名 事務事業名
当初予算額

（ 千円）

決算額

（ 千円）

令和６ 年度

施策を 構成する 事務事業

令和元年度

基準値



《 細施策の評価》

2,158

施策の目的

実績値

19

2

維持 順調 維持

施策の評価

4か月　96.4
１歳半　94.5

3歳　94.2

必要性 達成度

43

2,394,967 －
10,466,445 －

12 12

80 80

100 100

19 －

－ －

－ －

0

令和３ 年度

安心して子どもを生み、健やかに育てることができるよう、妊娠期から子育て期にわたる切れ目ない支援を行い、妊娠、出産、子育て期にわたる母子保健の充実を図ります。

継続
核家族化や地域のつながりの希薄化など、妊産婦や子育て世帯が孤立
や不安を感じやすい環境となっているため、事業を継続する必要があ
る。

令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度

方向性 実施方法 方向性・ 実施方法の考え方

42

細施策 必要性 達成度

① 妊娠期から子育て期にわたる
切れ目ない支援体制の整備

維持 引き続き、妊娠期から子育て期にわたる切
れ目ない支援体制を整備する必要がある

順調
関係機関や産科医療機関等と連携し、妊娠
期から子育て期にわたる支援を図ることがで
きた。

② 妊産婦の不安の軽減と孤立感
の解消

維持 引き続き、妊産婦の不安の軽減と孤立感の
解消を図る必要性がある。

順調 新たに産後ケア事業（通所型）を開始し、産
婦の不安の解消を図ることができた。

③ 子どもの健全育成、保護者の
育児不安の解消

維持 引き続き、子どもの健全育成、保護者の育
児不安の解消を図る必要性がある。

順調
乳幼児健康相談の回数を増やしたことで、適
時に相談に対応し、保護者の育児不安の解
消を図ることができた。

妊産婦の不安の軽減と孤立感の解消と子どもの健全育成、保護者の育児不安の解消のため、工夫をしながら妊娠期から子育て期にわたる切れ
目ない支援体制の整備を図っていく。なお、コロナ禍においては、孤立感や不安感を抱く妊婦や子育て家庭が少なくない状況を鑑み身近なところ
で相談に応じ、様々なニーズに即した支援につなぎ、妊婦・子育て家庭が安心して出産・子育てができるように支援していく。

方向性等を踏ま えた今後の取組

令和７ 年度令和元年度 令和７ 年度 令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 総合
評価

今後の
方向性

評価基準

必要性 有効性 達成度 効率性

決算額
（千円）

基準値 目標値 実績値

健診を受診しない理由で主なものは、かかりつけ医療

機関で受診するため、市の集団健診を受診しないとい

うものです。コロナ禍で集団での健診を避ける保護者

も多くいます。しかし、受診しない理由を全件把握して

いないので正確な理由は不明です。受診しなくても、

予防接種状況、集団への所属などを把握し未把握の

児童はいない状況です。



1

2

3

4

5

6

1 ➀

2 ➀

3 ②

4 ③

5 ②

6 ➀②

7 ②

8

9 ➀

10 ➀

11 ➀

12 ➀

13 ➀

14 ➀

15

16

17

18

19

20

施策 合計

№

細

施

策

所管課名 予算事業名 事務事業名
当初予算額

（ 千円）
単位

令和元年度

施策担当課 健康づく り 支援課

施策 1 健康づく り の支援

令和７ 年度

令和６ 年度

基本目標 2 健康づく り の推進

主要課題

指標 単位 基準値 基準時点 目標値 目標時点

3 健康寿命の延伸

施策の指標

令和４ 年度

令和５ 年度

令和３ 年度 　新型コロナウイルス感染症影響を受けて、市民の健康に対する関
心の変化を把握するため意識調査を実施する企画・準備を行った。

感染拡大に伴い、講演会・イベントなどを中止。他課等のイ
ベントに合わせて実施していた啓発も実施できなかった。

8,516 4,709

健康づくり支援課 成人保健指導 会計年度任用職員人件費 258 84

健康づくり支援課 健康づくり支援 受動喫煙対策 482 296

健康づくり支援課 健康づくり支援 健康かわごえ推進プランの策定及び推進 334 142

健康づくり支援課 健康づくり支援 健康づくりイベント等の開催 4,320 2,186

健康づくり支援課 健康づくり支援 健康づくりの啓発 96 51

健康づくり支援課 健康づくり支援 地区担当保健師活動 198 197

健康づくり支援課 健康づくり支援 薬と健康の週間事業の推進 68 68 － －

健康づくり支援課 健康づくり支援 食生活改善推進員協議会の活動支援 36 36 回 －

健康づくり支援課 保健推進員活動 健康体操フェスタ（市制施行100周年記念事業・保健推進員協議会30周年記念事業） 0 0 回

健康づくり支援課 保健推進員活動 保健推進員協議会30周年記念事業費 350 147 ％ 100

健康づくり支援課 保健推進員活動 保健推進員協議会の活動支援 248 248 回

健康づくり支援課 保健推進員活動 保健推進員及び協力員の育成支援 1,266 978 ％

健康づくり支援課 成人保健指導 成人健康相談 68 20 円 10,466,445

健康づくり支援課 成人保健指導 成人健康教育 792 255 円 2,394,967

施策を 構成する 事務事業
基準値

年 度 施策を 取り 巻く 社会環境の変化

令和７ 年度

年 度 新規の取組 見直し ・ 廃止し た取組

令和５ 年度

令和６ 年度

決算額

（ 千円）

令和４ 年度

　 　 　 　 　

令和３ 年度 新型コロナウ イルス感染症の感染拡大にともない、従来実施していた講演会やイベントなどによる啓発や健康づくりの周知が実施
できなかったが、広報やホームページ、SNSを活用した啓発活動を実施した。

施策の状況

　

健康寿命（男性） 年

令和６年度

15以下 令和６年度

喫煙率（成人） ％ 13.5 平成30年度 12以下 令和６年度

％ 65.6

平成30年 令和６年

睡眠により疲れが取れていない人の割合 ％ 17.6 平成30年度

健康寿命（女性） 年 20.17 平成30年 令和６年
平均寿命の増加分を上
回る健康寿命の増加

意識的に身体を動かしている人の割合 平成30年度 70以上

17.61



《 細施策の評価》

決算額
（千円）令和元年度 令和７ 年度 令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度

令和３ 年度

健康への意識や生活習慣の改善を促進し、健康寿命の延伸を図ります。

コロナ禍における健康に対する意識を把握
するため調査の作成を行った。

③ 市民の健康を支えるための環
境整備

維持 市民の健康を支えるための環境整備をする
必要がある。

概ね順調 企業の保健担当者と共同で健康づくりにつ
いて啓発を行った。

引き続き、ライフステージに応じた健康づくり
を推進する必要がある。

概ね順調
感染拡大により、依頼の出前講座や共催の
教室などが実施できず、情報発信が直接で
きなかった。

② 関係機関等と連携した健康づ
くり

維持

施策の目的

実績値
令和６ 年度 令和７ 年度令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度

① ライフステージに応じた健康づ
くり

維持

令和4年度に、新型コロナウイルス感染症が与える健康意識へ意識の変化を考慮した健康づくりの展開を検討する。
また、コロナ禍における事業の実施等については、健康づくりの課題に即しつつ、社会情勢や感染状況を踏まえ、ICTなどを活用し市民が安心して
参加できるよう配慮した方法での実施を検討をする。（イベントのWeb開催等）

0

－ －

－ －

19 －

100 100

12

8080

12

10,466,445 －

2,394,967 －

有効性 達成度 効率性

必要性 達成度

総合
評価

今後の
方向性

評価基準

引き続き、関係機関等と連携した健康づくり
を推進する必要がある。

順調

方向性等を踏ま えた今後の取組

基準値 目標値 実績値

必要性

必要性

コロナ禍における健康づくりの推進の必要性は高まっているため、啓発
の方法を工夫しながら推進する必要がある。

細施策

達成度 方向性 実施方法 方向性・ 実施方法の考え方

維持 概ね順調 維持 継続

施策の評価

-

17.85

-

※R2数値

※R2数値

-

20.48

令和3年度実施予定の中間アンケートが新型コロナウ
イルス感染症感染拡大に伴い未実施であり、数値の算
出もできないため。
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2

4

5 朝食を欠食する人の割合（20～30歳代）

1

2 ➀
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4 ➀
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6 ➀

7 ➀
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施策 合計

適正体重の人の割合 ％ 66.2 平成30年度 75以上

令和６年度

塩分の摂取量について意識している人の割合（20～50歳代） ％ 57.3 平成30年度 増加 令和６年度

野菜を食べている食事の回数（20～50歳代） 回 中間アンケートで算出 令和3年度 中間アンケートからの増加

施策の状況

施策を 構成する 事務事業
基準値

令和５ 年度

健康づくり支援課 栄養改善対策 食品製造者指導事業 55 56 円 10,466,445

令和３ 年度

国民健康・栄養調査(厚生労働省委託事業） 613 0 円 2,394,967

年 度 施策を 取り 巻く 社会環境の変化

健康づくり支援課 栄養改善対策

健康づくり支援課 栄養改善対策 栄養関係団体の育成支援 42 24

健康づくり支援課 栄養改善対策 給食施設指導 138 88

％

回

健康づくり支援課 栄養改善対策 食育教室 150 63 回

健康づくり支援課 栄養改善対策 食育の周知・啓発 42 53 ％ 100

健康づくり支援課 栄養改善対策 会計年度任用職員費人件費 3,096 1,007

健康づくり支援課 栄養改善対策 食環境づくり推進事業 0 0

－ －

－回

施策の指標

施策担当課 健康づく り 支援課

施策

4,136 1,290

基本目標 2 健康づく り の推進

主要課題 3 健康寿命の延伸

2 食育の推進

3 1日2回以上、主食・主菜・副菜がそろった食事をしている人の
割合（60歳代以上）

％ 52.2 平成30年度 増加 令和６年度

指標 単位 基準値 基準時点 目標値 目標時点

令和６年度

令和６ 年度

令和４ 年度

％ 25.4 平成30年度 22以下 令和６年度

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大にともない、計画していた健康教室や講演会などが実施できなかった。

令和７ 年度

令和３ 年度
市民センターや公民館、図書館の展示スペースを利用し、定期的に食育掲示及び展示を行った。また、広報や市HP、SNSを活
用するなど、新たな方法での啓発も行った。さらに、企業や大学と共同で食環境整備に取組んだ。

新型コロナウ イルスの影響を受けて、市民の健康に対する関心の変化を把握するため意識調査を実施する企画・準備を行っ
た。

感染拡大に伴い、健康教室や講演会を中止した。

年 度 新規の取組 見直し ・ 廃止し た取組

№

細

施

策

所管課名 予算事業名 事務事業名
当初予算額

（ 千円）

決算額

（ 千円）

令和６ 年度

令和７ 年度

令和４ 年度

令和５ 年度

単位
令和元年度



《 細施策の評価》

令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度

順調 維持 継続

-

-

施策の評価

方向性等を踏ま えた今後の取組

基準値 目標値 実績値

評価基準

細施策 必要性 達成度

① 健康を維持するための適切な
食事の推進

10,466,445

方向性・ 実施方法の考え方

2,394,967 －

必要性 達成度 方向性 実施方法

－

80 80

12 12

19

100 100

－

－ －

－ －

0

令和３ 年度

生涯にわたる市民の健康増進と、食に関する感謝の気持ちや豊かな人間性を育むため食育を推進します。

施策の目的

実績値
令和３ 年度

-

-

維持 健康を維持するための適切な食事の推進す
る必要がある。

順調 企業の保健担当者と大学との共同で食環境
の整備に取組んだ。

  　

食育の推進の必要性は高まっているため、啓発の方法を工夫しながら
推進する必要がある。

-

維持

  　

令和３年度実施予定の中間アンケートが新型コロナウイルス
感染症感染拡大に伴い実施できなかったため、数値の算出も
できなかった。

総合
評価

今後の
方向性

令和4年度は、モデル地区を選定し、食に関する意識調査を実施し、課題の把握と、今後取組む食環境の整備における具体的方法を明確にして
いく。また、感染拡大に伴い中止した健康教室や講演会は、人数制限を考慮するなど、感染対策を徹底し実施していく。

必要性 有効性 達成度 効率性

決算額
（千円）令和元年度 令和７ 年度 令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度
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施策 合計

基本目標 2 健康づく り の推進

主要課題 3

施策の指標

かかりつけ歯科医を持つ人の割合 ％ 70.8 平成30年度 85以上 令和６年度

健康寿命の延伸

12歳児でむし歯のない人の割合 ％ 66.5 平成30年度 77以上 令和６年度

年に1度は歯科健診を受ける人の割合 ％ 48 平成30年度 55以上 令和６年度

歯科口腔保健の充実

指標 単位 基準値

6024達成者の割合 ％ 64.9 平成30年度 80以上 令和６年度

8020達成者の割合 ％ 42.5 平成30年度 60以上 令和６年度

ゆっくりよくかんで食べる人の割合 ％ 20.3 平成30年度 増加 令和６年度

令和４ 年度

令和３ 年度
新型コロナウ イルス感染症の感染拡大にともない、計画していたイベント、教室等の事業、依頼事業などが一部実施できなかっ
た。一方で、感染予防対策のためオンラインで会議・打合せ・研修会などを実施し、感染予防対策を徹底し、フッ化物洗口事業、歯
科健診、歯科保健指導を実施した。

施策を 構成する 事務事業
基準値

成人歯科保健事業 0 2 円 2,394,967

健康づくり支援課 歯科保健対策 母子歯科保健事業 2,586 2,051

健康づくり支援課 歯科保健対策

円 10,466,445

健康づくり支援課 歯科保健対策 歯科口腔保健推進関係会議 214 0 ％

健康づくり支援課 歯科保健対策 歯科口腔保健の周知・啓発 21 19 回

健康づくり支援課 歯科保健対策 幼児のむし歯予防推進事業 5,291 4,225 回

健康づくり支援課 歯科保健対策 障害者（児）歯科保健事業 6,490 6,490 ％ 100

健康づくり支援課 歯科保健対策 会計年度任用職員人件費 2,193 714 － －

健康づくり支援課 歯科保健対策 歯科疾患実態調査（厚生労働省委託事業） 0 0 回 －

施策担当課 健康づく り 支援課

施策 3

16,795 13,500

基準時点 目標値 目標時点

令和５ 年度

施策の状況

年 度 施策を 取り 巻く 社会環境の変化

令和６ 年度

令和７ 年度

令和４ 年度

令和５ 年度

令和３ 年度
広報やホームページを活用した啓発活動を実施した。
新型コロナウイルス感染症影響を受けて、市民の健康に対する関心の変化を把握
するため意識調査を実施する企画・準備を行った。

感染拡大に伴い、イベントや事業を一部中止した。

年 度 新規の取組 見直し ・ 廃止し た取組

令和６ 年度

決算額

（ 千円）
単位

令和７ 年度

令和元年度
№

細

施

策

所管課名 予算事業名 事務事業名
当初予算額

（ 千円）



《 細施策の評価》

令和3年度実施予定の中間アンケートが新型コロナウイル
ス感染症感染拡大に伴い未実施であり、数値の算出もでき
ないため。

施策の目的

実績値

-

-

68.3

-

-

-

達成度

総合
評価

今後の
方向性

評価基準

必要性

継続 歯と口と全身の健康状態を生涯を通じて維持するため、歯科疾患の予
防や歯の喪失を防ぐことが大切で引き続き推進する必要がある。

細施策

維持 概ね順調 維持

方向性等を踏ま えた今後の取組

基準値 目標値 実績値

有効性 達成度 効率性

歯と口と全身の健康状態を維持するため歯
科口腔保健の普及啓発を推進する必要があ
る。

2,394,967

12

10,466,445 －

－

12

80 80

19 －

100 100

－ －

－ －

令和３ 年度

生涯を通じた歯科疾患の予防と早期発見、早期治療を促し、全身の健康状態や生活の質の向上を目指します。

0

令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度

① 歯科口腔保健の普及啓発 維持

必要性

必要性 達成度 方向性 実施方法 方向性・ 実施方法の考え方

施策の評価

概ね順調
感染拡大により、依頼の出前講座や共催の
教室などが実施できず、情報発信が直接で
きなかった。

② ライフステージに応じた歯科口
腔保健の推進

維持 引き続き、ライフステージに応じた歯科口腔
保健の推進する必要がある。

概ね順調
感染拡大により、依頼の出前講座や共催の
教室などが実施できず、情報発信が直接で
きなかった。

③ 障害者等への歯科口腔保健
の推進

維持 障害者等への歯科口腔保健の推進する必
要がある。

順調

感染予防対策のためオンラインによる会議・
打合せ・研修などを実施した。また、施設に
おける歯科健診や保健指導は感染対策を徹
底し実施した。

令和4年度に、新型コロナウイルス感染症が与える健康意識への影響をアンケート調査し意識の変化を考慮した健康づくりの展開を検討する。
また、令和3年度に中止したイベントなどについては、Webでの開催等を検討し、様々な方法で市民に情報発信を図る。

決算額
（千円）令和元年度 令和７ 年度 令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度



1

2

3

4

5

6

基準値

令 和元 年度

1 ①
2,394,967

2 ②
10,466,445

3 ③ 12

4 ④ 80

5 100

6 19

7 －

8 －

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

施策 合計

№

細

施

策

所管課名 予算事業名 事務事業名 単位当初予算額 決算額

691,586 593,696

令和７ 年度

令和６ 年度

施策 4 特定健康診査等の実施

指標 単位 基準値 基準時点 目標値

施策の指標

目標時点

年 度 施策を 取り 巻く 社会環境の変化

後期高齢者健康診査受診率 ％ 30.8 令和元年度

令和４ 年度

令和３ 年度 後期高齢者医療健康診査項目にアルブミンを追加。
高血圧予防事業の相談を､対面から電話指導へ切り替えた。

－

回

回

高齢・障害医療課 後期高齢者広域連合負担金等 広域連合負担金等 237,180 214,818 ％

％

国民健康保険課 (特別会計）特定保健指導事業 特定保健指導事業 7,217 6,028 円

国民健康保険課 (特別会計）保健事業 保健事業 67,165 45,745 回

国民健康保険課 (特別会計）特定健康診査事業 特定健康診査事業 380,024 327,105 円

令和５ 年度

令和６ 年度

令和３ 年度
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大による健診受診控え等により、健診受診率はコロナ流行前に比べ大きく下がっている（令
和元年度⇒2年度　国保：41.9％⇒34.1％、後期高齢者：30.8％⇒27.7％）。令和3年度は回復傾向にあるものの、コロナ前に戻って
はいない。

令和４ 年度

令和７ 年度

年 度 新規の取組 見直し ・ 廃止し た取組

令和５ 年度

施策を 構成する 事務事業
令和３ 年度（ 千円）

40 令和5年度

施策の状況

血圧の有所見者率（拡張期血圧） ％ 20.8 令和元年度 18以下 令和5年度

新規人工透析移行者数 人 76 令和元年度 80 令和5年度

特定保健指導実施率 ％ 13.1 令和元年度 60 令和5年度

血圧の有所見者率（収縮期血圧） ％ 47.6 令和元年度 45以下 令和5年度

特定健康診査受診率

基本目標 2 健康づく り の推進 施策中心課 国民健康保険課

％ 41.9 令和元年度 60 令和5年度

主要課題 3 健康寿命の延伸 施策関係課 高齢・ 障害医療課



《 細施策の評価》

総合
評価

今後の
方向性

決算額
（千円）令和７ 年度

評価基準

必要性 有効性 達成度 効率性
令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度

0

概ね順調

コロナ禍においても感染対策を十分に行い
実施した。実施率は増加しており、過去最高
の実施率となったが、目標値（22％）には届
かなかった。

③ 糖尿病性腎症重症化予防事
業・高血圧症予防事業

維持
被保険者の糖尿病性腎症、高血圧症等の生
活習慣病の疾病予防、重症化予防のため、
継続して実施する必要がある。

概ね順調

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症の影響で高血圧相談
は電話指導に切り替えた。相談実績の減少
はあるが、目標値の新規透析患者数は減少
している。

② 特定保健指導実施率向上 維持

特定健診の結果、生活習慣病のリスクが高
い被保険者に対し、健康状態の改善及び医
療費適正化のために特定保健指導の実施
が必要である。

令和３ 年度

　 特定健康診査により、主に生活習慣病リスクの早期発見・予防を促進します。また、リスクが高い市民には特定保健指導等を通して生活習慣の
改善・疾病の早期治療を促し、重症化を防ぎます。

実績値
令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度

必要性

特定健康診査受診率向上

－

－

－

80

100

－

12

－

コロナ渦による健診受診控えは、前年度に
比べ回復傾向にある。個別に受診勧奨を行
い、啓発に努めた。

生活習慣病の早期発見や重症化予防のた
め、健康診査を実施する必要がある。

概ね順調
コロナ渦による健診受診控えは、前年度に
比べ回復傾向にある。個別に受診勧奨を行
い、啓発に努めた。

引き続き、現状の施策に継続して取り組む。
新型コロナウイルス感染症の蔓延状況に留意し、幅広い事業の周知を行っていく。

達成度

実績値

維持 概ね順調 維持 継続 健康診査や保健指導等を通して、被保険者の健康の保持増進を図るた
め、継続して取り組む必要がある。

④

高齢者保健事業
※高齢者の保健事業と介護予防
の一体的な実施については、4-
1-2で管理・評価を行う

維持

方向性等を 踏ま えた今後の取組

目標値

28.9

細施策 必要性

①

施策の評価

実施方法 方向性・ 実施方法の考え方達成度 方向性

維持
生活習慣病の早期発見や重症化予防のた
め、健康診査を継続的に実施する必要があ
る。

概ね順調

21.6

62

19.2

49.2

施策の目的

38.2

新規人工透析移行者数については、

H28：85人、H29：91人,H30：86人、R1:76人、R2:63人、R3：62人

と、H29の91人から毎年減少傾向にある。その理由・原因については、はっきりし

たものは不明であるが、要因としては

・国保の被保険者数が、年々減少している。

・コロナの影響で、R2,3については、受診控えがあったため、透析移行の診断を

受ける者が多くならなかった。

・医療の進歩、本人・周囲の努力等により、透析にならずに内服等で状態の悪化

を防いでいる。 等が考えられる。

人工透析は、一人年間500万円もの医療費がかかるといわれており、新規人工

透析移行者を減少させることは、医療費適正化対策として重要な項目であり、今

後も糖尿病性腎症重症化予防事業等を継続実施し、重症化の予防に力を入れ

ていきたい。ただし、当該指標の扱いについては、今後検討が必要。



1

2

3

4

5

6

基準値

令 和元 年度

1 ➀
2,394,967

2 ➀
10,466,445

3 ➀ 12

4 ➀ 80

5 ➀ 100

6 ➀ 19

7 ➀ －

8 ➀ －

9 ➀

10 ➀

11 ➀

12 ➀

13 ➀

14 ➀

15

16

17

18

19

20

施策 合計

基本目標 2 健康づく り の推進 施策中心課 健康管理課

主要課題 3 健康寿命の延伸 施策関係課

施策 5 がん検診等の実施

施策の指標

指標 単位 基準値 基準時点 目標値 目標時点

胃がん検診（胃部Ｘ線検査）受診率 ％ 2.1 令和３年度 3.2

胃がん検診（内視鏡検査）受診率 ％ 2.0 令和３年度 2.7 令和７年度

令和７年度

令和７年度

令和７年度大腸がん検診受診率 ％ 9.3 令和３年度 11.1

肺がん検診受診率 ％ 0.8 令和３年度 1.4

令和７年度

施策の状況

年 度 施策を 取り 巻く 社会環境の変化

令和７年度乳がん検診受診率 ％ 8.9 令和３年度 11.4

子宮がん検診受診率 ％ 6.0 令和３年度 8.1

令和３ 年度 新型コロナウ イルス感染症の感染拡大の影響により、全国的に受診控えが見られた。

令和４ 年度

令和５ 年度

令和６ 年度

令和７ 年度

令和４ 年度

令和５ 年度

年 度 新規の取組 見直し ・ 廃止し た取組

令和３ 年度

施策を 構成する 事務事業

№

細

施

策

所管課名 予算事業名 事務事業名

令和６ 年度

令和７ 年度

令和３ 年度（ 千円）

単位当初予算額 決算額

健康管理課 がん検診 乳がん検診 57,030 53,933 円

前立腺がん検診 13,972 14,714 円

健康管理課 がん検診 子宮がん検診 40,787 37,741 回

健康管理課 がん検診

健康管理課 がん検診 大腸がん検診 42,591 39,923 ％

肺がん検診 9,789 11,653 ％

健康管理課 成人健診 健康手帳 317 228 回

健康管理課 がん検診 胃がん検診 123,828 99,503 回

健康管理課 がん検診

健康管理課 成人健診 肝炎ウイルス検診 6,201 11,299 －

健康管理課 成人健診 健康増進健康診査 1,040 583

健康管理課 成人健診 骨密度検診 2,390 2,207

健康管理課 成人健診 歯周病健診 959 1,004

健康管理課 成人検診事業 成人検診事務 6,488 5,923

健康管理課 成人健診 会計年任用職員人件費 0 13,421

健康管理課 がん検診 会計年任用職員人件費 12,663 0

318,055 292,131



《 細施策の評価》

令和３ 年度

施策の目的

がんの早期発見を図り、早期治療に結びつけるとともに、生活習慣の改善等、予防意識の自覚を促します。

実績値
令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度

2.0

2.1

9.3

6.0

0.8

施策の評価

必要性 達成度

8.9

方向性 実施方法 方向性・ 実施方法の考え方

維持 順調 維持 継続 がんの早期発見・早期治療のために、定期的な検診の受診が必要とな
るため、がん検診事業を継続して行う必要がある。

細施策 必要性 達成度

① 各疾病に関する検診等の実施 維持 がんの早期発見、早期治療のために、引き
続きがん検診を実施する必要がある。

順調
総合保健センターでの施設検診、委託医療
機関での個別検診、公民館での集団検診を
実施した。

② 検診等の啓発 維持 がん検診受診率の向上のため、市民に対し
ての周知啓発を行う必要がある。

順調

特定の年齢の市民に対する個別勧奨、健康
づくりスケジュールの全戸配布、広報や市Ｈ
Ｐを活用等の啓発を行った。

方向性等を踏ま えた今後の取組

がんの早期発見・早期治療のため、引き続き検診事業を行っていく。各種がん検診の受診率向上のため、啓発活動に努める。

目標値 実績値
決算額
（千円）令和７ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度令和３ 年度 令和４ 年度

有効性 達成度

－

総合
評価

今後の
方向性効率性

評価基準

必要性

－

12

80

100

－

－

－

0



1

2

3

4

5

6

基準値

令 和元 年度

1 ①④
2,394,967

2 ①②
10,466,445

3 ③ 12

4 80

5 ② 100

6 19

7 －

8 ② －

9

10

11

12

13

14

15

16

17

施策 合計

基本目標 3 医療体制の充実 施策中心課 保健医療推進課

主要課題 1 地域医療体制の整備・ 充実 施策関係課

かかりつけ医を持つ世帯 ％ 69 令和元年度 73 令和７年度
看護師学校養成所又は准看護師養成所の卒業者のうち、市内の医療機関等への就職
者数 人 519 平成28年～令和2年度 455 令和３～７年度

訪問診療を実施する医療機関数 箇所 37 平成28年度 52 令和５年度

施策の状況

施策を 構成する 事務事業
令和３ 年度（ 千円）

令和３ 年度
医療・介護ニーズの高い高齢者は今後も増加が予測されており、健康について日常的に相談し、健康を維持するためにかかりつ
け医の重要性が高まっている。
令和元年度から新型コロナウイルス感染症が現在に至るまで流行している。

年 度 施策を 取り 巻く 社会環境の変化

令和７ 年度

令和４ 年度

令和５ 年度

令和６ 年度

保健医療推進課 地域医療の推進 地域医療連携推進事業補助金 1,800 1,800 円

保健医療推進課 地域医療の推進 地域保健医療事業協力補助金 6,000 6,000 円

保健医療推進課 地域医療の推進 保健医療計画 0 0

保健医療推進課 地域医療の推進 地域医療従事者養成事業補助金 8,355 8,012

％

回

保健医療推進課 地域医療の推進 医療問題協議会 265 0

保健医療推進課 地域医療の推進 すこやかマップ(医療マップ） 847 861

回

％

保健医療推進課 地域医療の推進 ブルーライトアップ 200 120

保健医療推進課 保健医療推進 旧市立診療所の管理 869 649

－

回

保健医療推進課 保健医療推進 部課一般事務 264 46

保健医療推進課 保健医療推進 全国衛生部局長会 47 0

保健医療推進課 地域医療の推進 旧市立診療所の跡地整理 0 0

18,647 17,488

施策 1 地域医療の基盤づく り

指標 単位 基準値 基準時点 目標値 目標時点

施策の指標

年 度 新規の取組 見直し ・ 廃止し た取組

令和３ 年度 新型コロナウイルス感染症の影響により、市民講演会等が中止と
なった。

令和６ 年度

令和７ 年度

令和４ 年度

令和５ 年度

№

細

施

策

所管課名 予算事業名 事務事業名 単位当初予算額 決算額



《 細施策の評価》

施策の目的

62

68

38

施策の評価

方向性等を踏ま えた今後の取組

目標値 実績値

維持

方向性・ 実施方法の考え方必要性 達成度 方向性 実施方法

市民への普及、啓発 維持

すこやかマップの配布や市ホームページへ
の掲載などによりかかりつけ医等の普及を
図るとともに、市医師会等が実施する健康・
医療の啓発事業を支援する必要がある。

③ 医療従事者の養成、確保

概ね順調
すこやかマップの作成・配布を行い、かかりつけ医等の
普及に努めた。
市医師会が実施する世界糖尿病デーブルーライトアッ
プを共催し、糖尿病予防の啓発に努めた。

維持 医療提供体制を確保するため、医療従事者
の養成・確保を図る必要がある。

概ね順調 維持 継続 地域医療の基盤づくりは必要性が高く、引き続き取り組む必要がある。

細施策 必要性 達成度

地域医療の連携 維持 地域医療団体への支援を行い、連携を図る
必要がある。

順調 市医師会が実施した地域医療関連事業に対
して補助金を交付した。

①

②

－

－

80

12

－

100

－

－

0

令和３ 年度

地域における医療提供体制の充実を図ります。

令和３年度「かかりつけ医を持つ世帯」の実績値
は、広聴課が３年毎に実施している市民意識調査
（第１４回）より引用した。
調査対象者、標本数が異なっているため、単純な
比較はできないが、実績値は低下している。

実績値
令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度

概ね順調
卒業者の市内医療機関への就職者は一定
数いるが、目標値を達成するための年度毎
の実績値には届かなかった。

④ 在宅医療の推進 維持
医療と介護の連携を推進して体制を構築す
るとともに、在宅医療を提供する医療機関の
情報収集及び定着を図る必要がある。

概ね順調
市医師会が実施した地域医療連携推進事業に対して
補助金を交付した。
訪問医療を実施する医療機関数は増加したが、目標値
を達成するための年度毎の実績値には届かなかった。

⑤ 外国籍市民の支援 維持
多言語化・やさしい日本語化等について情
報収集し、多言語化等の促進について検討
する必要がある。

概ね順調 ＳＮＳでやさしい日本語を用いた医療情報を
発信した。

引き続き、現状の施策に継続して取り組む。新型コロナウイルス感染症の感染動向を注視し、状況に応じた支援を行う。

総合
評価

今後の
方向性

決算額
（千円）令和７ 年度

評価基準

必要性 有効性 達成度 効率性
令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度



1

2

3

4

5

6

基準値

令 和元 年度

1 ①
2,394,967

2 ①
10,466,445

3 ① 12

4 ② 80

5 ① 100

6 ① 19

7 ① －

8 ③ －

9 ③

10 ③

11 ③

12 ①

13 ④

14 ①

15

16

17

18

19

20

施策 合計

№

細

施

策

所管課名 予算事業名 事務事業名 単位当初予算額 決算額

2,223 1,181

令和７ 年度

令和６ 年度

施策 2 医療の安全確保

指標 単位 基準値 基準時点 目標値

施策の指標

目標時点

年 度 施策を 取り 巻く 社会環境の変化

令和４ 年度

令和３ 年度 薬物乱用防止啓発用リーフレットの配布が出来ないため、
SNSを利用し普及啓発を実施した

保健総務課 医療機関指導 会計年度任用職員人件費 128 137

保健総務課 医薬品等対策 薬局・医薬品販売業・医療機器関販売業・貸与業及び再生医療等製品販売業の許可・届出 133 107

保健総務課 献血推進 献血推進 104 75

保健総務課 医薬品等対策 毒物劇物販売業者等の登録・届出 11 0

保健総務課 医薬品等対策 無承認無許可医薬品対策 23 16

保健総務課 医薬品等対策 有害物質を含有する家庭用品の規制 20 20 －

保健総務課 医薬品等対策 薬物乱用防止対策 49 43

保健総務課 医療機関指導 医療機関等の許可・届出 0 0 回

保健総務課 医薬品等対策 温泉利用許可 24 0 回

保健総務課 医療機関指導 医療安全相談 34 0 ％

保健総務課 医療機関指導 医療法等に基づく立入検査 128 81 ％

保健総務課 厚生統計調査・免許事務 保健統計等実施事務 1,520 652 円

保健総務課 医療機関指導 医療機関等の統計 0 0 回

保健総務課 厚生統計調査・免許事務 衛生関係免許申請受付事務 49 50 円

令和５ 年度

令和６ 年度

令和３ 年度 新型コロナウ イルス感染症の感染拡大により、催し物が中止になった。

令和４ 年度

令和７ 年度

年 度 新規の取組 見直し ・ 廃止し た取組

令和５ 年度

施策を 構成する 事務事業
令和３ 年度（ 千円）

施策の状況

薬物乱用防止リーフレット配布枚数 枚 1,000 平成30年度 1,000 令和７年度

病院への立入検査実施率

基本目標 3 医療体制の充実 施策中心課 保健総務課

％ 100 平成30年度 100 令和７年度

主要課題 1 地域医療体制の整備・ 充実 施策関係課



《 細施策の評価》

総合
評価

今後の
方向性

決算額
（千円）令和７ 年度

評価基準

必要性 有効性 達成度 効率性
令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度

0

順調 随時、医療機関への疑問、不安等の相談を
受ける体制を整備していた。

③ 薬物乱用防止の推進 維持 引き続き、市民の健康を保持するために、普
及啓発が必要である。

概ね順調
リーフレットの配布ができなかったため、広
報川越、SNSを利用して、普及啓発を実施し
た。

② 医療に関する市民相談 維持 引き続き、市民の医療への疑問、不安等を
取り除く必要がある。

令和３ 年度

適切な医療を提供できる医療体制を確保します。

実績値
令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度

必要性

医療法等に基づく許可、届出、
検査、調査

－

－

－

80

100

－

12

－

開設時の立入検査、病院、有床診療所への
立入検査を実施した。

引き続き、市民の健康を保持するために、普
及啓発が必要である。

順調 広報川越、SNSを利用して、普及啓発を実施
した。

引き続き、現状の施策に継続して取り組む。

達成度

実績値

維持 概ね順調 維持 継続 病院への立入は、適正な医療の提供のためには必要な物であり、薬物
乱用防止についても、市民の健康のためには必要である。

④ 献血推進 維持

方向性等を踏ま えた今後の取組

目標値

細施策 必要性

①

施策の評価

実施方法 方向性・ 実施方法の考え方達成度 方向性

維持 引き続き、市民の健康を保持する必要があ
る。

順調

0

施策の目的

100



1

2

3

4

5

6

基準値

令 和元 年度

1 ①
2,394,967

2 ①
10,466,445

3 ① 12

4 ① 80

5 ① 100

6 ① 19

7 ① －

8 ② －

9 ③

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

施策 合計

医療体制の充実 施策中心課 保健医療推進課

令和７年

夜間及び休日における救急医療の実施率 ％ 100 令和元年度 100 令和７年度

救急搬送人員における軽症者の比率 ％ 50.5 令和元年 48.8

施策の状況

施策を 構成する 事務事業
令和３ 年度（ 千円）

令和３ 年度
新型コロナウ イルス感染症の感染拡大により、県と連携しながら入院調整を図る必要が生じている。
※令和３年度末時点における市内救急医療機関　１２医療機関（１０病院、２診療所）※令和２年度末１０医療機関（９病院、１診療
所）

令和６ 年度

令和７ 年度

令和５ 年度

令和７ 年度

保健医療推進課 地域医療の推進 夜間休日診療事業補助金 26,500 26,500

保健医療推進課 地域医療の推進 休日歯科診療所運営事業 3,121 3,300

円

円

保健医療推進課 地域医療の推進 救急医療拠点病院運営事業補助金 20,480 20,480

保健医療推進課 地域医療の推進 病院群輪番制病院運営事業補助金 31,464 31,044

％

回

保健医療推進課 地域医療の推進 外国人未払医療費対策事業補助金 － －

保健医療推進課 地域医療の推進 二次救急搬送受入支援事業補助 28,125 24,323

回

％

保健医療推進課 地域医療の推進 ＡＥＤの普及啓発 4,596 4,547

保健医療推進課 地域医療の推進 在宅当番医制事業 4,459 4,304

－

回

保健医療推進課 地域医療の推進 救急相談 － －

118,745 114,499

施策 1 救急医療体制の整備

指標 単位 基準値 基準時点 目標値

主要課題 2 緊急時の医療体制の整備 施策関係課

施策の指標

基本目標 3

目標時点

年 度 施策を 取り 巻く 社会環境の変化

令和４ 年度

令和５ 年度

令和６ 年度

令和３ 年度 新型コロナウイルス感染症の感染対策として、参加者の削減、内
容の一部変更等を実施した上で、普通救命講習を開催した。

年 度 新規の取組 見直し ・ 廃止し た取組

令和４ 年度

№

細

施

策

所管課名 予算事業名 事務事業名 単位当初予算額 決算額



《 細施策の評価》

施策の目的

100

48.9

施策の評価

目標値 実績値

維持 順調 維持

引き続き、現状の施策に継続して取り組む。
なお、コロナ禍においては、県と連携しながら、円滑な入院調整を図れるように対応していく。

方向性等を踏ま えた今後の取組

順調 公共施設に配置しているAEDを適正に管理
するとともに、職員への講習を実施した。

－

－

80

12

－

100

－

－

0

令和３ 年度

傷病の重症度・緊急度に応じた適切な医療を提供できる救急医療体制を確保します。

実績値
令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度

実施方法 方向性・ 実施方法の考え方

救急医療体制の整備 維持 引き続き、市の役割とされている初期救急、
二次救急の体制を維持する必要がある。

順調
夜間休日診療所、休日歯科診療所などの初
期救急体制を維持するとともに、二次救急医
療機関への支援等を実施した。

必要性 達成度 方向性

継続
救急医療は必要性が高く、継続して取り組む必要がある。
なお、コロナ禍においては、県と連携しながら、円滑な入院調整を図れる
ように対応していく必要がある。

細施策 必要性 達成度

①

③ 適正な医療受診の啓発 維持 救急車の適正利用について、啓発する必要
がある。

順調
市広報やホームページ等により、救急電話、
救急車の適正利用等に係る周知、啓発を
行った。

② 病院前救護の推進 維持 引き続き、AEDの公共施設への適正配置と
普及啓発に取り組む必要がある。

総合
評価

今後の
方向性

決算額
（千円）令和７ 年度

評価基準

必要性 有効性 達成度 効率性
令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度



1

2

3

4

5

6

基準値

令 和元 年度

1 ②
10,466,445

2 　

3 　 12

4 　 80

5 　 100

6 　 19

7 　 －

8 　 －

9 　
10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

施策 合計

№

細

施

策

所管課名 予算事業名 事務事業名 単位当初予算額 決算額

年 度 新規の取組

令和５ 年度

令和４ 年度

施策 2 災害時医療体制の整備

指標 単位 基準値 基準時点 目標値 目標時点

主要課題 2 緊急時の医療体制の整備 施策関係課

施策の指標

令和７ 年度

令和６ 年度

26,316 200,647

施策を 取り 巻く 社会環境の変化

保健医療推進課 地域医療の推進 川越市新型コロ ナウ イルス感染症に係る夜間休日診療所事業継続支援金 0 35,000

保健医療推進課 地域医療の推進 川越市新型コロナウ イルス感染症患者等病床受入確保協力金 0 146,000 －

保健医療推進課 地域医療の推進 川越市新型コロナウイルス感染症患者転院受入協力金 0 2,500 回

保健医療推進課 地域医療の推進 ＰＣＲ検査センターの運営 26,316 8,670 ％

保健医療推進課 地域医療の推進 川越市新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金 0 890 回

検査体制確保事業 0 7,587 回

保健医療推進課 地域医療の推進 消費税仕入控除税額返還金 0 0 ％

施策の状況

施策を 構成する 事務事業
令和３ 年度（ 千円）

年 度

令和３ 年度
新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づき、新型インフルエンザ等対策本部を設置して、
対策に取り組んだ。交付金等を活用して、新型コロナウ イルス感染症に対する医療体制の構築
を図るため、市内医療機関への支援を行った。

令和３ 年度
埼玉県災害時医療救護基本計画と整合を図りながら、体制整備を進める必要がある。
令和元年度から新型コロナウイルス感染症の流行が続いており、対応が求められている。

令和４ 年度

見直し ・ 廃止し た取組

令和７ 年度

令和５ 年度

1 令和元年度

保健医療推進課 地域医療の推進

保健医療推進課

広域災害救急医療情報システム（ＥＭＩＳ）入力訓練 回

令和７年度

保健医療推進課 地域医療の推進 協議会の設置・運営 0 0

地域医療の推進 新型インフルエンザ等対策 0 0

基本目標 3 医療体制の充実 施策中心課 保健医療推進課

災害時連絡用ＩＰ無線通信訓練

令和６ 年度

円

1 令和７年度

回 10 令和元年度 12



《 細施策の評価》

総合
評価

今後の
方向性

決算額
（千円）令和７ 年度

評価基準

必要性 有効性 達成度 効率性
令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度

維持 引き続き、防災訓練等を通じて、連携強化を
図る必要がある。

概ね順調 災害時連絡用ＩＰ無線通信訓練を行った。

令和３ 年度

災害時に患者の重症度に応じた医療を適切に提供するため、災害時医療体制の整備に努めます。

施策の目的

実績値
令和３ 年度

概ね順調

県が主催する災害時医療の研修に参加し
た。災害時に市が医師会等と連携して対応
するために、関係機関と継続して協議をする
必要がある。

③ 医療機関等との連携

0

令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度

② 初動医療体制の整備 上昇 引き続き、県の保健医療提供体制と調整を
図り、体制強化を図る必要がある。

方向性・ 実施方法の考え方

保健師活動マニュアル等の整
備

維持 引き続き、保健師活動マニュアルの整備を
進める必要がある。

概ね順調 保健師活動マニュアルの改訂に備えて、情
報収集を行った。

必要性 達成度 方向性

－

－

－

100

12

80

施策の評価

方向性等を踏ま えた今後の取組

－

実施方法

目標値 実績値

上昇 概ね順調 拡充 見直し 災害時医療体制の整備は必要性が高く、継続して取り組む必要がある。

埼玉県災害時医療救護基本計画で示している市の役割に合った災害時の医療体制整備のため、医師会、医療機関等と協議できる体制が必要で
ある。
また、市内医療機関等に対して、新型コロナウイルス感染症の感染状況にあわせた支援を行う。

細施策 必要性 達成度

①

12

1



1

2

3

4

5

6

基準値

令 和元 年度

1 ①
2,394,967

2 ②
10,466,445

3 12

4 80

5 100

6 19

7 －

8 －

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

施策 合計

№

細

施

策

所管課名 予算事業名 事務事業名 単位決算額

令和３ 年度

重度心身障害者医療費受給資格登録申請書の押印欄を廃止した。
また、ふれあい歯科診療所においては、院内の感染対策として、待合室
や診療室内で患者が密にならないように診療間隔の調整や受付対応を
工夫した。

年 度 新規の取組 見直し ・ 廃止し た取組

777,620 702,435

令和７ 年度

令和６ 年度

施策 1 障害者医療の充実

指標 単位 基準値 基準時点 目標値

施策の指標

主要課題 3 医療制度等の充実 施策関係課 保健医療推進課、 保健総務課

基本目標

目標時点

年 度 施策を 取り 巻く 社会環境の変化

令和４ 年度

令和７ 年度

令和５ 年度

令和６ 年度

－

回

回

％

％

回

保健医療推進課 歯科診療事業会計繰出金 歯科診療事業会計繰出金 37,375 37,375 円

高齢・障害医療課

施策の状況

施策を 構成する 事務事業
令和３ 年度（ 千円）

当初予算額

令和４ 年度

令和５ 年度

令和３ 年度

障害者医療費支給 障害者医療費支給 740,245 665,060 円

新型コロナウ イルス感染症の影響により、定期健診の受診を控える方が増えている。また、医療機関では、換気・消毒等の院内感
染対策や患者間や患者と従事者の接触の機会を減らすことなど、より安全・安心な医療を提供することが求められている。

施策指標なし

3 医療体制の充実 施策中心課 高齢・ 障害医療課

施策指標なし

施策指標なし



《 細施策の評価》

総合
評価

今後の
方向性

決算額
（千円）令和７ 年度

必要性 有効性 達成度 効率性
令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度

評価基準

0

順調 診療を希望する方の症状や健康状態等に応
じ、適切な時期に受診いただいている。

③ 障害者医療に関する情報収
集・情報提供

維持 障害者差別解消法を医療機関に普及啓発
する必要がある。

順調
障害者差別解消法医療関係者向けガイドラ
インを、新規診療所開設時の立入検査にお
いて配布した。

② 障害者への歯科診療事業 維持 引き続き、医療を必要とする方に歯科診療を
提供していく必要がある。

令和３ 年度

障害のある人が必要な医療を受けられる環境整備の推進を図ります。

施策の目的

実績値
令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度

必要性

重度心身障害者への医療費
支給

引き続き、現状の施策に継続して取り組む。

－

－

－

80

100

12

－

施策の評価

方向性等を踏ま えた今後の取組

目標値 実績値

概ね順調 維持

－

達成度 方向性 実施方法 方向性・ 実施方法の考え方

継続
障害がある人に必要な医療等が提供されるよう情報提供に努めるととも
に、重度心身障害者に医療費の保険診療一部負担金の助成や障害の
ある人への歯科診療を基本としたサービスを提供する。

細施策 必要性 達成度

① 維持

事業継続の必要はあるが、市障害者関連経
費は増加傾向にあり、本事業を安定的に運
営していくためには見直すことも必要であ
る。

概ね順調
県補助対象事業のほかに、市単独事業も
行っている状況であり、必要な取組は概ね着
実に行われている状況であるとも言える。

維持



1

2

3

4

5

6

基準値

令 和元 年度

1 ②
2,394,967

2 ➀
10,466,445

3 ➀ 12

4 ➀ 80

5 ➀ 100

6 19

7 －

8 －

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

施策 合計

基本目標 3 医療体制の充実 施策中心課 健康管理課

主要課題 3 医療制度等の充実 施策関係課

施策 2 母子医療の充実

施策の指標

指標 単位 基準値 基準時点 目標値 目標時点

施策の状況

年 度 施策を 取り 巻く 社会環境の変化

令和３ 年度 特定不妊治療について、国が令和4年度を目途に保険適用化を進めている。

令和４ 年度

令和５ 年度

令和６ 年度

令和７ 年度

令和４ 年度

令和５ 年度

年 度 新規の取組 見直し ・ 廃止し た取組

令和３ 年度

施策を 構成する 事務事業

№

細

施

策

所管課名 予算事業名 事務事業名

令和６ 年度

令和７ 年度

令和３ 年度（ 千円）

単位当初予算額 決算額

健康管理課 母子公費負担医療 養育医療給付に関する事務 25,931 17,232 円

特定不妊治療支援事業等に関する事務 99,862 151,371 円

健康管理課 母子公費負担医療 自立支援（育成医療）給付に関する事務 6,518 7,117 回

健康管理課 母子公費負担医療

健康管理課 母子公費負担医療 小児慢性特定疾病に関する事務 105,255 114,884 ％

結核児童療育給付に関する事務 64 0 ％

回

健康管理課 母子公費負担医療 会計年度任用職員人件費 4,299 0 回

健康管理課 母子公費負担医療

－

241,929 290,603



《 細施策の評価》

令和３ 年度

施策の目的

未熟児、身体障害児、特定疾病児童等に対して療養費の給付等を行い、児の健全な育成を支援するなど、母子医療の充実を図ります。

実績値
令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度

施策の評価

必要性 達成度 方向性 実施方法 方向性・ 実施方法の考え方

維持 順調 維持 継続 母子医療の充実を図るため、特定疾病児等に対する医療費の給付事業
を引き続き行う必要がある。

細施策 必要性 達成度

① 適正な給付 維持 引き続き適正な給付を実施する必要があ
る。

順調 適正な給付を行った。

② 不妊治療の支援 維持 令和４年度から保険適用となる不妊治療に
ついて的確な支援を行う必要がある。

順調 保険適用の案内と共に適正な支援を行っ
た。

方向性等を踏ま えた今後の取組

特定不妊治療については、保険適用に向けた国の動きに注視しつつ業務に取り組む。
他業務については、引き続き現状の施策に継続して取り組む。

目標値 実績値
決算額
（千円）令和７ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度令和３ 年度 令和４ 年度

有効性 達成度

－

総合
評価

今後の
方向性効率性

評価基準

必要性

－

12

80

100

－

－

－

0



1

2

3

4

5

6

基準値

令 和元 年度

1 ②
2,394,967

2 ➀
10,466,445

3 ➀ 12

4 ➀ 80

5 ➀ 100

6 ➀ 19

7 ➀ －

8 －

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

施策 合計

基本目標 3 医療体制の充実 施策中心課 健康管理課

施策の指標

指標 単位 基準値 基準時点 目標値

主要課題 3 医療制度等の充実

施策 3 難病対策

施策関係課

目標時点

骨髄移植ドナー助成件数

施策の状況

年 度 施策を 取り 巻く 社会環境の変化

令和３ 年度 なし

令和４ 年度

令和５ 年度

令和６ 年度

令和７ 年度

年 度 新規の取組 見直し ・ 廃止し た取組

令和３ 年度

令和６ 年度

令和４ 年度

令和５ 年度

令和７ 年度

令和３ 年度（ 千円）

単位№

細

施

策

所管課名 予算事業名 事務事業名 当初予算額 決算額

％

％

回

回

難病対策 0

79 215

689

健康管理課

－

円

円

健康管理課 難病対策 指定難病医療給付に関する事務 986

健康管理課 難病対策 骨髄移植ドナー助成費交付に関する事務 701 421

健康管理課

健康管理課

健康管理課 難病対策 原爆被爆者援護に関する事務 14 1

件 2 令和元年 6 令和7年

石綿健康相談事務 10

回

難病対策に関する事務

2,067 1,567

277 241

施策を 構成する 事務事業

難病対策 石綿(アスベスト）健康被害救済制度の申請に関する事務 0 0

難病対策 肝炎治療特別促進事業の申請に関する事務

難病対策

健康管理課



《 細施策の評価》

令和３ 年度

施策の目的

難病療養者等のＱＯＬの向上を図ります。
骨髄移植ドナー登録の推進を図ります。

実績値
令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度

3

施策の評価

必要性 達成度 方向性 実施方法 方向性・ 実施方法の考え方

維持 順調 維持 継続 ドナーの経済的負担を軽減し、骨髄等移植の推進を図るため、引き続き
骨髄移植ドナー助成事業を行う必要がある。

細施策 必要性 達成度

① 難病患者の療養生活の質の
向上

維持 引き続き難病患者の療養生活の質の向上に
努める必要がある。

順調 保健師による支援により、患者の状況把握
及び不安解消を図った。

② 骨髄移植ドナーに関する啓発
及び助成費交付

維持 引き続き骨髄移植ドナーに関する啓発及び
助成費交付に努める必要がある。

順調 骨髄等提供者確保のためチラシ配布等を行
い、また、提供者に対し助成金を給付した。

方向性等を踏ま えた今後の取組

総合
評価

今後の
方向性

目標値

令和７ 年度 令和３ 年度 令和４ 年度

引き続き、現状の施策に継続して取り組む。

必要性 有効性 達成度 効率性
令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度

評価基準

実績値
決算額
（千円）

－

80

12

100

－

－

－

－

0



1

2

3

4

5

6

基準値

令 和元 年度

1
2,394,967

2 ①
10,466,445

3 12

4 80

5 100

6 19

7 －

8 －

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

施策 合計

社会保障の適正運営 施策中心課 国民健康保険課

国保会計赤字削減額 千円 97,000 平成30年度 1,100,000 令和5年度

施策の状況

施策を 構成する 事務事業
令和３ 年度（ 千円）

令和３ 年度
コロナ禍の影響で、特定健診の受診や特定保健指導実施を啓発する機会が減少している。
また、コロナウイルス感染症の罹患者の増加による医療費増加が見られ、今後の国保事業費納付金への影響が懸念される。
赤字解消・削減計画に基づき段階的に保険税設定の見直しを進めていることから、令和3年度に税率等の見直しを行った。

令和６ 年度

令和７ 年度

令和５ 年度

令和７ 年度

国民健康保険課 国保会計繰出金 国保会計繰出金 2,989,135 2,989,135

国民健康保険課 土建・建設国保組合補助 土建・建設国保組合補助 令和2年度をもって終了 ―

円

円

％

回

回

％

－

回

2,989,135 2,989,135

施策 1 国民健康保険制度の健全な運営

指標 単位 基準値 基準時点 目標値

主要課題 1 社会保障の適正運営 施策関係課

施策の指標

基本目標 4

目標時点

年 度 施策を 取り 巻く 社会環境の変化

令和４ 年度

令和５ 年度

令和６ 年度

令和３ 年度 「新たな納付方法の導入」として、スマホアプリ決裁対象ブランドを拡大
した。ときも健康川柳・健康メッセージを終了した。

年 度 新規の取組 見直し ・ 廃止し た取組

令和４ 年度

№

細

施

策

所管課名 予算事業名 事務事業名 単位当初予算額 決算額



《 細施策の評価》

施策の目的

896,602

施策の評価

目標値 実績値

維持 概ね順調 維持

引き続き、現状の施策に継続して取り組む。

方向性等を踏ま えた今後の取組

－

－

80

12

－

100

－

－

0

令和３ 年度

医療費適正化に向けた取組及び必要な保健事業の推進を図るとともに、国民健康保険税の適正な賦課に努め、国民健康保険事業の安定的な
運営を図ります。

実績値
令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度

実施方法 方向性・ 実施方法の考え方

国民健康保険事業特別会計に
おける歳出の抑制及び歳入の
確保

維持

引き続き、医療費適正化をはじめとする歳出
の抑制と、収納率向上や保険税水準の見直
しによる歳入の確保を進めていく必要があ
る。

概ね順調

各施策による赤字削減は順調だが、求めら
れる国保事業費納付金額の年度による増減
が大きく、実質的な赤字の削減効果に表れ
ない。

必要性 達成度 方向性

継続
埼玉県下で目標としている令和９年度からの保険税水準の統一を念頭
に、令和６年度からの新たな赤字削減計画を定め、更なる取組を推進し
ていく必要がある。

細施策 必要性 達成度

①

③

②

総合
評価

今後の
方向性

決算額
（千円）令和７ 年度

評価基準

必要性 有効性 達成度 効率性
令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度



1

2

3

4

5

6

基準値

令 和元 年度

1 ①
2,394,967

2 ①
10,466,445

3 ① 12

4 ② 80

5 100

6 19

7 －
8 －

9
10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

施策 合計

社会保障の適正運営 施策中心課 高齢・ 障害医療課

施策指標なし

施策指標なし

施策の状況

施策を 構成する 事務事業
令和３ 年度（ 千円）

令和３ 年度

　団塊の世代が 75 歳以上になるため、増加が見込まれるとともに、 高齢者単身世帯や高齢者のみの世帯が増え、後期高齢者
人口の割合が一層大きくなり、支援や介護が必要な方も増加することが見込まれる。少子高齢化が進展し、現役世代の負担上昇
を抑えながら、全ての世代の方々が安心できる社会保証制度を構築することが重要である。このような状況を踏まえ、令和３年の
通常国会において、健康保険法等の一部を改正する法律が成立し、令和４年１０月１日から、７５歳以上の方等で一定以上の所得
がある方は、医療負担割合が１割から２割に変わる。
　国では、高齢者の心身の多様な課題に対応し、きめ細やかな支援を実施するため、市町村が中心となって高齢者の保健事業と
介護予防の一体的な実施を推進するための体制整備に関する規定を盛り込んだ法改正を行い、令和２年４月より開始した。本市
では、検討会議や作業部会を重ね、基本方針を策定し、令和３年度から事業を開始した。

令和６ 年度

令和７ 年度

令和５ 年度

令和７ 年度

高齢・障害医療課 後期高齢者入院時見舞金支給 後期高齢者医療入院時見舞金支給 6,635 5,609

高齢・障害医療課 後期高齢者広域連合負担金等 広域連合負担金等 3,107,136 3,107,136

円

円

高齢・障害医療課 後期高齢者広域連合負担金等 高齢者保健事業体制整備 19,590 3,829

高齢・障害医療課 後期高齢者医療会計繰出金 後期高齢者医療会計繰出金 799,349 758,747

％

回

回
％

－
回

3,932,710 3,875,321

施策 2 後期高齢者医療制度の円滑な運用

指標 単位 基準値 基準時点 目標値

主要課題 1 社会保障の適正運営 施策関係課

施策の指標

基本目標 4

目標時点

年 度 施策を 取り 巻く 社会環境の変化

令和４ 年度

令和５ 年度

令和６ 年度

令和３ 年度 高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施。

年 度 新規の取組 見直し ・ 廃止し た取組

令和４ 年度

№

細

施

策

所管課名 予算事業名 事務事業名 単位当初予算額 決算額



《 細施策の評価》

施策の目的

施策の評価

目標値 実績値

上昇 順調 維持

令和3年度に開始した高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施について、体制整備をさらに進めていく必要がある。一方で、持続可能な社会保障制度の構
築が求められる状況において、入院時見舞金支給事業のあり方について改めて見直す必要がある。

方向性等を踏ま えた今後の取組

順調
高齢者に対する個別支援として、重症化予
防、健康状態不明者へのアプローチや、通
いの場への啓発に努めた。

－

－

80

12

－
100

－
－

0

令和３ 年度

後期高齢者医療制度の安定的かつ健全な運用に努めます。

実績値
令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度

実施方法 方向性・ 実施方法の考え方

後期高齢者医療制度の運用 維持
本制度の運営主体である埼玉県後期高齢
者医療広域連合と連携し、運用していく必要
がある。

順調 埼玉県後期高齢者医療広域連合と連携し、
本制度の運用に努めた。

必要性 達成度 方向性

見直し
後期高齢者医療制度については、運営主体である埼玉県後期高齢者医
療広域連合と連携していくとともに、重症化を予防するため、関係各機関
との連携や実施するための体制整備を継続していく。

細施策 必要性 達成度

①

② 保健事業と介護予防を一体的
に実施するための体制整備

上昇
生活習慣病の早期発見と重症化を予防する
ため、関係各機関との連携や実施するため
の体制整備は必要である。

総合
評価

今後の
方向性

決算額
（千円）令和７ 年度

評価基準

必要性 有効性 達成度 効率性
令和３ 年度 令和４ 年度 令和５ 年度 令和６ 年度 令和７ 年度





参考資料

参考１ 施策を構成する事務事業

参考２ 施策担当部署及び施策決算額一覧

参考３ 第三次川越市保健医療計画 指標一覧
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関
す

る
知

識
を

深
め

、
相

談
技

術
の

向
上

と
、

適
切

な
連

携
が

と
れ

る
よ

う
に

す
る

。
市

内
関

係
機

関
職

員

精
神

保
健

福
祉

に
関

す
る

正
し

い
理

解
と

知
識

の
普

及
を

目
的

と
し

て
、

研
修

を
実

施
す

る
。

4
5

2
3
4

4
保

健
予

防
課

精
神

保
健

青
年

期
ひ

き
こ

も
り

事
業

ひ
き

こ
も

り
の

家
族

を
も

つ
親

た
ち

が
、

ひ
き

こ
も

り
に

つ
い

て
理

解
し

、
家

族
の

対
応

を
学

び
、

家
族

同
士

の
意

見
交

換
を

す
る

中
で

自
助

機
能

を
高

め
問

題
解

決
に

向
け

て
の

第
一

歩
と

す
る

。

ひ
き

こ
も

り
の

当
事

者
を

抱
え

る
家

族

隔
月

１
回

実
施

内
容

は
、

話
し

合
い

、
講

義
、

個
別

相
談

な
ど

19
0

2
7

19
5

5
保

健
予

防
課

精
神

保
健

精
神

保
健

福
祉

家
族

教
室

精
神

障
害

者
を

抱
え

る
家

族
に

必
要

な
知

識
や

情
報

を
提

供
し

た
り

、
家

族
同

士
の

悩
み

を
交

換
し

あ
う

場
を

提
供

す
る

た
め

の
教

室
を

実
施

す
る

。
市

内
在

住
で

統
合

失
調

症
の

当
事

者
を

抱
え

る
家

族

精
神

保
健

福
祉

家
族

教
室

（
統

合
失

調
症

編
）

3
回

１
ク

ー
ル

で
年

1回
実

施
7
3

－
8
6

6
保

健
予

防
課

精
神

保
健

精
神

保
健

福
祉

相
談

精
神

保
健

福
祉

士
・保

健
師

が
市

民
の

こ
こ

ろ
の

健
康

に
関

す
る

こ
と

や
精

神
保

健
福

祉
に

関
す

る
こ

と
の

相
談

を
随

時
受

け
、

問
題

解
決

に
向

け
た

ア
ド

バ
イ

ス
を

行
う

。
ま

た
、

必
要

に
応

じ
て

家
庭

訪
問

を
実

施
す

る
。

市
民

統
合

失
調

症
、

う
つ

、
ひ

き
こ

も
り

、
ア

ル
コ

ー
ル

な
ど

精
神

保
健

福
祉

に
関

し
て

、
電

話
・面

接
・
訪

問
な

ど
に

よ
り

随
時

相
談

を
実

施
す

る
。

99
7

62
8

99
7

7
保

健
予

防
課

精
神

保
健

会
計

年
度

任
用

職
員

人
件

費
精

神
保

健
福

祉
に

関
す

る
相

談
や

窓
口

対
応

な
ど

に
従

事
す

る
た

め
－

－
3,

3
68

3,
1
13

3,
49

2

5,
20

4
4,

17
4

6,
06

8

1
-
2
-
1

精
神

保
健

対
策

の
推

進

合
計№

所
管

課
名

予
算

事
業

名
事

務
事

業
（
業

務
）

名
事

業
目

的
対

象
者

主
な

内
容

（参
考

）
令

和
4
年

度
予

算

令
和

3年
度

7
4 



7
5 

　

（
単

位
：
千

円
）

当
初

予
算

決
算

1
保

健
予

防
課

感
染

症
等

対
策

性
感

染
症

検
査

・
相

談

エ
イ

ズ
を

含
む

性
感

染
症

の
検

査
に

よ
り

、
患

者
の

早
期

発
見

、
早

期
治

療
及

び
感

染
防

止
を

図
る

。
市

民

性
感

染
症

検
査

、
性

感
染

症
夜

間
検

査
、

エ
イ

ズ
即

日
検

査
を

お
お

よ
そ

月
１

回
の

ペ
ー

ス
で

実
施

す
る

。
ま

た
、

検
査

時
や

結
果

返
却

時
も

含
め

て
、

相
談

を
随

時
受

け
付

け
る

。
91

8
70

9
99

1

2
保

健
予

防
課

感
染

症
等

対
策

性
感

染
症

・
エ

イ
ズ

予
防

啓
発

事
業

エ
イ

ズ
を

含
む

性
感

染
症

に
つ

い
て

、
予

防
啓

発
を

行
い

、
ま

ん
延

防
止

を
図

る
。

市
民

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
配

布
や

、
講

演
会

、
広

報
川

越
等

に
よ

る
予

防
啓

発
事

業
を

行
う

。
84

8
47

2
83

5

3
保

健
予

防
課

感
染

症
等

対
策

光
化

学
ス

モ
ッ

グ
健

康
被

害
の

受
理

及
び

相
談

光
化

学
ス

モ
ッ

グ
の

被
害

状
況

を
把

握
し

、
県

へ
報

告
す

る
。

光
化

学
ス

モ
ッ

グ
に

関
す

る
電

話
相

談
を

随
時

受
け

付
け

る
。

市
民

光
化

学
ス

モ
ッ

グ
に

よ
る

健
康

被
害

の
相

談
に

つ
い

て
受

理
し

、
埼

玉
県

保
健

医
療

部
疾

病
対

策
課

へ
報

告
す

る
。

光
化

学
ス

モ
ッ

グ
に

関
す

る
電

話
相

談
の

随
時

受
付

－
－

－

4
保

健
予

防
課

感
染

症
等

対
策

結
核

予
防

費
補

助
事

業

私
立

学
校

等
が

行
う

結
果

う
定

期
健

康
診

断
事

業
の

受
診

率
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
患

者
の

早
期

発
見

、
早

期
治

療
及

び
感

染
防

止
を

図
る

。
市

民

私
立

学
校

等
が

行
う

結
核

定
期

健
康

診
断

事
業

に
対

し
、

事
業

費
補

助
を

行
う

。
2,

2
36

1,
9
73

2,
93

1

5
保

健
予

防
課

感
染

症
等

対
策

結
核

定
期

病
状

調
査

結
核

の
再

発
、

治
療

の
自

己
中

断
、

二
次

感
染

の
防

止
を

図
る

。
市

民

結
核

患
者

の
治

療
を

行
っ

て
い

る
担

当
医

師
か

ら
情

報
を

入
手

す
る

。
ま

た
、

結
核

患
者

に
対

し
、

定
期

的
に

病
状

確
認

を
行

う
。

1
5

－
1
5

6
保

健
予

防
課

感
染

症
等

対
策

結
核

接
触

者
健

診
・

管
理

検
診

接
触

者
の

検
診

を
実

施
し

、
患

者
の

早
期

発
見

や
ま

ん
延

の
防

止
を

図
る

。
ま

た
、

治
療

終
了

し
た

患
者

の
結

核
再

発
防

止
を

図
る

。
市

民

結
核

患
者

に
接

触
し

た
方

達
に

対
し

、
接

触
者

健
診

を
行

う
、

ま
た

、
治

療
終

了
し

た
患

者
の

結
核

再
発

防
止

の
為

の
管

理
検

診
を

行
う

。
59

5
7
4

63
7

7
保

健
予

防
課

感
染

症
等

対
策

結
核

・
感

染
症

予
防

啓
発

事
業

結
核

を
含

む
感

染
症

に
つ

い
て

、
予

防
啓

発
を

行
い

、
ま

ん
延

防
止

を
図

る
。

市
民

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
配

布
や

講
演

会
、

広
報

川
越

等
に

よ
り

、
予

防
啓

発
事

業
を

行
う

15
7

1
3

15
7

8
保

健
予

防
課

感
染

症
等

対
策

結
核

・
感

染
症

の
保

健
指

導
・
相

談

結
核

患
者

に
対

す
る

治
療

支
援

や
接

触
者

の
継

続
的

な
相

談
等

を
受

け
る

事
で

、
結

核
の

ま
ん

延
防

止
を

図
る

。
ま

た
、

市
民

か
ら

の
感

染
症

に
関

す
る

相
談

を
受

け
、

感
染

症
の

ま
ん

延
防

止
を

図
る

。

市
民

保
健

師
が

結
核

患
者

に
対

す
る

面
接

や
事

業
者

等
へ

の
調

査
を

行
い

、
登

録
管

理
す

る
。

本
人

、
家

族
や

他
の

接
触

者
の

相
談

を
継

続
的

に
受

け
て

い
く
。

市
民

か
ら

の
感

染
症

相
談

を
受

け
る

。

28
8

16
,2

4
7

1,
28

7

9
保

健
予

防
課

感
染

症
等

対
策

感
染

症
発

生
動

向
調

査
事

業
及

び
統

計
事

務

感
染

症
患

者
の

発
生

状
況

を
早

期
に

か
つ

的
確

に
把

握
し

て
、

そ
の

流
行

を
予

測
し

、
適

切
な

予
防

策
を

図
る

。
市

民

複
数

の
医

療
機

関
に

依
頼

を
し

て
、

定
期

的
に

患
者

発
生

の
報

告
を

受
け

、
そ

の
情

報
を

県
へ

送
り

、
集

計
さ

れ
た

還
元

情
報

を
関

係
機

関
に

送
る

。

5
2,

7
79

63
4,

3
79

28
9,

30
9

1
-
2
-
2

感
染

症
予

防
対

策
の

推
進

№
所

管
課

名
予

算
事

業
名

事
務

事
業

（
業

務
）

名
事

業
目

的
対

象
者

主
な

内
容

（参
考

）
令

和
4
年

度
予

算

令
和

3年
度



当
初

予
算

決
算

№
所

管
課

名
予

算
事

業
名

事
務

事
業

（
業

務
）

名
事

業
目

的
対

象
者

主
な

内
容

（参
考

）
令

和
4
年

度
予

算

令
和

3年
度

10
保

健
予

防
課

感
染

症
等

対
策

感
染

症
発

生
時

の
調

査
、

ま
ん

延
防

止

１
・２

・
３

類
及

び
４

類
感

染
症

（
必

要
時

５
類

感
染

症
）が

発
生

し
た

場
合

に
調

査
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

、
措

置
を

実
施

し
、

ま
ん

延
防

止
を

図
る

。
市

民

本
人

や
家

族
に

面
接

し
、

病
状

把
握

、
接

触
者

の
確

認
、

原
因

の
特

定
等

に
つ

い
て

調
査

す
る

。
必

要
時

、
患

者
の

搬
送

や
検

体
採

取
、

接
触

者
に

対
し

て
検

便
等

の
検

査
を

行
い

、
消

毒
の

指
示

等
ま

ん
延

防
止

の
措

置
を

行
う

。

4,
1
20

6
2,

7
69

7
6,

25
5

11
保

健
予

防
課

感
染

症
等

対
策

感
染

症
診

査
協

議
会

結
核

患
者

の
治

療
の

確
認

と
、

結
核

を
含

む
感

染
症

で
勧

告
入

院
と

な
っ

た
患

者
の

入
院

期
間

の
延

長
等

に
関

し
て

、
必

要
事

項
を

診
査

し
、

適
正

な
治

療
を

提
供

す
る

。

市
民

診
査

協
議

会
へ

の
諮

問
。

診
査

協
議

会
か

ら
の

答
申

の
受

理
。

1,
2
93

1,
1
04

1,
29

3

12
保

健
予

防
課

感
染

症
等

対
策

感
染

症
医

療
費

公
費

負
担

事
務

結
核

を
含

む
感

染
症

で
勧

告
入

院
と

な
っ

た
患

者
の

入
院

に
つ

い
て

の
公

費
負

担
の

審
査

支
払

、
及

び
結

核
患

者
に

関
し

て
は

、
勧

告
入

院
に

該
当

し
な

い
場

合
も

公
費

負
担

に
よ

り
適

正
な

医
療

を
提

供
し

、
ま

ん
延

の
防

止
を

図
る

。

市
民

（感
染

症
患

者
）

結
核

を
含

む
感

染
症

で
、

勧
告

入
院

と
な

っ
た

患
者

の
入

院
に

つ
い

て
の

、
公

費
負

担
申

請
の

受
付

、
及

び
審

査
支

払
。

勧
告

入
院

以
外

の
結

核
患

者
へ

の
医

療
費

の
公

費
負

担

3
8,

9
82

11
3,

6
83

12
0,

02
9

13
保

健
予

防
課

感
染

症
等

対
策

会
計

年
度

任
用

職
員

人
件

費
D

O
T
S
事

業
、

検
査

事
業

に
お

け
る

採
血

、
事

務
補

助
－

－
3,

3
96

3,
1
39

3,
66

4

10
5,

62
7

8
34

,5
62

4
97

,4
0
3

合
計

7
6 
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（
単

位
：
千

円
）

当
初

予
算

決
算

1
食

品
・
環

境
衛

生
課

食
品

衛
生

指
導

卸
売

市
場

の
監

視
指

導

　
市

民
の

食
の

安
全

を
守

る
た

め
に

、
食

品
の

流
通

拠
点

で
あ

る
川

越
総

合
卸

売
市

場
の

監
視

指
導

を
行

う
。

営
業

者

市
場

内
の

食
品

営
業

施
設

に
対

し
、

監
視

指
導

を
実

施
。

15
5

9
3

8
6

2
食

品
・
環

境
衛

生
課

食
品

衛
生

指
導

食
中

毒
の

処
理

　
食

中
毒

の
原

因
究

明
、

危
害

拡
大

防
止

の
た

め
の

調
査

、
指

導
を

行
う

。
営

業
者

市
民

・
原

因
施

設
の

調
査

、
再

発
防

止
指

導
・
対

象
者

の
調

査
・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

報
道

機
関

へ
の

公
表

10
1

14
1

7
9

3
食

品
・
環

境
衛

生
課

食
品

衛
生

指
導

食
品

営
業

許
可

　
公

衆
衛

生
上

の
危

害
発

生
防

止
の

た
め

、
法

令
で

定
め

ら
れ

た
3
9業

種
に

つ
い

て
営

業
許

可
を

取
得

さ
せ

る
。

ま
た

許
可

業
種

以
外

の
食

品
営

業
に

つ
い

て
も

条
例

に
基

づ
き

届
出

の
指

導
を

行
う

。
営

業
者

・
営

業
者

か
ら

申
請

を
受

け
る

・
現

地
調

査
を

実
施

・
食

品
衛

生
オ

ン
ラ

イ
ン

シ
ス

テ
ム

を
用

い
て

、
営

業
施

設
の

デ
ー

タ
管

理
5,

9
23

5,
6
85

6,
97

1

4
食

品
・
環

境
衛

生
課

食
品

衛
生

指
導

食
品

営
業

施
設

の
監

視
指

導

　
市

民
の

食
の

安
全

を
守

る
た

め
に

、
食

品
営

業
施

設
等

へ
の

監
視

指
導

を
行

う
。

営
業

者

・
食

品
営

業
施

設
の

監
視

指
導

・
食

鳥
処

理
施

設
の

監
視

指
導

・
ふ

ぐ
認

定
施

設
の

監
視

指
導

1,
0
03

5
01

83
8

5
食

品
・
環

境
衛

生
課

食
品

衛
生

指
導

食
品

衛
生

の
普

及
・

啓
発

　
食

中
毒

予
防

や
食

品
衛

生
に

関
す

る
こ

と
等

に
つ

い
て

の
普

及
啓

発
を

行
う

。
営

業
者

市
民

・
ク

レ
ア

モ
ー

ル
等

で
の

食
中

毒
予

防
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
の

配
布

・
出

前
講

座
の

実
施

・
広

報
川

越
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
の

情
報

の
発

信
15

5
6
2

11
4

6
食

品
・
環

境
衛

生
課

食
品

衛
生

指
導

食
品

に
関

す
る

相
談

事
務

　
市

民
の

食
の

安
全

を
守

る
た

め
に

、
市

民
や

営
業

者
か

ら
の

食
品

に
関

す
る

苦
情

や
相

談
を

受
け

る
。

営
業

者
市

民

・
食

品
営

業
施

設
等

の
監

視
指

導
・
関

係
自

治
体

へ
の

調
査

依
頼

・
文

献
等

で
調

べ
る

9
9

9

7
食

品
・
環

境
衛

生
課

食
品

衛
生

指
導

食
品

の
収

去
検

査

　
市

民
の

食
の

安
全

を
守

る
た

め
に

、
市

内
で

製
造

さ
れ

た
も

の
を

中
心

に
、

収
去

検
査

を
行

う
。

営
業

者

・
収

去
検

査
を

実
施

す
る

・
成

績
書

を
交

付
・
違

反
が

判
明

し
た

場
合

は
、

指
導

を
実

施
4
4

18
6

4
0

8
食

品
・
環

境
衛

生
課

食
品

衛
生

指
導

食
品

衛
生

関
係

優
良

施
設

等
表

彰

　
公

衆
衛

生
の

向
上

を
図

る
た

め
、

地
域

住
民

の
日

常
生

活
に

深
い

関
係

の
あ

る
食

品
衛

生
の

推
進

の
た

め
に

努
力

し
、

そ
の

成
果

が
顕

著
で

あ
る

者
を

表
彰

す
る

。

営
業

者
優

良
施

設
表

彰
、

衛
生

功
労

者
表

彰
に

つ
い

て
は

市
長

が
、

優
良

従
業

員
表

彰
に

つ
い

て
は

保
健

所
長

が
行

う
。

1
8

1
1

1
9

9
食

品
・
環

境
衛

生
課

食
品

衛
生

指
導

食
品

安
全

モ
ニ

タ
ー

事
業

　
消

費
者

の
日

常
の

購
買

行
動

に
お

け
る

食
品

の
表

示
や

保
管

状
況

等
の

　
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

通
じ

、
食

品
の

安
全

性
の

確
保

を
図

る

営
業

者
市

民

・
モ

ニ
タ

ー
、

受
け

入
れ

協
力

店
の

決
定

・
モ

ニ
タ

ー
内

容
を

受
入

店
に

伝
え

、
そ

の
回

答
を

モ
ニ

タ
ー

に
回

答
を

す
る

・
バ

ッ
ク

ヤ
ー

ド
見

学
会

・
モ

ニ
タ

ー
、

協
力

店
及

び
保

健
所

の
意

見
交

換
会

4
－

4

7,
41

2
6,

68
7

8,
16

0

1
-
3
-
1

食
の

安
全

の
確

保

合
計№

所
管

課
名

予
算

事
業

名
事

務
事

業
（
業

務
）

名
事

業
目

的
対

象
者

主
な

内
容

（参
考

）
令

和
4
年

度
予

算

令
和

3年
度



（
単

位
：
千

円
）

当
初

予
算

決
算

1
食

品
・環

境
衛

生
課

環
境

衛
生

指
導

生
活

衛
生

営
業

施
設

の
許

可
等

事
務

市
民

の
健

康
、

安
全

を
確

保
す

る
た

め
、

生
活

衛
生

営
業

施
設

に
係

る
法

、
条

例
等

に
基

づ
く
事

務
を

行
う

。
営

業
者

法
、

条
例

等
に

基
づ

き
、

届
出

受
理

、
検

査
確

認
、

許
可

等
の

事
務

を
行

う
。

12
8

96
1
1
8

2
食

品
・環

境
衛

生
課

環
境

衛
生

指
導

生
活

衛
生

営
業

施
設

の
監

視
指

導

市
民

の
健

康
、

安
全

を
確

保
す

る
た

め
、

生
活

衛
生

営
業

施
設

に
対

す
る

監
視

指
導

を
行

う
。

営
業

者

生
活

衛
生

営
業

施
設

に
対

し
て

、
環

境
衛

生
監

視
員

に
よ

る
立

入
検

査
を

行
う

。
20

1
12

1
1
84

3
食

品
・環

境
衛

生
課

環
境

衛
生

指
導

特
定

建
築

物
の

届
出

受
理

等
に

関
す

る
事

務

市
民

の
健

康
、

安
全

を
確

保
す

る
た

め
、

特
定

建
築

物
に

係
る

法
に

基
づ

く
事

務
を

行
う

。
営

業
者

法
に

基
づ

き
、

届
出

受
理

及
び

指
導

を
行

う
。

2
3

5
2
4

4
食

品
・環

境
衛

生
課

環
境

衛
生

指
導

特
定

建
築

物
の

監
視

指
導

市
民

の
健

康
、

安
全

を
確

保
す

る
た

め
、

特
定

建
築

物
に

対
す

る
監

視
指

導
を

行
う

。
営

業
者

特
定

建
築

物
に

対
し

て
、

環
境

衛
生

監
視

員
に

よ
る

立
入

検
査

を
行

う
。

4
8

38
5
2

5
食

品
・環

境
衛

生
課

環
境

衛
生

指
導

専
用

水
道

、
簡

易
専

用
水

道
の

確
認

等
事

務

市
民

の
健

康
、

安
全

を
確

保
す

る
た

め
、

専
用

水
道

、
自

家
用

水
道

に
係

る
法

、
条

例
等

に
基

づ
く
事

務
を

行
う

。
営

業
者

法
、

条
例

等
に

基
づ

き
、

申
請

受
理

、
検

査
確

認
等

の
事

務
を

行
う

。
8

5
8

6
食

品
・環

境
衛

生
課

環
境

衛
生

指
導

専
用

水
道

、
簡

易
専

用
水

道
、

自
家

用
水

道
の

監
視

指
導

市
民

の
健

康
、

安
全

を
確

保
す

る
た

め
、

専
用

水
道

、
簡

易
専

用
水

道
、

自
家

用
水

道
に

対
す

る
監

視
指

導
を

行
う

。
営

業
者

専
用

水
道

、
簡

易
専

用
水

道
、

自
家

用
水

道
に

対
し

て
、

環
境

衛
生

監
視

員
に

よ
る

立
入

検
査

を
行

う
。

3
0

9
1
3

7
食

品
・環

境
衛

生
課

環
境

衛
生

指
導

そ
族

・
昆

虫
等

相
談

事
務

市
民

の
安

全
で

快
適

な
生

活
環

境
の

向
上

を
目

指
す

た
め

、
そ

族
・昆

虫
等

に
係

る
相

談
を

受
け

る
。

市
民

そ
族

・
昆

虫
等

を
駆

除
す

る
た

め
の

方
法

の
説

明
、

駆
除

業
者

の
紹

介
を

行
う

。
ま

た
、

相
談

の
内

容
に

よ
っ

て
は

、
デ

ン
グ

熱
、

ジ
カ

熱
等

の
原

因
と

な
る

蚊
の

対
策

と
し

て
、

薬
剤

の
使

用
見

本
を

渡
す

。

13
7

1
59

1
1

8
食

品
・環

境
衛

生
課

環
境

衛
生

指
導

水
害

消
毒

市
民

の
健

康
、

安
全

を
確

保
す

る
た

め
、

水
害

を
受

け
た

家
屋

に
対

し
、

消
毒

を
行

う
。

市
民

台
風

等
の

水
害

後
に

、
床

上
浸

水
、

床
下

浸
水

等
に

よ
る

被
害

を
受

け
た

家
屋

に
対

し
、

消
毒

を
行

う
。

8
0

45
8
1

9
食

品
・環

境
衛

生
課

環
境

衛
生

指
導

健
康

で
快

適
な

居
住

環
境

づ
く
り

支
援

事
業

市
民

の
健

康
で

快
適

な
居

住
環

境
を

確
保

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
、

い
わ

ゆ
る

シ
ッ

ク
ハ

ウ
ス

症
候

群
に

よ
る

健
康

被
害

防
止

の
た

め
の

支
援

事
業

を
行

う
。

市
民

市
民

か
ら

シ
ッ

ク
ハ

ウ
ス

に
係

る
相

談
が

あ
っ

た
場

合
、

相
談

者
宅

を
訪

問
し

、
室

内
空

気
環

境
を

測
定

す
る

こ
と

に
よ

り
、

原
因

究
明

に
努

め
、

助
言

を
行

う
。

1
2

8
1
2

1
-
3
-2

衛
生

的
な

住
環

境
の

確
保

№
所

管
課

名
予

算
事

業
名

事
務

事
業

（
業

務
）

名
事

業
目

的
対

象
者

主
な

内
容

（
参

考
）

令
和

4
年

度
予

算

令
和

3
年

度

7
8 



7
9 

　

当
初

予
算

決
算

№
所

管
課

名
予

算
事

業
名

事
務

事
業

（
業

務
）

名
事

業
目

的
対

象
者

主
な

内
容

（
参

考
）

令
和

4
年

度
予

算

令
和

3
年

度

1
0

食
品

・環
境

衛
生

課
環

境
衛

生
指

導
環

境
衛

生
関

係
優

良
施

設
等

表
彰

公
衆

衛
生

の
向

上
を

図
る

た
め

、
地

域
住

民
の

日
常

生
活

に
深

い
関

係
の

あ
る

環
境

衛
生

の
推

進
の

た
め

に
努

力
し

、
そ

の
成

果
が

顕
著

で
あ

る
者

を
表

彰
す

る
。

営
業

者
優

良
施

設
表

彰
、

衛
生

功
労

者
表

彰
に

つ
い

て
は

市
長

が
、

優
良

従
業

員
表

彰
に

つ
い

て
は

保
健

所
長

が
行

う
。

1
0

5
1
0

1
1

食
品

・環
境

衛
生

課
動

物
管

理
・
指

導
犬

の
登

録
・注

射
関

係
事

務

狂
犬

病
の

発
生

を
予

防
す

る
こ

と
に

よ
り

、
公

衆
衛

生
の

向
上

及
び

公
共

の
福

祉
の

増
進

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

狂
犬

病
予

防
法

に
基

づ
く
事

務
を

行
う

。

市
民

狂
犬

病
予

防
法

に
基

づ
き

、
犬

の
登

録
、

狂
犬

病
予

防
注

射
済

票
の

交
付

を
行

っ
て

い
る

。
2,

1
24

1
,8

6
6

3
,1

79

1
2

食
品

・環
境

衛
生

課
動

物
管

理
・
指

導
狂

犬
病

予
防

関
係

事
務

狂
犬

病
の

発
生

を
予

防
す

る
こ

と
に

よ
り

、
公

衆
衛

生
の

向
上

及
び

公
共

の
福

祉
の

増
進

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

狂
犬

病
予

防
注

射
実

施
の

推
進

及
び

普
及

啓
発

を
行

う
。

市
民

狂
犬

病
予

防
注

射
の

実
施

を
推

進
す

る
た

め
、

埼
玉

県
獣

医
師

会
と

協
定

を
締

結
し

、
集

合
狂

犬
病

予
防

注
射

を
実

施
し

て
い

る
。

ま
た

、
集

合
注

射
会

場
に

て
、

狂
犬

病
予

防
等

に
係

る
啓

発
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

配
布

し
て

い
る

。

1
6

16
6
3

1
3

食
品

・環
境

衛
生

課
動

物
管

理
・
指

導
動

物
愛

護
の

普
及

啓
発

事
務

動
物

に
よ

る
人

の
生

命
、

身
体

及
び

財
産

に
対

す
る

侵
害

並
び

に
生

活
環

境
の

保
全

上
の

支
障

を
防

止
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

動
物

の
愛

護
と

適
正

な
飼

養
に

関
す

る
普

及
啓

発
を

行
う

。

市
民

動
物

の
適

正
な

取
扱

い
を

普
及

啓
発

さ
せ

る
た

め
、

犬
の

し
つ

け
方

教
室

及
び

猫
の

適
正

飼
養

講
習

会
を

実
施

し
て

い
る

。
24

1
1
58

2
1
7

1
4

食
品

・環
境

衛
生

課
動

物
管

理
・
指

導
野

犬
等

の
収

容

動
物

の
健

康
及

び
そ

の
安

全
を

保
持

す
る

と
と

も
に

、
動

物
に

よ
る

人
の

生
命

、
身

体
及

び
財

産
に

対
す

る
侵

害
を

防
止

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
埼

玉
県

動
物

の
愛

護
及

び
管

理
に

関
す

る
条

例
に

基
づ

く
野

犬
等

の
収

容
を

行
う

。

市
民

埼
玉

県
動

物
の

愛
護

及
び

管
理

に
関

す
る

条
例

に
基

づ
き

、
負

傷
動

物
の

保
護

及
び

野
犬

等
の

捕
獲

、
収

容
、

保
管

を
業

務
委

託
し

て
実

施
し

て
い

る
。

9,
4
23

7
,7

1
3

9
,5

11

1
5

食
品

・環
境

衛
生

課
動

物
管

理
・
指

導
犬

及
び

猫
の

引
取

り

動
物

に
よ

る
人

の
生

命
、

身
体

及
び

財
産

に
対

す
る

侵
害

並
び

に
生

活
環

境
の

保
全

上
の

支
障

を
防

止
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

動
物

の
愛

護
及

び
管

理
に

関
す

る
法

律
に

基
づ

き
、

犬
及

び
猫

の
引

取
り

を
行

う
。

市
民

動
物

の
愛

護
及

び
管

理
に

関
す

る
法

律
に

基
づ

き
、

犬
及

び
猫

の
引

取
り

を
行

っ
て

い
る

。
3
3

35
1
2

1
6

食
品

・環
境

衛
生

課
動

物
管

理
・
指

導
動

物
取

扱
業

の
登

録
等

事
務

動
物

の
健

康
及

び
そ

の
安

全
を

保
持

す
る

と
と

も
に

、
動

物
に

よ
る

人
の

生
命

、
身

体
及

び
財

産
に

対
す

る
侵

害
を

防
止

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
動

物
の

愛
護

及
び

管
理

に
関

す
る

法
律

に
基

づ
き

、
動

物
取

扱
業

の
登

録
を

行
う

。

営
業

者
動

物
の

愛
護

及
び

管
理

に
関

す
る

法
律

に
基

づ
き

、
動

物
取

扱
業

の
登

録
申

請
受

理
、

現
地

確
認

、
登

録
証

の
交

付
を

行
っ

て
い

る
。

4
9

55
1
9

1
7

食
品

・環
境

衛
生

課
動

物
管

理
・
指

導
特

定
動

物
の

飼
養

許
可

等
事

務

動
物

の
健

康
及

び
そ

の
安

全
を

保
持

す
る

と
と

も
に

、
動

物
に

よ
る

人
の

生
命

、
身

体
及

び
財

産
に

対
す

る
侵

害
を

防
止

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
動

物
の

愛
護

及
び

管
理

に
関

す
る

法
律

に
基

づ
き

、
特

定
動

物
の

飼
養

又
は

保
管

の
許

可
を

行
う

。

市
民

動
物

の
愛

護
及

び
管

理
に

関
す

る
法

律
に

基
づ

き
、

特
定

動
物

の
飼

養
又

は
保

管
の

許
可

の
申

請
受

理
、

現
地

確
認

、
許

可
証

の
交

付
を

行
っ

て
い

る
。

5
1

14
1
2

1
8

食
品

・環
境

衛
生

課
動

物
管

理
・
指

導
動

物
に

関
す

る
苦

情
・相

談

動
物

に
よ

る
人

の
生

命
、

身
体

及
び

財
産

に
対

す
る

侵
害

並
び

に
生

活
環

境
の

保
全

上
の

支
障

を
防

止
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

埼
玉

県
動

物
の

愛
護

及
び

管
理

に
関

す
る

条
例

に
基

づ
き

、
苦

情
や

相
談

に
対

す
る

対
応

を
行

う
。

市
民

埼
玉

県
動

物
の

愛
護

及
び

管
理

に
関

す
る

条
例

に
基

づ
き

、
放

し
飼

い
の

犬
の

取
締

り
や

犬
の

捕
獲

依
頼

、
犬

や
猫

の
糞

尿
や

鳴
き

声
に

対
す

る
苦

情
並

び
に

犬
や

猫
の

飼
い

方
に

関
す

る
相

談
を

受
け

付
け

、
飼

い
主

に
対

す
る

指
導

等
を

行
う

。

5
2

29
3
5

1
9

食
品

・環
境

衛
生

課
動

物
管

理
・
指

導

飼
い

主
の

い
な

い
猫

の
不

妊
・去

勢
手

術
に

対
す

る
補

助
金

事
業

飼
い

主
の

い
な

い
猫

の
繁

殖
抑

制
を

図
り

、
地

域
の

良
好

な
生

活
環

境
を

促
進

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
市

民
飼

い
主

の
い

な
い

猫
に

不
妊

・
去

勢
手

術
を

実
施

す
る

方
に

対
し

て
、

そ
の

手
術

費
用

の
一

部
を

補
助

す
る

。
43

6
3
61

4
8
5

1
3,

10
2

1
0,

73
9

14
,0

46
合

計



（
単

位
：
千

円
）

当
初

予
算

決
算

1
健

康
管

理
課

予
防

接
種

の
推

進
風

し
ん

第
５

期
定

期
接

種
及

び
抗

体
検

査

抗
体

保
有

率
の

低
い

年
代

へ
の

予
防

接
種

を
実

施
し

、
疾

病
の

発
生

及
び

ま
ん

延
、

個
人

の
罹

患
及

び
重

篤
化

を
予

防
す

る
。

市
民

予
防

接
種

法
で

定
め

る
年

代
の

男
性

に
対

し
て

、
自

身
の

抗
体

の
状

況
を

検
査

し
、

風
し

ん
の

免
疫

を
持

た
な

か
っ

た
場

合
に

、
予

防
接

種
を

実
施

す
る

。
5
1,

9
13

1
2,

6
30

35
,0

4
3

2
健

康
管

理
課

予
防

接
種

の
推

進
予

防
接

種
事

業
（任

意
接

種
助

成
）

風
し

ん
予

防
ワ

ク
チ

ン
の

効
果

的
な

接
種

促
進

を
図

り
、

今
後

の
風

し
ん

流
行

と
先

天
性

風
し

ん
症

候
群

の
発

生
を

防
ぐ

。
市

民

風
し

ん
の

免
疫

が
不

十
分

な
妊

娠
を

希
望

す
る

女
性

等
を

対
象

に
予

防
接

種
に

係
る

費
用

を
助

成
す

る
こ

と
に

よ
り

、
予

防
接

種
が

受
け

や
す

い
環

境
を

提
供

し
、

先
天

性
風

し
ん

症
候

群
の

発
生

を
予

防
す

る
。

2,
8
65

1,
94

0
2
,5

0
9

3
健

康
管

理
課

予
防

接
種

の
推

進
風

し
ん

抗
体

検
査

事
業

風
し

ん
予

防
ワ

ク
チ

ン
の

効
果

的
な

接
種

促
進

を
図

り
、

今
後

の
風

し
ん

流
行

と
先

天
性

風
し

ん
症

候
群

の
発

生
を

防
ぐ

。
市

民

風
し

ん
ウ

イ
ル

ス
抗

体
検

査
を

実
施

す
る

。

3,
5
47

1,
28

2
2
,3

2
2

4
健

康
管

理
課

予
防

接
種

の
推

進
予

防
接

種
事

業
（高

齢
者

）

高
齢

者
を

対
象

に
個

人
の

発
病

、
ま

た
は

そ
の

重
症

化
を

防
止

す
る

と
と

も
に

、
併

せ
て

そ
の

ま
ん

延
を

予
防

す
る

。
市

民

予
防

接
種

法
等

で
定

め
る

高
齢

者
を

対
象

に
し

た
予

防
接

種
を

実
施

す
る

。
・
高

齢
者

ｲ
ﾝ
ﾌ
ﾙ

ｴ
ﾝ
ｻ

ﾞ（
定

期
接

種
）

・
高

齢
者

肺
炎

球
菌

（
定

期
接

種
）

・
高

齢
者

肺
炎

球
菌

（
任

意
接

種
）

2
08

,1
39

17
7,

0
56

1
83

,7
4
4

5
健

康
管

理
課

予
防

接
種

の
推

進
予

防
接

種
事

業
（乳

幼
児

等
）

乳
幼

児
及

び
児

童
等

を
対

象
に

感
染

の
お

そ
れ

の
あ

る
疾

病
の

発
生

及
び

ま
ん

延
を

予
防

す
る

。
ま

た
、

か
か

っ
た

場
合

の
病

状
の

程
度

が
重

篤
、

も
し

く
は

重
篤

に
な

る
恐

れ
が

あ
る

疾
病

の
発

生
及

び
ま

ん
延

を
予

防
す

る
。

市
民

予
防

接
種

法
で

定
め

る
乳

幼
児

・
児

童
等

を
対

象
に

し
た

予
防

接
種

を
実

施
す

る
。

・
ロ

タ
・
ヒ

ブ
・
小

児
用

肺
炎

球
菌

・
Ｂ

型
肝

炎
・
四

種
混

合
・
Ｂ

Ｃ
Ｇ

・
麻

し
ん

風
し

ん
混

合
・
水

痘
・
日

本
脳

炎
・
二

種
混

合
・
子

宮
頸

が
ん

6
26

,8
90

59
8,

4
41

1
,3

3
3,

90
2

6
健

康
管

理
課

予
防

接
種

事
故

補
償

金
予

防
接

種
健

康
被

害
に

関
す

る
事

務

予
防

接
種

健
康

被
害

者
に

対
し

、
予

防
接

種
法

で
定

め
ら

れ
た

給
付

を
行

い
、

救
済

を
図

る
。

市
民

予
防

接
種

健
康

被
害

者
に

対
し

、
予

防
接

種
法

で
定

め
ら

れ
た

給
付

を
行

い
、

所
得

の
補

償
を

図
る

。
1
3,

0
60

1
2,

2
70

13
,0

6
0

7
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

ワ
ク

チ
ン

接
種

対
策

室

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
ワ

ク
チ

ン
接

種
事

業

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
ワ

ク
チ

ン
接

種
に

関
す

る
事

務

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
ワ

ク
チ

ン
接

種
を

迅
速

か
つ

円
滑

に
実

施
す

る
。

市
民

等

予
防

接
種

法
上

の
臨

時
接

種
で

あ
る

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
ワ

ク
チ

ン
の

接
種

を
実

施
す

る
。

令
和

３
年

度
末

時
点

に
お

け
る

実
施

期
間

は
、

令
和

４
年

９
月

末
ま

で
。

・
初

回
(1

・
2
回

目
)接

種
対

象
　

５
歳

以
上

の
者

・
追

加
(3

回
目

)接
種

対
象

　
１

２
歳

以
上

の
者

5
00

2,
66

2,
15

6
9
,8

4
5

90
6
,9

1
4

3,
46

5
,7

7
4

1,
58

0,
4
25

2
-
1
-
1

予
防

接
種

の
推

進

合
計№

所
管

課
名

予
算

事
業

名
事

務
事

業
（業

務
）

名
事

業
目

的
対

象
者

主
な

内
容

（参
考

）
令

和
4
年

度
予

算

令
和

3
年

度

8
0 
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（
単

位
：
千

円
）

当
初

予
算

決
算

1
健

康
づ

く
り

支
援

課
母

子
保

健
指

導
母

子
健

康
手

帳
等

の
交

付

母
親

と
子

ど
も

の
健

康
管

理
の

た
め

に
交

付
す

る
。

妊
娠

の
届

出
が

あ
っ

た
妊

婦
等

・
母

子
健

康
手

帳
等

を
交

付
す

る
・
妊

婦
の

状
況

を
把

握
し

、
必

要
時

相
談

等
支

援
を

行
う

29
5

42
0

65
4

2
健

康
づ

く
り

支
援

課
母

子
保

健
指

導
長

期
療

養
児

等
育

児
教

室

長
期

療
養

児
等

を
持

つ
保

護
者

同
士

の
交

流
の

場
を

確
保

し
、

育
児

不
安

の
軽

減
を

図
る

。
市

民
（長

期
療

養
児

等
を

持
つ

保
護

者
）

ダ
ウ

ン
症

、
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

な
ど

が
あ

る
子

ど
も

や
多

胎
児

の
親

の
交

流
を

図
る

2
－

－

3
健

康
づ

く
り

支
援

課
母

子
保

健
指

導
こ

ん
に

ち
は

赤
ち

ゃ
ん

訪
問

事
業

生
後

4か
月

ま
で

の
乳

児
の

い
る

す
べ

て
の

家
庭

を
訪

問
し

、
様

々
な

悩
み

や
不

安
を

聞
き

、
子

育
て

支
援

に
関

す
る

情
報

提
供

等
を

行
う

こ
と

で
、

乳
児

と
産

婦
の

健
全

な
育

成
を

図
る

。

市
民

（生
後

4
か

月
ま

で
の

乳
児

の
い

る
家

庭
）

・
保

護
者

の
心

身
の

健
康

状
態

の
観

察
、

指
導

・
育

児
に

関
す

る
不

安
・
悩

み
の

傾
聴

や
相

談
・
子

育
て

支
援

の
情

報
提

供
や

関
係

機
関

と
の

連
携

・
養

育
環

境
の

把
握

・
処

遇
困

難
事

例
検

討

5,
5
28

5,
3
03

5,
37

5

4
健

康
づ

く
り

支
援

課
母

子
保

健
指

導
乳

幼
児

健
診

未
受

診
等

育
児

支
援

訪
問

事
業

乳
幼

児
健

診
未

受
診

世
帯

等
に

対
し

て
、

そ
の

状
況

を
把

握
し

、
受

診
勧

奨
や

育
児

支
援

を
行

い
、

児
童

虐
待

を
予

防
・育

児
不

安
の

軽
減

に
よ

り
、

乳
幼

児
の

発
育

発
達

を
支

援
す

る
。

乳
幼

児
健

診
の

未
受

診
世

帯
等

・
電

話
・面

接
・
家

庭
訪

問

－
－

－

5
健

康
づ

く
り

支
援

課
母

子
保

健
指

導
健

康
相

談
事

業

乳
幼

児
の

健
康

増
進

の
た

め
、

保
護

者
等

か
ら

の
相

談
に

応
じ

必
要

な
支

援
を

行
い

、
保

護
者

の
育

児
不

安
の

解
消

を
図

る
。

市
民

（小
学

校
就

学
前

の
子

ど
も

を
持

つ
保

護
者

）

・
乳

幼
児

相
談

・
発

育
・発

達
に

関
す

る
相

談
・
電

話
・来

所
相

談
17

6
5

13
5

6
健

康
づ

く
り

支
援

課
母

子
保

健
指

導
産

後
ケ

ア
事

業

母
子

に
対

し
て

、
心

身
の

ケ
ア

や
育

児
サ

ポ
ー

ト
等

を
行

い
、

産
後

も
安

心
し

て
子

育
て

が
で

き
る

支
援

体
制

を
確

保
す

る
。

市
民

（生
後

４
か

月
ま

で
の

児
と

そ
の

母
親

）

・
母

子
に

対
す

る
保

健
指

導
及

び
授

乳
指

導
・
母

親
の

休
養

・
育

児
に

関
す

る
指

導
や

育
児

サ
ポ

ー
ト

等
1,

8
01

9
73

1,
80

7

7
健

康
づ

く
り

支
援

課
母

子
保

健
指

導
産

前
・
産

後
サ

ポ
ー

ト
事

業

妊
産

婦
等

が
抱

え
る

妊
娠

・
出

産
や

子
育

て
に

関
す

る
悩

み
等

に
つ

い
て

、
子

育
て

経
験

者
等

に
よ

る
相

談
や

情
報

交
換

の
場

の
提

供
に

よ
り

、
相

談
支

援
を

行
い

、
妊

産
婦

等
の

孤
立

感
の

解
消

を
図

る
。

市
民

（妊
産

婦
及

び
1歳

未
満

の
児

を
持

つ
そ

の
家

族
）

・
研

修
を

受
け

た
子

育
て

経
験

者
等

が
、

公
民

館
等

で
集

団
形

式
に

よ
り

相
談

に
応

じ
る

63
3

62
8

62
6

8
健

康
づ

く
り

支
援

課
母

子
保

健
指

導
利

用
者

支
援

事
業

（
母

子
保

健
型

）

妊
娠

期
か

ら
子

育
て

期
に

わ
た

る
ま

で
の

様
々

な
相

談
に

母
子

保
健

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

（
助

産
師

・保
健

師
）が

応
じ

、
妊

産
婦

等
の

心
身

の
不

調
や

育
児

不
安

を
軽

減
す

る
。

市
民

（妊
産

婦
及

び
小

学
校

就
学

前
の

子
ど

も
を

持
つ

保
護

者
）

・
母

子
保

健
に

関
す

る
相

談
に

応
じ

、
情

報
提

供
や

関
係

機
関

と
連

携
を

図
る

・
母

子
保

健
や

育
児

に
関

す
る

教
室

の
開

催
1,

2
54

1,
0
34

1,
70

3

9
健

康
づ

く
り

支
援

課
赤

ち
ゃ

ん
応

援
手

当
給

付
事

業
赤

ち
ゃ

ん
応

援
手

当
給

付
事

業

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

が
流

行
し

、
日

常
生

活
に

様
々

な
制

約
が

あ
る

中
で

子
ど

も
を

産
み

育
て

て
い

る
世

帯
に

対
し

て
経

済
的

な
支

援
を

行
う

。

令
和

2年
度

中
に

生
ま

れ
た

子
供

を
市

内
で

育
て

て
い

る
世

帯

市
の

独
自

支
援

と
し

て
、

令
和

2
年

度
中

に
生

ま
れ

た
子

供
を

市
内

で
育

て
て

い
る

世
帯

に
子

ど
も

1
人

あ
た

り
3
万

円
を

支
給

し
た

。
(令

和
4
年

5月
末

ま
で

の
申

請
の

た
め

、
繰

越
明

許
費

で
対

応
）

1
7,

9
21

1
6,

2
69

0

2
-
2
-
1

母
子

保
健

の
充

実

№
所

管
課

名
予

算
事

業
名

事
務

事
業

（
業

務
）

名
事

業
目

的
対

象
者

主
な

内
容

（参
考

）
令

和
4
年

度
予

算

令
和

3年
度



当
初

予
算

決
算

№
所

管
課

名
予

算
事

業
名

事
務

事
業

（
業

務
）

名
事

業
目

的
対

象
者

主
な

内
容

（参
考

）
令

和
4
年

度
予

算

令
和

3年
度

10
健

康
づ

く
り

支
援

課
母

子
健

康
診

査
乳

幼
児

健
康

診
査

４
か

月
児

・
１

歳
６

か
月

児
・３

歳
３

か
月

児
を

対
象

に
心

身
障

害
の

早
期

発
見

、
育

児
指

導
な

ど
を

行
い

、
児

の
健

康
保

持
及

び
増

進
を

図
る

。

市
民

（
４

か
月

～
６

か
月

未
満

、
１

歳
６

か
月

～
２

歳
未

満
、

３
歳

３
か

月
～

４
歳

未
満

の
児

）

問
診

、
計

測
、

診
察

、
個

別
相

談
等

（
１

歳
６

か
月

児
・
３

歳
児

健
康

診
査

で
は

歯
科

健
診

も
実

施
）

従
事

者
：
医

師
、

保
健

師
、

看
護

師
、

栄
養

士
等

40
3

1
,7

2
5

3,
20

1

11
健

康
づ

く
り

支
援

課
母

子
健

康
診

査
妊

婦
健

康
診

査

妊
婦

に
対

し
て

、
妊

婦
一

般
健

康
診

査
等

の
実

施
を

す
る

こ
と

に
よ

り
、

妊
娠

高
血

圧
症

候
群

等
の

異
常

を
早

期
に

発
見

し
、

適
切

な
援

助
を

講
じ

妊
婦

の
健

康
保

持
増

進
を

図
る

。

市
民

（妊
娠

届
出

を
行

っ
た

妊
婦

）

妊
婦

一
般

健
康

診
査

１
４

回
、

H
B

ｓ
抗

原
検

査
、

H
C

V
抗

体
検

査
、

子
宮

頸
が

ん
検

査
、

超
音

波
検

査
、

H
IV

抗
体

検
査

等
21

9,
0
49

20
1,

5
06

22
2,

99
7

12
健

康
づ

く
り

支
援

課
母

子
健

康
診

査
新

生
児

聴
覚

検
査

新
生

児
聴

覚
検

査
の

目
的

や
検

査
方

法
等

に
つ

い
て

の
周

知
啓

発
、

関
係

機
関

の
連

携
、

公
費

負
担

を
行

う
こ

と
に

よ
り

受
診

者
の

経
済

的
負

担
の

軽
減

を
図

る
。

市
民

（原
則

出
生

後
１

ヶ
月

ま
で

）
新

生
児

聴
覚

検
査

へ
の

公
費

負
担

　
等

（
令

和
3
年

度
か

ら
の

新
規

事
業

）
7,

2
66

5,
4
80

7,
02

8

13
健

康
づ

く
り

支
援

課
母

子
健

康
診

査
不

安
を

抱
え

る
妊

婦
へ

の
分

娩
前

ウ
イ

ル
ス

検
査

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

が
拡

大
す

る
こ

と
に

よ
る

不
安

を
抱

え
る

妊
婦

に
対

し
て

、
P
C

R
検

査
を

行
い

不
安

解
消

を
図

る
。

分
娩

約
２

週
間

前
の

不
安

を
抱

え
る

妊
婦

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

が
拡

大
す

る
こ

と
に

よ
る

不
安

を
抱

え
る

妊
婦

に
対

し
て

、
本

人
が

希
望

す
る

場
合

に
、

分
娩

約
２

週
間

前
に

医
療

機
関

が
P

C
R

検
査

を
行

い
、

当
該

検
査

に
係

る
費

用
を

２
万

円
を

上
限

と
し

て
助

成
す

る
。

3,
6
00

4
9,

7
72

3,
60

0

14
健

康
づ

く
り

支
援

課
保

健
指

導
一

般
事

務
保

健
指

導
一

般
事

務
保

健
事

業
の

事
務

を
円

滑
に

行
い

、
効

果
的

に
保

健
事

業
を

実
施

す
る

市
民

、
職

員
（課

内
）

各
種

協
議

会
の

負
担

金
、

B
型

肝
炎

ワ
ク

チ
ン

接
種

、
抗

体
検

査
、

保
健

セ
ン

タ
ー

の
名

入
り

封
筒

の
作

成
等

1,
4
12

1,
2
91

1,
35

6

15
健

康
づ

く
り

支
援

課
保

健
指

導
一

般
事

務
災

害
時

薬
品

等
台

風
等

の
災

害
時

に
、

保
健

師
が

避
難

所
避

難
者

等
へ

の
健

康
観

察
等

を
実

施
す

る
の

に
、

必
要

な
薬

品
等

を
用

意
し

、
円

滑
な

事
務

の
実

施
を

図
る

。
市

民
消

毒
液

、
医

薬
品

等
の

購
入

等
（
令

和
3年

度
予

算
か

ら
計

上
）

－
7

8

16
健

康
づ

く
り

支
援

課
母

子
保

健
指

導
会

計
年

度
任

用
職

員
人

件
費

母
子

保
健

事
業

の
事

務
を

円
滑

に
行

い
、

効
果

的
に

事
業

を
実

施
す

る
た

め
に

、
必

要
な

会
計

年
度

任
用

職
員

の
確

保
を

図
る

。
－

－
6
2,

5
26

6
0,

4
37

3
1,

22
9

17
健

康
づ

く
り

支
援

課
母

子
健

康
診

査
会

計
年

度
任

用
職

員
人

件
費

母
子

保
健

事
業

の
事

務
を

円
滑

に
行

い
、

効
果

的
に

事
業

を
実

施
す

る
た

め
に

、
必

要
な

会
計

年
度

任
用

職
員

の
確

保
を

図
る

。
－

－
－

－
3
1,

3
64

32
1,

86
6

3
44

,8
48

3
11

,0
8
3

合
計

8
2 



8
3 

　

（
単

位
：
千

円
）

当
初

予
算

決
算

1
健

康
づ

く
り

支
援

課
成

人
保

健
指

導
成

人
健

康
教

育

生
活

習
慣

病
の

予
防

そ
の

他
の

健
康

に
関

す
る

こ
と

に
つ

い
て

、
正

し
い

知
識

の
普

及
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

自
ら

が
健

康
を

守
る

と
い

う
認

識
と

自
覚

を
持

ち
、

健
康

の
保

持
増

進
が

図
れ

る
よ

う
支

援
す

る
。

市
民

（
18

歳
以

上
）

医
師

、
歯

科
医

師
、

薬
剤

師
、

保
健

師
、

歯
科

衛
生

士
、

栄
養

士
等

に
よ

る
講

話
と

実
技

79
2

2
55

9
7
2

2
健

康
づ

く
り

支
援

課
成

人
保

健
指

導
成

人
健

康
相

談

健
康

に
関

し
て

不
安

を
取

り
除

き
、

日
常

生
活

の
見

直
し

を
支

援
す

る
。

市
民

（
成

人
）

保
健

師
、

看
護

師
、

栄
養

士
、

歯
科

衛
生

士
等

に
よ

る
健

康
相

談
6
8

2
0

1
19

3
健

康
づ

く
り

支
援

課
保

健
推

進
員

活
動

保
健

推
進

員
協

議
会

の
活

動
支

援

保
健

推
進

員
協

議
会

の
活

動
の

支
援

を
図

る
。

保
健

推
進

員

・保
健

推
進

員
協

議
会

補
助

金
の

交
付

24
8

2
48

2
4
8

4
健

康
づ

く
り

支
援

課
保

健
推

進
員

活
動

保
健

推
進

員
及

び
協

力
員

の
育

成
支

援

市
民

の
自

主
的

な
健

康
づ

く
り

を
促

し
、

地
域

に
根

ざ
し

た
健

康
づ

く
り

の
推

進
を

図
る

。
保

健
推

進
員

及
び

協
力

員

・研
修

会
及

び
会

議
開

催
・市

の
健

康
づ

く
り

事
業

へ
の

従
事

協
力

・活
動

支
援

1,
2
66

97
8

2,
1
08

5
健

康
づ

く
り

支
援

課
保

健
推

進
員

活
動

保
健

推
進

員
協

議
会

30
周

年
記

念
事

業
費

保
健

推
進

員
協

議
会

の
活

動
3
0周

年
を

記
念

し
、

そ
の

活
動

の
記

録
及

び
活

動
か

ら
得

ら
れ

た
様

々
な

健
康

づ
く
り

に
役

立
つ

情
報

を
掲

載
し

た
冊

子
を

作
製

し
、

市
民

の
健

康
増

進
の

一
役

を
担

う
。

市
民

保
健

推
進

員

市
民

の
健

康
づ

く
り

に
役

立
つ

情
報

が
掲

載
さ

れ
た

記
念

冊
子

の
作

製
（令

和
3
年

度
作

製
予

定
）

35
0

1
47

－

6
健

康
づ

く
り

支
援

課
保

健
推

進
員

活
動

健
康

体
操

フ
ェ

ス
タ

（市
制

施
行

1
00

周
年

記
念

事
業

・保
健

推
進

員
協

議
会

30
周

年
記

念
事

業
）

「
と

き
も

健
康

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 い
き

い
き

川
越

大
作

戦
」
の

柱
の

一
つ

で
あ

る
「運

動
」
を

テ
ー

マ
と

し
た

体
操

の
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

し
、

身
体

活
動

低
下

の
改

善
や

健
康

寿
命

の
延

伸
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

市
民

保
健

推
進

員

・健
康

づ
く
り

の
推

進
と

し
て

取
り

組
ん

で
い

る
3種

類
の

体
操

の
講

義
と

実
技

の
イ

ベ
ン

ト
開

催 ・体
操

冊
子

の
配

布
－

－
72

7
健

康
づ

く
り

支
援

課
健

康
づ

く
り

支
援

食
生

活
改

善
推

進
員

協
議

会
の

活
動

支
援

市
民

の
栄

養
及

び
食

生
活

の
改

善
を

推
進

す
る

た
め

。
川

越
市

食
生

活
改

善
推

進
員

協
議

会

・食
生

活
改

善
推

進
員

補
助

金
の

交
付

3
6

36
3
6

8
健

康
づ

く
り

支
援

課
健

康
づ

く
り

支
援

薬
と

健
康

の
週

間
事

業
の

推
進

医
薬

品
に

対
す

る
信

頼
と

保
健

衛
生

の
維

持
向

上
を

目
的

と
し

た
、

薬
と

健
康

の
週

間
事

業
を

推
進

す
る

。
川

越
市

薬
剤

師
会

・薬
と

健
康

の
習

慣
事

業
補

助
金

の
交

付

6
8

68
6
8

9
健

康
づ

く
り

支
援

課
健

康
づ

く
り

支
援

地
区

担
当

保
健

師
活

動
地

区
の

特
性

を
生

か
し

た
健

康
づ

く
り

の
推

進
を

図
る

。
市

民

・よ
ろ

ず
健

康
相

談
・依

頼
事

業
・子

育
て

サ
ロ

ン
に

お
け

る
健

康
相

談
、

講
話

・と
き

も
健

康
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
健

康
講

座
19

8
1
97

1
8
5

2
-
3
-1

健
康

づ
く
り

の
支

援

№
所

管
課

名
予

算
事

業
名

事
務

事
業

（
業

務
）

名
事

業
目

的
対

象
者

主
な

内
容

（
参

考
）

令
和

4
年

度
予

算

令
和

3
年

度



当
初

予
算

決
算

№
所

管
課

名
予

算
事

業
名

事
務

事
業

（
業

務
）

名
事

業
目

的
対

象
者

主
な

内
容

（
参

考
）

令
和

4
年

度
予

算

令
和

3
年

度

1
0

健
康

づ
く
り

支
援

課
健

康
づ

く
り

支
援

健
康

づ
く
り

の
啓

発
健

康
に

関
す

る
正

し
い

知
識

の
啓

発
を

図
る

。
市

民
・広

報
誌

等
へ

の
記

事
掲

載
・チ

ラ
シ

、
ポ

ス
タ

ー
等

の
作

成
、

配
布

・川
越

市
健

康
ま

つ
り

の
開

催
9
6

51
2
6
1

1
1

健
康

づ
く
り

支
援

課
健

康
づ

く
り

支
援

健
康

づ
く
り

イ
ベ

ン
ト

等
の

開
催

健
康

か
わ

ご
え

推
進

プ
ラ

ン
に

基
づ

い
た

健
康

づ
く

り
等

に
関

す
る

取
組

の
推

進
を

図
る

。
市

民
・ラ

ジ
オ

体
操

の
推

進
・健

康
マ

イ
レ

ー
ジ

事
業

　
等

4,
3
20

2
,1

8
6

4
,8

02

1
2

健
康

づ
く
り

支
援

課
健

康
づ

く
り

支
援

健
康

か
わ

ご
え

推
進

プ
ラ

ン
の

策
定

及
び

推
進

健
康

か
わ

ご
え

推
進

プ
ラ

ン
の

策
定

及
び

推
進

（進
捗

管
理

）
を

図
る

。
市

民

・健
康

か
わ

ご
え

推
進

プ
ラ

ン
の

策
定

（川
越

市
健

康
づ

く
り

推
進

協
議

会
会

議
の

開
催

）
33

4
1
42

2
5
0

1
3

健
康

づ
く
り

支
援

課
健

康
づ

く
り

支
援

受
動

喫
煙

対
策

健
康

増
進

法
に

基
づ

い
た

受
動

喫
煙

対
策

市
民

・
市

内
業

者
・健

康
増

進
法

等
に

お
け

る
受

動
喫

煙
防

止
対

策
に

係
る

指
導

・受
動

喫
煙

の
啓

発
48

2
2
96

5
1
9

1
4

健
康

づ
く
り

支
援

課
成

人
保

健
指

導
会

計
年

度
任

用
職

員
人

件
費

健
康

づ
く
り

の
推

進
に

必
要

と
な

る
会

計
年

度
任

用
職

員
を

確
保

し
、

事
業

の
推

進
を

図
る

。
－

－
25

8
84

2
1
9

8,
51

6
4,

70
9

9
,8

59
合

計

8
4 



8
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（
単

位
：
千

円
）

当
初

予
算

決
算

1
健

康
づ

く
り

支
援

課
栄

養
改

善
対

策
国

民
健

康
・栄

養
調

査
（厚

生
労

働
省

委
託

事
業

）

国
民

の
健

康
の

増
進

に
つ

い
て

、
総

合
的

な
推

進
を

図
る

た
め

の
基

礎
資

料
を

得
る

。
市

民
（
厚

生
労

働
省

よ
り

指
定

さ
れ

た
地

区
）

健
康

増
進

法
第

11
条

に
基

づ
い

た
国

民
健

康
・栄

養
調

査
の

実
施

。
（調

査
の

実
施

、
集

計
、

報
告

等
）

61
3

－
6
28

2
健

康
づ

く
り

支
援

課
栄

養
改

善
対

策
食

品
製

造
者

指
導

事
業

食
品

表
示

法
、

健
康

増
進

法
に

基
づ

い
た

正
し

い
情

報
を

提
供

し
、

消
費

者
の

栄
養

の
改

善
や

健
康

増
進

を
図

る
。

市
内

事
業

者
、

市
民

栄
養

成
分

表
示

、
健

康
の

保
持

増
進

効
果

等
に

つ
い

て
の

虚
偽

誇
大

広
告

の
相

談
5
5

5
6

56

3
健

康
づ

く
り

支
援

課
栄

養
改

善
対

策
給

食
施

設
指

導

給
食

施
設

利
用

者
の

栄
養

を
確

保
し

、
健

康
の

保
持

・
増

進
を

図
る

。
市

内
給

食
施

設

・巡
回

指
導

・研
修

会
の

開
催

・個
別

相
談

等
13

8
88

1
64

4
健

康
づ

く
り

支
援

課
栄

養
改

善
対

策
栄

養
関

係
団

体
の

育
成

支
援

栄
養

関
係

団
体

の
育

成
や

活
動

支
援

に
よ

り
、

地
域

に
お

け
る

知
識

の
普

及
や

食
生

活
の

改
善

を
促

す
。

食
生

活
改

善
推

進
員

協
議

会
地

域
活

動
栄

養
士

Ｐ
Ｆ

Ｃ
の

会
 等

研
修

会
の

開
催

、
活

動
支

援
等

4
2

24
1
23

5
健

康
づ

く
り

支
援

課
栄

養
改

善
対

策
食

育
の

周
知

・
啓

発

栄
養

・
食

生
活

に
関

す
る

普
及

・啓
発

を
図

る
。

市
民

・啓
発

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

等
の

作
成

、
配

布
・広

報
誌

等
へ

の
記

事
掲

載
4
2

53
87

6
健

康
づ

く
り

支
援

課
栄

養
改

善
対

策
食

育
教

室

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

応
じ

た
食

生
活

に
つ

い
て

学
ぶ

。
市

民

・
離

乳
食

に
つ

い
て

・
幼

児
の

食
生

活
に

つ
い

て
・
妊

娠
期

の
食

生
活

に
つ

い
て

・
生

活
習

慣
病

予
防

の
食

生
活

に
つ

い
て

・
健

康
に

な
る

た
め

の
料

理
教

室

15
0

63
1
66

7
健

康
づ

く
り

支
援

課
栄

養
改

善
対

策
食

環
境

づ
く
り

推
進

事
業

川
越

市
の

健
康

課
題

で
あ

る
高

血
圧

を
抑

制
し

、
健

康
寿

命
の

延
伸

を
図

る
。

市
民

、
市

内
業

者

社
員

食
堂

、
ス

ー
パ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

、
飲

食
店

等
の

メ
ニ

ュ
ー

改
善

や
健

康
情

報
の

発
信

－
－

1
,5

00

8
健

康
づ

く
り

支
援

課
栄

養
改

善
対

策
会

計
年

度
任

用
職

員
人

件
費

栄
養

改
善

対
策

に
必

要
と

な
る

会
計

年
度

任
用

職
員

を
確

保
し

、
事

業
の

推
進

を
図

る
。

－
－

3,
09

6
1,

0
07

1
,6

94

4,
13

6
1,

29
0

4
,4

18

（
参

考
）

令
和

4
年

度
予

算

令
和

3
年

度

2-
3
-2

食
育

の
推

進

合
計№

所
管

課
名

予
算

事
業

名
事

務
事

業
（業

務
）

名
事

業
目

的
対

象
者

主
な

内
容



（
単

位
：
千

円
）

当
初

予
算

決
算

1
健

康
づ

く
り

支
援

課
歯

科
保

健
対

策
成

人
歯

科
保

健
事

業

歯
科

疾
患

の
予

防
、

成
人

歯
科

口
腔

保
健

に
対

す
る

意
識

の
高

揚
を

図
る

。
市

民

・
成

人
歯

科
健

診
・
歯

と
口

の
健

康
に

関
す

る
出

前
講

座
－

2
9
0

2
健

康
づ

く
り

支
援

課
歯

科
保

健
対

策
母

子
歯

科
保

健
事

業

歯
科

疾
患

の
予

防
、

母
子

歯
科

口
腔

保
健

に
対

す
る

意
識

の
高

揚
を

図
る

。
市

民

・
妊

産
婦

歯
科

健
診

・
２

歳
児

親
子

歯
科

健
診

・
離

乳
食

教
室

・
お

や
つ

と
歯

み
が

き
教

室
・
歯

と
口

の
健

康
に

関
す

る
出

前
講

座

2,
5
86

2,
0
51

2
,6

00

3
健

康
づ

く
り

支
援

課
歯

科
保

健
対

策
歯

科
口

腔
保

健
の

周
知

・啓
発

歯
と

口
の

健
康

に
関

す
る

周
知

啓
発

を
図

る
と

と
も

に
、

健
康

の
保

持
増

進
に

寄
与

す
る

。
市

民

・
歯

ッ
ピ

ー
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

等
の

イ
ベ

ン
ト

に
お

け
る

歯
と

口
の

健
康

に
関

す
る

普
及

啓
発

・
啓

発
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
の

作
成

、
配

布
・
広

報
誌

等
へ

の
記

事
掲

載
2
1

1
9

18
3

4
健

康
づ

く
り

支
援

課
歯

科
保

健
対

策
歯

科
口

腔
保

健
推

進
関

係
会

議

歯
科

口
腔

保
健

の
推

進
に

関
す

る
条

例
並

び
に

健
康

か
わ

ご
え

推
進

プ
ラ

ン
（
歯

科
口

腔
保

健
計

画
）

の
推

進
、

進
捗

管
理

を
行

う
。

事
業

者
等

・
川

越
市

歯
科

口
腔

保
健

推
進

連
絡

会
議

の
開

催
21

4
－

21
7

5
健

康
づ

く
り

支
援

課
歯

科
保

健
対

策
障

害
者

（
児

）歯
科

保
健

事
業

社
会

福
祉

施
設

等
に

お
け

る
歯

科
健

診
及

び
歯

科
保

健
指

導
等

を
通

し
て

、
障

害
者

（児
）
歯

科
保

健
事

業
の

基
盤

整
備

の
推

進
を

図
る

。
市

民
（障

害
者

及
び

介
助

者
等

）

・
市

内
社

会
福

祉
施

設
等

に
対

す
る

歯
科

健
康

診
査

、
歯

科
保

健
指

導
、

研
修

会
の

実
施

・
個

別
の

歯
科

相
談

（電
話

・
訪

問
）

・
イ

ベ
ン

ト
等

に
お

け
る

事
業

の
普

及
・
啓

発
6,

4
90

6,
49

0
6,

49
0

6
健

康
づ

く
り

支
援

課
歯

科
保

健
対

策
幼

児
の

む
し

歯
予

防
推

進
事

業

市
内

私
立

保
育

園
、

幼
稚

園
並

び
に

市
立

保
育

園
の

希
望

す
る

施
設

を
対

象
と

し
た

フ
ッ

化
物

洗
口

事
業

や
啓

発
事

業
を

通
し

て
、

母
子

歯
科

保
健

分
野

の
基

盤
整

備
の

推
進

を
図

る
。

市
民

（幼
児

及
び

保
護

者
等

）

・
希

望
す

る
市

内
保

育
施

設
等

の
5
歳

児
を

対
象

に
、

フ
ッ

化
物

洗
口

、
歯

科
保

健
指

導
、

研
修

会
等

を
実

施
・
乳

幼
児

健
診

時
に

お
け

る
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
・
絵

本
の

配
布

等

5,
2
91

4,
22

5
5,

29
1

7
健

康
づ

く
り

支
援

課
歯

科
保

健
対

策
－

－
－

－
－

－
1
87

8
健

康
づ

く
り

支
援

課
歯

科
保

健
対

策
会

計
年

度
任

用
職

員
人

件
費

歯
科

保
健

対
策

に
必

要
と

な
る

会
計

年
度

任
用

職
員

を
確

保
し

、
事

業
の

推
進

を
図

る
。

－
－

2,
1
93

71
4

2,
62

5

1
6,

79
5

1
3,

50
0

17
,6

8
3

2-
3-

3
歯

科
口

腔
保

健
の

充
実

合
計№

所
管

課
名

予
算

事
業

名
事

務
事

業
（
業

務
）

名
事

業
目

的
対

象
者

主
な

内
容

（参
考

）
令

和
4
年

度
予

算

令
和

3年
度

8
6 
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（
単

位
：
千

円
）

当
初

予
算

決
算

1
国

民
健

康
保

険
課

（
特

別
会

計
）

特
定

健
康

診
査

事
業

特
定

健
康

診
査

事
業

特
定

健
康

診
査

の
意

義
や

必
要

性
に

つ
い

て
の

正
し

い
知

識
の

普
及

を
図

る
と

と
も

に
、

受
診

し
や

す
い

体
制

の
整

備
を

進
め

、
受

診
率

向
上

に
よ

る
疾

病
の

早
期

発
見

・
予

防
を

推
進

し
ま

す
。

4
0歳

以
上

の
国

民
健

康
保

険
被

保
険

者

・特
定

健
康

診
査

の
実

施
・特

定
健

康
診

査
の

受
診

勧
奨

、
啓

発
・診

療
情

報
提

供
事

業
の

実
施

・人
間

ド
ッ

ク
、

職
場

健
診

受
診

者
へ

の
助

成

38
0,

0
24

3
27

,1
0
5

3
64

,5
11

2
国

民
健

康
保

険
課

（
特

別
会

計
）

特
定

保
健

指
導

事
業

特
定

保
健

指
導

事
業

生
活

習
慣

病
発

症
リ

ス
ク

が
高

い
が

生
活

習
慣

の
改

善
に

よ
り

予
防

効
果

が
期

待
で

き
る

市
民

に
つ

い
て

、
特

定
保

健
指

導
へ

の
参

加
を

促
し

、
生

活
習

慣
病

の
予

防
を

図
り

ま
す

。

特
定

健
康

診
査

受
診

者
等

の
内

、
国

の
定

め
る

基
準

に
該

当
す

る
者

・特
定

保
健

指
導

の
実

施
・特

定
保

健
指

導
の

参
加

勧
奨

、
啓

発
・特

定
保

健
指

導
従

事
者

の
技

術
養

成
7,

21
7

6
,0

28
11

,5
69

3
国

民
健

康
保

険
課

（
特

別
会

計
）

保
健

事
業

保
健

事
業

生
活

習
慣

病
の

重
症

化
を

防
ぐ

た
め

、
主

に
医

療
が

必
要

な
市

民
が

適
切

な
治

療
や

指
導

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
支

援
し

ま
す

。

4
0歳

以
上

の
国

民
健

康
保

険
被

保
険

者
な

ど

・糖
尿

病
性

腎
症

重
症

化
予

防
事

業
の

実
施

・高
血

圧
症

予
防

事
業

の
実

施
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

な
ど

6
7,

16
5

45
,7

45
60

,6
71

4
高

齢
・障

害
医

療
課

後
期

高
齢

者
広

域
連

合
負

担
金

等
広

域
連

合
負

担
金

等
後

期
高

齢
者

の
生

活
習

慣
病

の
早

期
発

見
及

び
重

症
化

の
予

防
後

期
高

齢
者

健
康

診
査

等
を

実
施

23
7,

18
0

2
14

,8
18

2
85

,2
51

69
1,

58
6

59
3,

69
6

72
2
,0

02

2-
3
-4

特
定

健
康

診
査

等
の

実
施

合
計№

所
管

課
名

予
算

事
業

名
事

務
事

業
（業

務
）

名
事

業
目

的
対

象
者

主
な

内
容

（
参

考
）

令
和

4
年

度
予

算

令
和

3
年

度



（
単

位
：
千

円
）

当
初

予
算

決
算

1
健

康
管

理
課

が
ん

検
診

前
立

腺
が

ん
検

診

前
立

腺
が

ん
の

早
期

発
見

を
図

り
、

早
期

治
療

に
結

び
つ

け
る

と
と

も
に

、
予

防
意

識
の

自
覚

を
促

す
。

市
民

50
歳

以
上

の
男

性
を

対
象

に
、

総
合

保
健

セ
ン

タ
ー

施
設

検
診

、
委

託
医

療
機

関
の

個
別

検
診

に
よ

り
実

施
す

る
。

1
3,

9
72

14
,7

1
4

15
,3

70

2
健

康
管

理
課

が
ん

検
診

乳
が

ん
検

診

乳
が

ん
の

早
期

発
見

を
図

り
、

早
期

治
療

に
結

び
つ

け
る

と
と

も
に

、
予

防
意

識
の

自
覚

を
促

す
。

市
民

40
歳

以
上

の
女

性
を

対
象

に
、

総
合

保
健

セ
ン

タ
ー

施
設

検
診

、
検

診
バ

ス
が

公
民

館
な

ど
を

巡
回

す
る

集
団

検
診

、
委

託
医

療
機

関
の

個
別

検
診

に
よ

り
実

施
す

る
。

5
7,

0
30

53
,9

33
58

,1
7
2

3
健

康
管

理
課

が
ん

検
診

子
宮

が
ん

検
診

子
宮

が
ん

の
早

期
発

見
を

図
り

、
早

期
治

療
に

結
び

つ
け

る
と

と
も

に
、

予
防

意
識

の
自

覚
を

促
す

。
市

民

20
歳

以
上

の
女

性
を

対
象

に
、

委
託

医
療

機
関

の
個

別
検

診
に

よ
り

実
施

す
る

。
4
0,

7
87

37
,7

4
1

41
,1

55

4
健

康
管

理
課

が
ん

検
診

大
腸

が
ん

検
診

大
腸

が
ん

の
早

期
発

見
を

図
り

、
早

期
治

療
に

結
び

つ
け

る
と

と
も

に
、

生
活

習
慣

の
改

善
等

、
予

防
意

識
の

自
覚

を
促

す
。

市
民

40
歳

以
上

の
方

を
対

象
に

、
総

合
保

健
セ

ン
タ

ー
施

設
検

診
、

検
診

バ
ス

が
公

民
館

な
ど

を
巡

回
す

る
集

団
検

診
、

委
託

医
療

機
関

の
個

別
検

診
に

よ
り

実
施

す
る

。
4
2,

5
91

39
,9

2
3

43
,2

37

5
健

康
管

理
課

が
ん

検
診

肺
が

ん
検

診

肺
が

ん
の

早
期

発
見

を
図

り
、

早
期

治
療

に
結

び
つ

け
る

と
と

も
に

、
生

活
習

慣
の

改
善

等
、

予
防

意
識

の
自

覚
を

促
す

。
市

民

40
歳

以
上

の
方

を
対

象
に

、
総

合
保

健
セ

ン
タ

ー
施

設
検

診
、

検
診

バ
ス

が
公

民
館

な
ど

を
巡

回
す

る
集

団
検

診
に

よ
り

実
施

す
る

。
9,

7
89

11
,6

5
3

12
,3

79

6
健

康
管

理
課

が
ん

検
診

胃
が

ん
検

診

胃
が

ん
の

早
期

発
見

を
図

り
、

早
期

治
療

に
結

び
つ

け
る

と
と

も
に

、
生

活
習

慣
の

改
善

等
、

予
防

意
識

の
自

覚
を

促
す

。
市

民

胃
部

エ
ッ

ク
ス

線
検

査
は

4
0
歳

以
上

の
方

を
対

象
に

、
総

合
保

健
セ

ン
タ

ー
施

設
検

診
、

検
診

バ
ス

が
公

民
館

な
ど

を
巡

回
す

る
集

団
検

診
、

委
託

医
療

機
関

の
個

別
検

診
、

胃
内

視
鏡

検
査

は
５

０
歳

以
上

の
方

を
対

象
に

委
託

医
療

機
関

の
個

別
検

診
に

よ
り

実
施

す
る

。

12
3,

8
28

99
,5

0
3

1
25

,6
28

7
健

康
管

理
課

成
人

健
診

健
康

手
帳

健
康

増
進

法
に

基
づ

き
、

各
人

が
健

康
診

査
等

の
結

果
を

記
録

し
、

健
康

保
持

に
役

立
て

る
も

の
と

し
て

交
付

す
る

。
市

民

40
歳

以
上

の
方

を
対

象
に

、
総

合
保

健
セ

ン
タ

ー
施

設
検

診
、

検
診

バ
ス

が
公

民
館

な
ど

を
巡

回
す

る
集

団
検

診
、

委
託

医
療

機
関

の
個

別
検

診
等

で
希

望
者

に
配

布
す

る
。

31
7

2
28

3
7
5

8
健

康
管

理
課

成
人

健
診

肝
炎

ウ
イ

ル
ス

検
診

肝
炎

ウ
イ

ル
ス

感
染

の
早

期
発

見
に

よ
り

、
肝

炎
に

よ
る

健
康

障
害

を
回

避
、

軽
減

し
、

肝
炎

ウ
イ

ル
ス

の
正

し
い

知
識

や
感

染
状

況
の

自
覚

を
促

す
。

市
民

肝
炎

ウ
イ

ル
ス

検
診

を
受

診
し

た
こ

と
の

な
い

20
歳

以
上

の
方

を
対

象
に

、
総

合
保

健
セ

ン
タ

ー
施

設
検

診
、

委
託

医
療

機
関

の
個

別
検

診
に

よ
り

実
施

す
る

。

6,
2
01

11
,2

9
9

6
,1

46

9
健

康
管

理
課

成
人

健
診

健
康

増
進

健
康

診
査

無
保

険
者

の
生

活
習

慣
病

予
防

の
た

め
、

生
活

習
慣

の
改

善
等

、
予

防
意

識
の

自
覚

を
促

す
。

市
民

40
歳

以
上

で
社

会
保

険
に

加
入

し
て

い
な

い
、

生
活

保
護

世
帯

に
属

す
る

方
ま

た
は

中
国

残
留

邦
人

等
支

援
給

付
を

受
け

て
い

る
方

を
対

象
に

、
委

託
医

療
機

関
に

お
い

て
実

施
す

る
。

1,
0
40

58
3

1,
0
40

2
-
3
-5

が
ん

検
診

等
の

実
施

№
所

管
課

名
予

算
事

業
名

事
務

事
業

（
業

務
）

名
事

業
目

的
対

象
者

主
な

内
容

（
参

考
）

令
和

4
年

度
予

算

令
和

3
年

度

8
8 



8
9 

　

当
初

予
算

決
算

№
所

管
課

名
予

算
事

業
名

事
務

事
業

（
業

務
）

名
事

業
目

的
対

象
者

主
な

内
容

（
参

考
）

令
和

4
年

度
予

算

令
和

3
年

度

1
0

健
康

管
理

課
成

人
健

診
歯

周
病

検
診

歯
周

病
の

早
期

発
見

を
図

り
、

早
期

治
療

に
結

び
つ

け
る

と
と

も
に

、
生

活
習

慣
の

改
善

等
、

予
防

意
識

の
自

覚
を

促
す

。
市

民
該

当
年

度
の

４
月

１
日

に
4
0・

45
・5

0・
55

・
60

・6
5・

70
歳

の
方

を
対

象
に

、
委

託
医

療
機

関
に

お
い

て
実

施
す

る
。

95
9

1,
0
04

9
4
6

1
1

健
康

管
理

課
成

人
健

診
骨

密
度

検
診

骨
密

度
検

診
に

よ
る

、
骨

粗
鬆

症
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
検

査
及

び
生

活
習

慣
の

改
善

等
、

予
防

意
識

の
自

覚
を

促
す

。
市

民
40

歳
以

上
の

方
を

対
象

に
、

総
合

保
健

セ
ン

タ
ー

施
設

検
診

に
よ

り
実

施
す

る
。

2,
3
90

2
,2

0
7

2
,3

52

1
2

健
康

管
理

課
成

人
検

診
事

務
成

人
検

診
事

務
各

種
検

診
等

の
実

施
に

必
要

な
事

務
を

実
施

す
る

。
－

－
6,

4
88

5
,9

2
3

6
,4

97

1
3

健
康

管
理

課
が

ん
検

診
会

計
年

度
任

用
職

員
人

件
費

各
種

検
診

等
の

実
施

に
対

し
て

必
要

な
医

師
・看

護
師

等
の

人
件

費
。

－
－

1
2,

6
63

－
13

,8
2
6

1
4

健
康

管
理

課
成

人
健

診
会

計
年

度
任

用
職

員
人

件
費

各
種

検
診

等
の

実
施

に
対

し
て

必
要

な
看

護
師

等
の

人
件

費
。

－
－

－
13

,4
21

7
3

31
8,

05
5

29
2,

13
1

32
7
,1

96
合

計



（
単

位
：
千

円
）

当
初

予
算

決
算

1
保

健
医

療
推

進
課

地
域

医
療

の
推

進
地

域
医

療
連

携
推

進
事

業
補

助
金

　
市

民
の

医
療

ニ
ー

ズ
に

適
応

し
た

医
療

サ
ー

ビ
ス

の
供

給
体

制
の

充
実

を
図

る
た

め
、

地
域

医
療

機
関

と
中

核
医

療
機

関
及

び
介

護
事

業
所

等
と

が
連

携
協

調
し

て
行

う
事

業
に

対
し

、
補

助
を

行
う

。

（一
社

）
川

越
市

医
師

会

・
補

助
金

の
交

付

1,
8
00

1,
80

0
1,

80
0

2
保

健
医

療
推

進
課

地
域

医
療

の
推

進
地

域
保

健
医

療
事

業
協

力
補

助
金

　
地

域
保

健
医

療
事

業
の

推
進

を
図

る
た

め
、

市
が

行
う

保
健

事
業

、
健

康
教

育
事

業
等

に
対

す
る

協
力

や
、

市
民

向
け

講
演

会
の

開
催

な
ど

健
康

啓
発

に
係

る
事

業
を

実
施

す
る

、
市

医
師

会
に

対
し

て
補

助
を

行
う

。

（一
社

）
川

越
市

医
師

会

・
補

助
金

の
交

付

6,
0
00

6,
0
00

6
,0

00

3
保

健
医

療
推

進
課

地
域

医
療

の
推

進
地

域
医

療
従

事
者

養
成

事
業

補
助

金

　
良

質
か

つ
適

切
な

医
療

を
効

率
的

に
提

供
す

る
体

制
を

確
保

す
る

た
め

、
市

内
の

養
成

機
関

に
お

い
て

看
護

師
又

は
准

看
護

師
を

養
成

す
る

事
業

を
実

施
す

る
者

に
対

し
、

補
助

金
を

交
付

す
る

。

（一
社

）
川

越
市

医
師

会
、

埼
玉

医
科

大
学

附
属

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

看
護

専
門

学
校

・
補

助
金

の
交

付

8,
3
55

8,
01

2
8,

35
5

4
保

健
医

療
推

進
課

地
域

医
療

の
推

進
保

健
医

療
計

画

　
保

健
対

策
の

推
進

、
医

療
体

制
の

確
保

、
保

健
医

療
の

充
実

を
基

本
目

標
と

し
て

、
保

健
医

療
の

総
合

的
な

推
進

を
図

る
。

市

・
進

捗
管

理
・
計

画
の

作
成

、
見

直
し

－
－

－

5
保

健
医

療
推

進
課

地
域

医
療

の
推

進
す

こ
や

か
マ

ッ
プ

（医
療

マ
ッ

プ
）

　
地

域
医

療
の

充
実

の
た

め
、

す
こ

や
か

マ
ッ

プ
の

作
成

、
配

布
に

よ
り

、
医

療
機

関
等

に
関

す
る

情
報

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

症
状

に
応

じ
た

適
切

な
医

療
の

受
診

を
啓

発
し

、
か

か
り

つ
け

医
等

の
普

及
・

促
進

を
図

る
。

市
民

・
医

療
マ

ッ
プ

の
作

成
・
医

療
マ

ッ
プ

の
配

布
（
転

入
者

等
）

・
市

民
へ

の
医

療
機

関
等

の
情

報
提

供
84

7
86

1
88

4

6
保

健
医

療
推

進
課

地
域

医
療

の
推

進
医

療
問

題
協

議
会

　
地

域
医

療
及

び
保

健
衛

生
に

関
す

る
諸

問
題

に
つ

い
て

協
議

し
、

保
健

医
療

行
政

の
推

進
を

図
る

。
協

議
会

委
員

・
医

療
問

題
協

議
会

の
開

催

26
5

－
26

5

7
保

健
医

療
推

進
課

保
健

医
療

推
進

旧
市

立
診

療
所

の
管

理

　
旧

市
立

診
療

所
の

跡
地

整
理

ま
で

の
現

建
物

及
び

敷
地

を
適

正
に

管
理

す
る

。
市

民

・
建

物
の

機
械

警
備

や
防

火
用

設
備

の
維

持
管

理
・
除

草
や

樹
木

伐
採

等
の

維
持

・
敷

地
内

の
管

理
86

9
64

9
86

1

8
保

健
医

療
推

進
課

地
域

医
療

の
推

進
ブ

ル
ー

ラ
イ

ト
ア

ッ
プ

　
毎

年
１

１
月

１
４

日
の

世
界

糖
尿

病
デ

ー
に

合
わ

せ
、

川
越

駅
の

ブ
ル

ー
ラ

イ
ト

ア
ッ

プ
や

講
演

会
等

を
行

い
、

糖
尿

病
予

防
に

関
す

る
啓

発
を

行
う

。
（一

社
）
川

越
市

医
師

会

・
負

担
金

の
支

払
い

20
0

12
0

20
0

9
保

健
医

療
推

進
課

保
健

医
療

推
進

全
国

衛
生

部
局

長
会

衛
生

行
政

の
円

滑
な

推
進

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
全

国
衛

生
部

局
長

会
に

加
盟

す
る

。
－

－
47

－
8
9

3-
1-

1
地

域
医

療
の

基
盤

づ
く
り

№
所

管
課

名
予

算
事

業
名

事
務

事
業

（
業

務
）

名
事

業
目

的
対

象
者

主
な

内
容

（参
考

）
令

和
4
年

度
予

算

令
和

3年
度

9
0 



9
1 

　

当
初

予
算

決
算

№
所

管
課

名
予

算
事

業
名

事
務

事
業

（
業

務
）

名
事

業
目

的
対

象
者

主
な

内
容

（参
考

）
令

和
4
年

度
予

算

令
和

3年
度

10
保

健
医

療
推

進
課

保
健

医
療

推
進

部
課

一
般

事
務

保
健

医
療

部
内

の
共

通
経

費
等

－
－

2
64

46
24

2

11
保

健
医

療
推

進
課

地
域

医
療

の
推

進
旧

市
立

診
療

所
の

跡
地

整
理

　
業

務
終

了
か

ら
年

数
が

経
過

し
た

旧
市

立
診

療
所

建
物

の
除

去
に

向
け

た
事

務
を

行
う

。
市

・建
物

解
体

工
事

事
業

化
に

係
る

検
討

－
－

－

1
8,

64
7

1
7,

48
8

18
,6

9
6

合
計



（
単

位
：
千

円
）

当
初

予
算

決
算

1
保

健
総

務
課

厚
生

統
計

調
査

・
免

許
事

務
衛

生
関

係
免

許
申

請
受

付
事

務

身
近

な
場

所
で

の
申

請
受

付
け

に
よ

る
利

便
性

の
向

上
を

図
る

県
民

・厚
生

労
働

大
臣

免
許

及
び

県
知

事
免

許
に

関
す

る
各

種
申

請
の

受
付

け
及

び
県

へ
の

進
達

事
務

4
9

50
4
9

2
保

健
総

務
課

厚
生

統
計

調
査

・
免

許
事

務
保

健
統

計
等

実
施

事
務

各
種

厚
生

統
計

調
査

を
実

施
し

、
保

健
医

療
行

政
の

基
礎

資
料

と
す

る
市

民

・各
種

厚
生

統
計

調
査

の
実

施
（人

口
動

態
調

査
、

国
民

生
活

基
礎

調
査

、
社

会
保

障
・人

口
問

題
基

本
調

査
な

ど
）

1,
5
20

65
2

1
,3

7
8

3
保

健
総

務
課

医
療

機
関

指
導

医
療

機
関

等
の

統
計

良
質

か
つ

適
切

な
医

療
を

効
率

的
に

提
供

す
る

体
制

の
確

保
を

図
る

た
め

医
療

行
政

の
基

礎
資

料
を

得
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
市

民
事

業
者

医
療

施
設

動
態

調
査

は
毎

月
実

施
。

医
療

施
設

静
態

調
査

、
患

者
調

査
、

受
療

行
動

調
査

は
３

年
毎

に
実

施
（令

和
２

年
度

実
施

、
次

回
は

令
和

５
年

度
実

施
予

定
）

－
－

－

4
保

健
総

務
課

医
療

機
関

指
導

医
療

安
全

相
談

医
療

に
関

す
る

市
民

の
苦

情
や

悩
み

事
な

ど
、

相
談

に
対

応
す

る
こ

と
に

よ
り

、
市

民
の

医
療

に
対

す
る

信
頼

を
確

保
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

市
民

医
療

機
関

に
関

す
る

問
い

合
わ

せ
、

及
び

医
療

に
関

す
る

患
者

・
市

民
の

苦
情

や
悩

み
事

等
の

相
談

に
つ

い
て

患
者

・
市

民
と

医
療

機
関

と
の

間
に

立
ち

、
中

立
的

な
立

場
か

ら
双

方
の

信
頼

関
係

の
構

築
を

支
援

す
る

よ
う

努
め

る
。

3
4

－
34

5
保

健
総

務
課

医
療

機
関

指
導

医
療

法
等

に
基

づ
く

立
入

検
査

医
療

施
設

に
関

す
る

医
療

法
等

の
規

定
の

遵
守

状
況

を
確

認
す

る
。

事
業

者

医
療

法
第

２
５

条
に

基
づ

く
報

告
の

徴
収

又
は

立
入

検
査

の
実

施
。

病
院

及
び

有
床

診
療

所
は

定
期

的
に

立
入

検
査

を
実

施
。

そ
の

他
、

必
要

と
認

め
た

場
合

に
臨

時
の

立
入

検
査

を
行

う
。

12
8

81
1
1
7

6
保

健
総

務
課

医
療

機
関

指
導

医
療

機
関

等
の

許
可

・届
出

医
療

施
設

の
人

的
構

成
、

構
造

設
備

、
管

理
体

制
等

の
規

制
等

を
行

う
。

事
業

者

医
療

法
等

に
基

づ
き

、
病

院
、

診
療

所
、

助
産

所
、

施
術

所
等

の
開

設
、

変
更

等
の

許
可

又
は

届
出

の
受

理
等

の
業

務
を

行
う

。
－

－
－

7
保

健
総

務
課

医
薬

品
等

対
策

温
泉

利
用

許
可

温
泉

法
に

基
づ

き
、

公
共

の
浴

用
又

は
飲

用
に

供
さ

れ
る

温
泉

の
利

用
の

適
正

化
を

図
る

。
事

業
者

・温
泉

の
利

用
許

可
申

請
、

温
泉

の
成

分
等

の
掲

示
内

容
届

及
び

温
泉

利
用

に
関

す
る

変
更

届
の

受
理

等
2
4

－
24

8
保

健
総

務
課

医
薬

品
等

対
策

有
害

物
質

を
含

有
す

る
家

庭
用

品
の

規
制

家
庭

用
品

を
買

上
げ

、
人

の
健

康
に

被
害

を
生

ず
る

お
そ

れ
の

あ
る

物
質

の
含

有
に

つ
い

て
検

査
を

す
る

こ
と

に
よ

り
、

市
民

、
特

に
乳

幼
児

の
保

健
衛

生
の

確
保

を
図

る
。

事
業

者

・
市

内
店

舗
に

お
い

て
、

出
生

後
２

４
か

月
以

内
の

乳
幼

児
用

繊
維

製
品

を
買

上
げ

、
保

健
所

に
お

い
て

ホ
ル

ム
ア

ル
デ

ヒ
ド

の
検

査
を

実
施

し
、

検
査

結
果

を
厚

生
労

働
省

に
報

告
す

る
。

2
0

20
2
7

9
保

健
総

務
課

医
薬

品
等

対
策

薬
物

乱
用

防
止

対
策

薬
物

乱
用

防
止

の
た

め
の

啓
発

活
動

を
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
薬

物
乱

用
の

未
然

防
止

を
図

る
。

市
民

・広
報

紙
へ

の
掲

載
、

市
内

駅
構

内
等

へ
の

ポ
ス

タ
ー

掲
示

、
各

種
イ

ベ
ン

ト
会

場
で

の
啓

発
物

の
配

布
や

呼
び

か
け

に
よ

り
薬

物
乱

用
防

止
啓

発
を

行
う

。
4
9

43
4
9

3
-
1
-2

医
療

の
安

全
確

保

№
所

管
課

名
予

算
事

業
名

事
務

事
業

（
業

務
）

名
事

業
目

的
対

象
者

主
な

内
容

（
参

考
）

令
和

4
年

度
予

算

令
和

3
年

度

9
2 



9
3 

　

当
初

予
算

決
算

№
所

管
課

名
予

算
事

業
名

事
務

事
業

（
業

務
）

名
事

業
目

的
対

象
者

主
な

内
容

（
参

考
）

令
和

4
年

度
予

算

令
和

3
年

度

1
0

保
健

総
務

課
医

薬
品

等
対

策
毒

物
劇

物
販

売
業

者
等

の
登

録
・届

出

毒
性

、
劇

性
に

よ
っ

て
保

健
衛

生
上

き
わ

め
て

重
大

な
危

害
を

及
ぼ

す
お

そ
れ

の
あ

る
毒

物
及

び
劇

物
に

つ
い

て
、

保
健

衛
生

上
の

見
地

か
ら

必
要

な
取

り
締

ま
り

を
行

う
。

事
業

者

・
毒

物
劇

物
の

販
売

業
の

新
規

及
び

更
新

の
登

録
並

び
に

監
視

・
指

導
を

行
う

。
・
登

録
業

者
及

び
届

出
を

し
た

特
定

の
毒

物
劇

物
を

取
り

扱
う

事
業

者
の

事
業

所
へ

の
監

視
・
指

導
を

行
う

。

1
1

－
12

1
1

保
健

総
務

課
医

薬
品

等
対

策
無

承
認

無
許

可
医

薬
品

対
策

医
薬

品
の

承
認

を
受

け
て

い
な

い
物

（
い

わ
ゆ

る
健

康
食

品
等

）
の

適
正

な
使

用
を

確
保

す
る

こ
と

に
よ

り
、

市
民

の
保

健
衛

生
の

確
保

を
図

る
。

事
業

者

・
市

内
店

舗
に

お
い

て
、

強
壮

又
は

痩
身

を
標

ぼ
う

す
る

い
わ

ゆ
る

健
康

食
品

を
買

上
げ

医
薬

品
成

分
の

含
有

に
つ

い
て

保
健

所
に

お
い

て
検

査
を

す
る

。
・
健

康
食

品
等

の
広

告
監

視
指

導
を

行
う

。

2
3

16
2
9

1
2

保
健

総
務

課
医

薬
品

等
対

策

薬
局

・
医

薬
品

販
売

業
・
医

療
機

器
販

売
業

・
貸

与
業

及
び

再
生

医
療

等
製

品
販

売
業

の
許

可
・
届

出

医
薬

品
等

の
販

売
又

は
授

与
に

関
し

て
必

要
な

規
制

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
市

民
の

保
健

衛
生

の
確

保
を

図
る

。
事

業
者

・薬
局

、
店

舗
販

売
業

、
卸

売
販

売
業

等
の

新
規

及
び

更
新

の
許

可
を

行
う

。
・薬

局
、

店
舗

販
売

業
、

卸
売

販
売

業
等

の
事

業
所

に
立

入
り

、
必

要
な

指
導

を
行

う
。

13
3

1
07

1
3
7

1
3

保
健

総
務

課
献

血
推

進
献

血
推

進

血
液

製
剤

の
安

全
性

の
向

上
及

び
安

定
供

給
の

確
保

を
図

る
た

め
に

、
市

民
へ

の
献

血
思

想
の

普
及

や
埼

玉
県

赤
十

字
血

液
セ

ン
タ

ー
の

献
血

事
業

を
支

援
し

て
い

る
。

市
民

献
血

思
想

の
普

及
の

た
め

に
啓

発
物

を
作

成
し

、
イ

ベ
ン

ト
等

で
配

布
し

て
い

る
。

ま
た

、
市

内
高

校
を

埼
玉

県
赤

十
字

血
液

セ
ン

タ
ー

の
職

員
と

一
緒

に
訪

問
し

、
献

血
事

業
へ

の
協

力
を

お
願

い
し

て
い

る
。

10
4

75
1
0
5

1
4

保
健

総
務

課
医

療
機

関
指

導
会

計
年

度
任

用
職

員
人

件
費

医
療

施
設

に
関

す
る

医
療

法
等

の
規

定
の

遵
守

状
況

を
確

認
す

る
。

（医
療

法
等

に
基

づ
く
立

入
検

査
の

一
環

）
－

－
12

8
1
37

1
3
9

2,
22

3
1,

18
1

2
,1

00
合

計



（
単

位
：
千

円
）

当
初

予
算

決
算

1
保

健
医

療
推

進
課

地
域

医
療

の
推

進
Ａ

Ｅ
Ｄ

の
普

及
啓

発

　
A

E
D

の
必

要
性

や
有

効
性

な
ど

の
啓

発
を

通
し

、
人

命
救

助
の

理
念

を
普

及
す

る
と

と
も

に
、

心
肺

停
止

者
の

救
命

率
の

向
上

を
目

指
す

。
市

民
市

職
員

・
市

施
設

へ
の

A
E
D

設
置

、
管

理
・
市

内
イ

ベ
ン

ト
へ

の
A

E
D

の
貸

出
・
普

通
救

命
講

習
の

実
施

・
応

急
手

当
普

及
員

の
養

成
・
計

画
の

作
成

、
見

直
し

4,
59

6
4
,5

4
7

4
,7

69

2
保

健
医

療
推

進
課

地
域

医
療

の
推

進
休

日
歯

科
診

療
所

運
営

事
業

　
休

日
・
祝

日
・年

末
年

始
に

お
け

る
救

急
歯

科
医

療
を

確
保

す
る

。
（
一

社
）川

越
市

歯
科

医
師

会
市

民

・休
日

歯
科

診
療

の
実

施
・休

日
歯

科
診

療
の

周
知

3,
1
21

3
,3

00
3
,1

2
1

3
保

健
医

療
推

進
課

地
域

医
療

の
推

進
夜

間
休

日
診

療
事

業
補

助
金

　
平

日
の

夜
間

及
び

休
日

に
お

け
る

軽
症

の
救

急
患

者
に

対
す

る
医

療
を

確
保

す
る

た
め

、
夜

間
休

日
診

療
事

業
を

実
施

す
る

市
医

師
会

等
に

対
し

、
補

助
を

行
う

。

（
一

社
）川

越
市

医
師

会
、

川
越

市
薬

剤
師

会

・補
助

金
の

交
付

2
6,

50
0

26
,5

0
0

26
,5

00

4
保

健
医

療
推

進
課

地
域

医
療

の
推

進
病

院
群

輪
番

制
病

院
運

営
事

業
補

助
金

　
休

日
及

び
夜

間
に

お
け

る
救

急
医

療
体

制
を

確
保

す
る

た
め

、
病

院
群

輪
番

制
方

式
に

よ
り

第
二

次
救

急
医

療
を

行
う

救
急

告
示

病
院

に
対

し
、

川
越

地
区

3
市

2町
に

よ
り

補
助

を
行

う
。

川
越

地
区

第
二

次
救

急
医

療
運

営
委

員
会

・補
助

金
の

交
付

3
1,

46
4

31
,0

4
4

31
,4

64

5
保

健
医

療
推

進
課

地
域

医
療

の
推

進
救

急
医

療
拠

点
病

院
運

営
事

業
補

助
金

　
休

日
及

び
夜

間
に

お
け

る
良

質
か

つ
適

切
な

医
療

を
効

率
的

に
提

供
す

る
た

め
、

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

等
を

運
営

し
、

重
症

の
救

急
患

者
に

入
院

治
療

を
行

う
事

業
を

実
施

す
る

者
に

対
し

、
補

助
を

行
う

。

埼
玉

医
科

大
学

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

・補
助

金
の

交
付

2
0,

48
0

20
,4

8
0

20
,4

80

6
保

健
医

療
推

進
課

地
域

医
療

の
推

進
二

次
救

急
搬

送
受

入
支

援
事

業
補

助

　
本

市
の

救
急

医
療

体
制

の
確

保
を

図
る

た
め

、
市

内
の

二
次

救
急

医
療

機
関

の
運

営
に

要
す

る
費

用
の

う
ち

、
救

急
搬

送
患

者
の

受
入

れ
に

要
す

る
費

用
に

対
し

、
補

助
を

行
う

。

市
内

の
二

次
救

急
医

療
機

関

・補
助

金
の

交
付

2
8,

12
5

24
,3

2
3

25
,7

85

7
保

健
医

療
推

進
課

地
域

医
療

の
推

進
外

国
人

未
払

医
療

費
対

策
事

業
補

助
金

　
医

療
機

関
の

負
担

を
軽

減
し

、
救

急
医

療
体

制
の

円
滑

な
運

営
の

確
保

す
る

た
め

、
外

国
人

救
急

患
者

に
係

る
医

療
機

関
の

未
回

収
金

を
、

県
と

協
力

し
て

補
填

す
る

。
市

内
の

医
療

機
関

・次
年

度
予

算
に

向
け

た
埼

玉
県

と
の

調
整

－
－

8
00

8
保

健
医

療
推

進
課

地
域

医
療

の
推

進
在

宅
当

番
医

制
事

業

　
休

日
・
祝

日
・年

末
年

始
に

お
け

る
軽

症
者

へ
の

初
期

救
急

医
療

を
確

保
す

る
。

（
一

社
）川

越
市

医
師

会
市

民

・休
日

診
療

の
実

施
・在

宅
当

番
医

の
周

知
4,

45
9

4
,3

0
4

4
,4

59

9
保

健
医

療
推

進
課

地
域

医
療

の
推

進
救

急
相

談

　
重

症
度

・
緊

急
度

の
高

い
傷

病
者

を
迅

速
に

救
急

搬
送

し
、

必
要

な
医

療
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

た
め

、
軽

症
者

へ
適

切
な

行
動

を
促

す
。

市
民

・救
急

電
話

相
談

、
Ａ

Ｉ救
急

相
談

の
周

知

－
－

－

11
8,

74
5

11
4,

49
9

11
7
,3

78

3-
2
-1

救
急

医
療

体
制

の
確

保

合
計№

所
管

課
名

予
算

事
業

名
事

務
事

業
（業

務
）

名
事

業
目

的
対

象
者

主
な

内
容

（
参

考
）

令
和

4
年

度
予

算

令
和

3
年

度

9
4 



9
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（
単

位
：
千

円
）

当
初

予
算

決
算

1
保

健
医

療
推

進
課

地
域

医
療

の
推

進
協

議
会

の
設

置
・運

営

災
害

時
の

医
療

体
制

を
構

築
す

る
た

め
、

医
療

関
係

者
等

で
構

成
さ

れ
る

協
議

会
を

設
置

し
、

協
議

、
訓

練
等

を
実

施
す

る
。

医
療

関
係

者

・協
議

会
の

開
催

－
－

73

2
保

健
医

療
推

進
課

地
域

医
療

の
推

進
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

等
対

策

　
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

等
の

発
生

時
に

、
感

染
拡

大
を

可
能

な
限

り
抑

制
し

市
民

の
生

命
及

び
健

康
を

保
護

す
る

と
と

も
に

、
市

民
生

活
及

び
市

民
経

済
に

及
ぼ

す
影

響
が

最
小

と
な

る
よ

う
、

対
策

を
推

進
す

る
。

市
民

市 関
係

医
療

機
関

・計
画

等
の

作
成

、
見

直
し

・対
策

訓
練

の
実

施
－

－
－

3
保

健
医

療
推

進
課

地
域

医
療

の
推

進
検

査
体

制
確

保
事

業

医
療

機
関

の
多

く
が

休
業

す
る

年
末

年
始

等
に

つ
い

て
、

市
内

医
療

期
間

に
お

け
る

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
係

る
検

査
体

制
の

確
保

を
川

越
市

医
師

会
に

委
託

す
る

。

（
一

社
）川

越
市

医
師

会

・検
査

体
制

確
保

事
業

業
務

委
託

－
7
,5

87
14

,2
45

4
保

健
医

療
推

進
課

地
域

医
療

の
推

進
消

費
税

仕
入

控
除

税
額

返
還

金

令
和

２
年

度
に

支
出

し
た

緊
急

包
括

支
援

交
付

金
（
医

療
分

）に
係

る
消

費
税

仕
入

控
除

税
額

を
埼

玉
県

に
返

還
す

る
。

埼
玉

県

・令
和

２
年

度
緊

急
包

括
支

援
交

付
金

（
医

療
分

）を
交

付
し

た
事

業
者

か
ら

消
費

税
仕

入
控

除
税

額
の

返
還

を
受

け
、

そ
の

額
を

埼
玉

県
に

返
還

－
－

31
,7

9
4

5
保

健
医

療
推

進
課

地
域

医
療

の
推

進
P
C

R
検

査
セ

ン
タ

ー
の

運
営

川
越

市
医

師
会

の
協

力
の

も
と

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

に
か

か
る

Ｐ
Ｃ

Ｒ
検

査
セ

ン
タ

ー
を

運
営

し
、

市
内

の
検

査
体

制
の

強
化

を
図

る
。

（
一

社
）川

越
市

医
師

会

・P
C

R
検

査
セ

ン
タ

ー
の

運
営

事
業

の
業

務
委

託
・P

C
R
検

査
セ

ン
タ

ー
の

解
体

撤
去

の
業

務
委

託
2
6,

3
16

8
,6

7
0

－

6
保

健
医

療
推

進
課

地
域

医
療

の
推

進

川
越

市
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
緊

急
包

括
支

援
交

付
金

医
療

機
関

の
検

査
整

備
設

備
を

補
助

す
る

。

和
心

会
ク

リ
ニ

ッ
ク

・支
援

金
の

交
付

－
89

0
－

7
保

健
医

療
推

進
課

地
域

医
療

の
推

進

川
越

市
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
患

者
転

院
受

入
協

力
金

退
院

基
準

を
満

た
し

た
患

者
の

転
院

を
受

け
入

れ
る

医
療

機
関

へ
協

力
金

を
支

給
す

る
。

市
内

の
医

療
機

関

・協
力

金
の

交
付

－
2
,5

00
－

8
保

健
医

療
推

進
課

地
域

医
療

の
推

進

川
越

市
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
患

者
等

病
床

受
入

確
保

協
力

金

一
般

病
床

等
で

患
者

を
受

け
入

れ
る

市
内

の
医

療
機

関
に

対
し

協
力

金
を

交
付

し
て

、
患

者
受

入
病

床
の

確
保

に
努

め
る

。
市

内
の

医
療

機
関

・協
力

金
の

交
付

－
1
46

,0
00

－

9
保

健
医

療
推

進
課

地
域

医
療

の
推

進

川
越

市
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

係
る

夜
間

休
日

診
療

所
事

業
継

続
支

援
金

初
期

救
急

医
療

の
維

持
の

た
め

に
川

越
市

夜
間

休
日

診
療

所
の

事
業

継
続

を
支

援
す

る
。

（
一

社
）川

越
市

医
師

会

・支
援

金
の

交
付

－
35

,0
00

－

2
6,

31
6

20
0,

64
7

46
,1

12

3
-
2
-2

災
害

時
医

療
体

制
の

整
備

合
計№

所
管

課
名

予
算

事
業

名
事

務
事

業
（
業

務
）

名
事

業
目

的
対

象
者

主
な

内
容

（
参

考
）

令
和

4
年

度
予

算

令
和

3
年

度



（
単

位
：
千

円
）

当
初

予
算

決
算

1
高

齢
・障

害
医

療
課

障
害

者
医

療
費

支
給

障
害

者
医

療
費

支
給

重
度

心
身

障
害

者
を

対
象

に
、

医
療

費
の

保
険

診
療

一
部

負
担

金
等

に
つ

い
て

助
成

金
を

支
給

す
る

こ
と

に
よ

り
、

福
祉

の
増

進
を

図
る

市
内

在
住

等
の

重
度

心
身

障
害

者

身
体

障
害

者
手

帳
１

～
４

級
（
4
級

は
非

課
税

）
、

療
育

手
帳

Ⓐ
～

Ｂ
、

精
神

障
害

者
手

帳
１

級
所

持
者

、
後

期
高

齢
者

医
療

制
度

の
障

害
認

定
を

受
け

た
障

害
者

等
に

係
る

医
療

費
の

保
険

診
療

一
部

負
担

金
等

を
助

成
す

る

74
0,

2
45

6
65

,0
6
0

7
34

,3
15

2
保

健
医

療
推

進
課

歯
科

診
療

事
業

会
計

繰
出

金
歯

科
診

療
事

業
会

計
繰

出
金

障
害

者
（
児

）へ
の

歯
科

診
療

を
基

本
と

し
た

ふ
れ

あ
い

歯
科

診
療

所
を

運
営

す
る

。
－

歯
科

診
療

事
業

特
別

会
計

へ
の

繰
出

金

3
7,

3
75

37
,3

75
38

,9
8
4

77
7,

62
0

70
2,

43
5

77
3
,2

99

3
-
3
-1

障
害

者
医

療
の

充
実

合
計№

所
管

課
名

予
算

事
業

名
事

務
事

業
（
業

務
）

名
事

業
目

的
対

象
者

主
な

内
容

（
参

考
）

令
和

4
年

度
予

算

令
和

3
年

度

9
6 



9
7 

　

（
単

位
：
千

円
）

当
初

予
算

決
算

1
健

康
管

理
課

母
子

公
費

負
担

医
療

特
定

不
妊

治
療

支
援

事
業

等
に

関
す

る
事

務

医
療

保
険

の
対

象
と

な
ら

な
い

、
特

定
不

妊
治

療
費

の
助

成
を

お
こ

な
う

こ
と

で
、

経
済

的
負

担
の

軽
減

を
図

る
市

民
（
※

妻
年

齢
43

歳
未

満
）

特
定

不
妊

治
療

助
成

金
の

支
給

男
性

不
妊

治
療

助
成

金
の

支
給

不
妊

検
査

・不
育

症
検

査
不

妊
専

門
相

談
セ

ン
タ

ー
9
9,

8
62

1
51

,3
7
1

68
,5

91

2
健

康
管

理
課

母
子

公
費

負
担

医
療

養
育

医
療

給
付

に
関

す
る

事
務

未
熟

児
の

健
全

な
育

成
を

図
る

市
民

（
※

1歳
未

満
の

未
熟

児
）

医
療

給
付

2
5,

9
31

17
,2

32
21

,8
6
6

3
健

康
管

理
課

母
子

公
費

負
担

医
療

自
立

支
援

（育
成

医
療

）給
付

に
関

す
る

事
務

医
療

給
付

を
行

う
こ

と
で

障
害

児
の

障
害

の
状

態
の

軽
減

を
図

り
、

自
立

し
た

日
常

生
活

又
は

社
会

生
活

を
営

む
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

市
民

（
※

18
歳

未
満

）

医
療

給
付

補
装

具
費

の
給

付
6,

5
18

7
,1

1
7

7
,5

77

4
健

康
管

理
課

母
子

公
費

負
担

医
療

小
児

慢
性

特
定

疾
病

に
関

す
る

事
務

医
療

給
付

を
行

う
こ

と
で

対
象

児
童

の
健

全
な

育
成

を
図

る
市

民
（
※

1
8
歳

未
満

、
た

だ
し

、
満

1
8
歳

に
達

す
る

日
前

か
ら

引
続

き
医

療
の

給
付

等
を

受
け

て
い

る
者

に
限

り
満

2
0
歳

未
満

）

医
療

給
付

日
常

生
活

用
具

費
の

給
付

自
立

支
援

10
5,

2
55

1
14

,8
8
4

1
39

,5
22

5
健

康
管

理
課

母
子

公
費

負
担

医
療

結
核

児
童

療
育

給
付

に
関

す
る

事
務

医
療

給
付

を
行

う
こ

と
で

結
核

児
の

健
全

な
育

成
を

図
る

市
民

（
※

18
歳

未
満

）

医
療

並
び

に
学

習
及

び
療

養
生

活
に

必
要

な
物

品
の

支
給

6
4

－
64

6
健

康
管

理
課

母
子

公
費

負
担

医
療

会
計

年
度

任
用

職
員

人
件

費

診
療

報
酬

に
係

る
事

務
を

遂
行

す
る

た
め

の
人

件
費

－
－

4,
2
99

－
1
,1

7
7

24
1,

92
9

29
0,

60
3

23
8
,7

97

3
-
3
-2

母
子

医
療

の
充

実

合
計№

所
管

課
名

予
算

事
業

名
事

務
事

業
（
業

務
）

名
事

業
目

的
対

象
者

主
な

内
容

（
参

考
）

令
和

4
年

度
予

算

令
和

3
年

度



（
単

位
：
千

円
）

当
初

予
算

決
算

1
健

康
管

理
課

難
病

対
策

骨
髄

移
植

ド
ナ

ー
助

成
費

交
付

に
関

す
る

事
務

ド
ナ

ー
の

経
済

的
負

担
を

軽
減

し
、

骨
髄

移
植

の
推

進
及

び
ド

ナ
ー

登
録

の
推

進
を

図
る

市
民

（
※

市
税

の
滞

納
が

な
い

者
）

骨
髄

等
の

提
供

に
係

る
通

院
又

は
入

院
の

日
数

に
対

す
る

助
成

金
の

交
付

（助
成

上
限

額
：1

日
2万

円
×

7
日

分
ま

で
）

70
1

4
21

7
0
2

2
健

康
管

理
課

難
病

対
策

難
病

対
策

に
関

す
る

事
務

患
者

の
Q

O
L
の

向
上

、
家

族
の

負
担

軽
減

を
図

る

市
民

難
病

患
者

講
演

会
開

催
難

病
患

者
家

族
会

へ
の

支
援

電
話

や
面

接
、

訪
問

等
に

よ
る

個
別

支
援

27
7

24
1

3
12

3
健

康
管

理
課

難
病

対
策

指
定

難
病

医
療

給
付

に
関

す
る

事
務

指
定

難
病

等
の

医
療

費
を

県
が

公
費

負
担

す
る

こ
と

に
よ

り
、

指
定

難
病

等
に

関
す

る
医

療
の

確
立

、
普

及
を

図
る

と
と

も
に

、
患

者
の

経
済

的
負

担
の

軽
減

を
図

る
市

民

指
定

難
病

に
係

る
各

種
申

請
等

の
受

付
け

及
び

埼
玉

県
へ

の
進

達
98

6
6
89

9
4
3

4
健

康
管

理
課

難
病

対
策

原
爆

被
爆

者
援

護
に

関
す

る
事

務

被
爆

者
及

び
被

爆
者

二
世

の
健

康
の

保
持

及
び

増
進

並
び

に
福

祉
を

図
る

被
爆

者
被

爆
者

二
世

原
子

爆
弾

被
爆

者
に

対
す

る
援

護
に

関
す

る
法

律
に

基
づ

く
各

種
申

請
等

の
受

付
け

及
び

埼
玉

県
へ

の
進

達
被

爆
者

二
世

か
ら

の
各

種
申

請
等

の
受

付
け

及
び

埼
玉

県
へ

の
進

達
（
県

単
独

事
務

）

1
4

1
1
4

5
健

康
管

理
課

難
病

対
策

肝
炎

治
療

特
別

促
進

事
業

の
申

請
に

関
す

る
事

務

高
額

な
医

療
費

を
県

が
公

費
負

担
す

る
こ

と
に

よ
り

、
早

期
治

療
の

促
進

、
将

来
の

肝
硬

変
、

肝
が

ん
の

予
防

及
び

肝
炎

ウ
ィ

ル
ス

の
感

染
防

止
市

民

埼
玉

県
肝

炎
治

療
特

別
促

進
事

業
実

施
要

綱
に

基
づ

く
各

種
申

請
等

の
受

付
け

及
び

埼
玉

県
へ

の
進

達
7
9

2
15

8
5

6
健

康
管

理
課

難
病

対
策

石
綿

（ア
ス

ベ
ス

ト
）

健
康

被
害

救
済

制
度

の
申

請
に

関
す

る
事

務

石
綿

（
ア

ス
ベ

ス
ト

）
健

康
被

害
救

済
制

度
の

案
内

を
行

う
市

民

石
綿

に
よ

る
健

康
被

害
の

救
済

に
関

す
る

法
律

に
基

づ
く
各

種
申

請
等

の
受

付
け

及
び

独
立

行
政

法
人

環
境

再
生

保
全

機
構

へ
の

進
達

－
－

4

7
健

康
管

理
課

難
病

対
策

石
綿

健
康

相
談

事
務

石
綿

（
ア

ス
ベ

ス
ト

）
健

康
被

害
救

済
制

度
の

案
内

を
行

う
市

民

石
綿

に
係

る
健

康
相

談

1
0

－
－

2,
06

7
1,

56
7

2
,0

60

3
-
3
-3

難
病

対
策

合
計№

所
管

課
名

予
算

事
業

名
事

務
事

業
（
業

務
）

名
事

業
目

的
対

象
者

主
な

内
容

（
参

考
）

令
和

4
年

度
予

算

令
和

3
年

度

9
8 



9
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（
単

位
：
千

円
）

当
初

予
算

決
算

1
国

民
健

康
保

険
課

土
建

、
建

設
国

保
組

合
補

助
土

建
、

建
設

国
保

組
合

補
助

埼
玉

土
建

国
民

健
康

保
険

組
合

お
よ

び
埼

玉
県

建
設

国
民

健
康

保
険

組
合

に
加

入
し

て
い

る
被

保
険

者
の

健
康

保
持

及
び

福
祉

の
推

進
を

図
り

ま
す

。

・埼
玉

土
建

国
民

健
康

保
険

組
合

・埼
玉

県
建

設
国

民
健

康
保

険
組

合

・
各

組
合

へ
の

補
助

金
交

付
（令

和
２

年
度

交
付

に
て

終
了

）
－

(令
和

２
年

度
を

も
っ

て
終

了
)

－
－

(令
和

２
年

度
を

も
っ

て
終

了
)

2
国

民
健

康
保

険
課

国
保

会
計

繰
出

金
国

保
会

計
繰

出
金

国
民

健
康

保
険

事
業

の
安

定
的

な
運

営
の

た
め

、
医

療
費

適
正

化
な

ど
に

よ
る

歳
出

抑
制

や
保

険
税

設
定

見
直

し
な

ど
に

よ
る

歳
入

の
増

加
に

よ
り

、
国

保
特

別
会

計
へ

の
赤

字
補

填
で

あ
る

一
般

会
計

か
ら

の
法

定
外

繰
出

金
の

縮
減

を
図

り
ま

す
。

・国
民

健
康

保
険

事
業

特
別

会
計

・
川

越
市

赤
字

解
消

・削
減

計
画

に
基

づ
く

「
健

康
経

営
」及

び
医

療
費

適
正

化
対

策
や

保
険

税
設

定
の

見
直

し
な

ど
に

よ
る

法
定

外
繰

出
金

の
縮

減
2
,9

89
,1

3
5

2
,9

8
9,

1
35

2
,9

8
6,

5
10

3
（
法

定
外

繰
出

分
：

1
,2

99
,0

35
）

（
法

定
外

繰
出

分
：

1
,3

07
,7

33
）

2
,9

89
,1

35
2,

98
9
,1

35
2,

9
86

,5
10

4-
1-

1
国

民
健

康
保

険
制

度
の

健
全

な
運

営

合
計№

所
管

課
名

予
算

事
業

名
事

務
事

業
（
業

務
）

名
事

業
目

的
対

象
者

主
な

内
容

（参
考

）
令

和
4
年

度
予

算

令
和

3年
度



（
単

位
：
千

円
）

当
初

予
算

決
算

1
高

齢
・障

害
医

療
課

後
期

高
齢

者
広

域
連

合
負

担
金

等
広

域
連

合
負

担
金

等

後
期

高
齢

者
に

対
す

る
適

切
な

医
療

の
給

付
な

ど
を

行
う

た
め

に
必

要
な

制
度

を
設

け
、

国
民

保
健

の
向

上
及

び
高

齢
者

の
福

祉
の

増
進

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

後
期

高
齢

者

埼
玉

県
後

期
高

齢
者

医
療

広
域

連
合

へ
の

負
担

金
3,

1
07

,1
3
6

3,
1
07

,1
36

3
,2

51
,2

70

2
高

齢
・障

害
医

療
課

後
期

高
齢

者
入

院
時

見
舞

金
支

給

後
期

高
齢

者
医

療
入

院
時

見
舞

金
支

給

後
期

高
齢

者
が

入
院

し
た

場
合

に
、

入
院

に
伴

う
経

済
的

負
担

を
軽

減
し

、
保

健
の

向
上

と
福

祉
の

増
進

を
図

る
。

後
期

高
齢

者

後
期

高
齢

者
が

入
院

し
た

際
、

一
定

の
条

件
を

満
た

す
場

合
に

、
申

請
に

よ
り

年
度

1回
15

,0
00

円
を

支
給

6,
6
35

5
,6

09
7
,7

3
0

3
高

齢
・障

害
医

療
課

後
期

高
齢

者
医

療
会

計
繰

出
金

後
期

高
齢

者
医

療
会

計
繰

出
金

後
期

高
齢

者
医

療
に

対
す

る
適

切
な

医
療

の
給

付
等

を
行

う
た

め
に

必
要

な
制

度
を

設
け

、
国

民
保

健
の

向
上

及
び

高
齢

者
の

福
祉

の
増

進
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
後

期
高

齢
者

後
期

高
齢

者
医

療
特

別
会

計
へ

の
繰

出
金

79
9,

3
49

7
58

,7
4
7

9
09

,1
28

4
高

齢
・障

害
医

療
課

後
期

高
齢

者
広

域
連

合
負

担
金

等
高

齢
者

保
健

事
業

体
制

整
備

高
齢

者
の

保
健

事
業

及
び

介
護

予
防

を
一

体
的

に
実

施
で

き
る

体
制

を
整

備
す

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
に

暮
ら

す
高

齢
者

一
人

ひ
と

り
が

健
康

で
自

立
し

た
活

力
あ

る
地

域
社

会
を

維
持

で
き

る
医

療
制

度
を

確
立

す
る

。

後
期

高
齢

者

高
齢

者
の

保
健

事
業

と
介

護
予

防
を

一
体

的
に

実
施

す
る

た
め

の
体

制
を

整
備

す
る

。
1
9,

59
0

3
,8

29
18

,7
28

3
,9

32
,7

10
3,

87
5,

32
1

4,
18

6,
85

6

4
-
1
-2

後
期

高
齢

者
医

療
制

度
の

円
滑

な
運

用

合
計№

所
管

課
名

予
算

事
業

名
事

務
事

業
（
業

務
）

名
事

業
目

的
対

象
者

主
な

内
容

（
参

考
）

令
和

4
年

度
予

算

令
和

3
年

度

10
0 
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参考２ 施策担当部署及び施策決算額一覧 

 

施策 

施策担当部署 

決算額 
施策中心課 

施策関係課 
※丸数字は関連する取

組施策の番号 
111 保健衛生施設の機能充実 保健総務課  128,290,540 

112 検査機能の充実 衛生検査課  100,168,914 

121 精神保健対策の推進 保健予防課  4,173,549 

122 感染症予防対策の推進 保健予防課  834,562,264 

131 食の安全の確保 食品・環境衛生課  6,687,414 

132 衛生的な住環境の確保 食品・環境衛生課  10,739,329 

211 予防接種の推進 健康管理課 ③新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽﾜｸﾁﾝ接

種対策室 
3,465,774,263 

221 母子保健の充実 健康づくり支援課  344,848,368 

231 健康づくりの支援 健康づくり支援課  4,709,101 

232 食育の推進 健康づくり支援課  1,289,792 

233 歯科口腔保健の充実 健康づくり支援課  13,500,027 

234 特定健康診査等の実施 国民健康保険課 ④高齢・障害医療課 593,696,134 

235 がん検診等の実施 健康管理課  292,131,396 

311 地域医療の基盤づくり 保健医療推進課  17,487,971 

312 医療の安全確保 保健総務課  1,180,687 

321 救急医療体制の整備 保健医療推進課  114,499,389 

322 災害時医療体制の整備 保健医療推進課  200,647,088 

331 障害者医療の充実 高齢・障害医療課 ②保健医療推進課 
③保健総務課 

702,435,249 

332 母子医療の充実 健康管理課  290,603,091 

333 難病対策 健康管理課  1,567,268 

411 国民健康保険制度の健全な

運営 
国民健康保険課  2,989,135,000 

412 後期高齢者医療制度の円滑

な運用 
高齢・障害医療課  3,875,321,295 

決算額合計   13,993,448,129 
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参考３ 第三次川越市保健医療計画 指標一覧 

 

  
基本
目標

主要
課題

施策 指　　　　　　標 担当課 単　位 基準値 基準時点 目標値 目標時点

1 1 1 保健師研修会参加率 保健総務課 ％ 80 令和元年度 80 令和７年度

実習生等受入率（埼玉県による割振） 保健総務課 ％ 100 令和元年度 100 令和７年度

2 食品等の検査 衛生検査課
検査数
（項目）

5,079 令和元年度 － －

水質の検査 衛生検査課
検査数
（項目）

1,147 令和元年度 － －

感染症等の検査 衛生検査課
検査数
（項目）

668 令和元年度 － －

家庭用品等の検査 衛生検査課
検査数
（項目）

12 令和元年度 － －

健康食品の無承認無許可医薬品の検査 衛生検査課
検査数
（項目）

48 令和元年度 － －

2 1 市民向け普及啓発講演会の延べ参加人数 保健予防課 人 42 令和元年度 基準値以上 令和７年度

川越市自殺死亡率 保健予防課
人口10万人

対
19.2 平成27年 14.1 令和５年

2 結核り患率【人口10万対】 保健予防課 ─ 9.9 令和元年12月 10.0以下 令和７年12月

3 1 監視における違反施設発見数 食品・環境衛生課 件 40 令和元年度 24 令和７年度

食品等収去検査における試験検査不適数 食品・環境衛生課 検体 3 令和元年度 3 令和７年度

食中毒の発生件数 食品・環境衛生課 件 2 令和元年度 0 令和７年度

2 生活衛生施設の監視指導実施率（全業態平均値） 食品・環境衛生課 ％ 17 令和元年度 19 令和７年度

犬・猫の殺処分数 食品・環境衛生課 頭 1 令和元年度 0 令和７年度

2 1 1 乳幼児の定期予防接種接種率 健康管理課 ％ 97.07 令和元年度 98 令和７年度

2 1 乳児家庭全戸訪問事業の訪問件数 健康づくり支援課 件 2,296 令和元年度 2,359 令和６年度

産前・産後サポート事業の実施回数 健康づくり支援課 回 6 令和元年度 20 令和６年度

利用者支援事業（母子保健型）の開設箇所数 健康づくり支援課 箇所 1 令和元年度 2 令和６年度

産後ケア事業の利用者数（延べ） 健康づくり支援課 人 29 令和元年度 40 令和６年度

4か月95.9％ 4か月96％

1歳半96.6％ 1歳半97％

3歳93.7％ 3歳95％

乳幼児健康相談の開催回数 健康づくり支援課 回 27 令和元年度 30 令和６年度

3 1 健康寿命（男性） 健康づくり支援課 年 17.61 平成30年 令和６年

健康寿命（女性） 健康づくり支援課 年 20.17 平成30年 令和６年

意識的に身体を動かしている人の割合 健康づくり支援課 ％ 65.6 平成30年度 70以上 令和６年度

睡眠により疲れが取れていない人の割合 健康づくり支援課 ％ 17.6 平成30年度 15以下 令和６年度

喫煙率（成人） 健康づくり支援課 ％ 13.5 平成30年度 12以下 令和６年度

2 適正体重の人の割合 健康づくり支援課 ％ 66.2 平成30年度 75以上 令和６年度

１日２回以上、主食・主菜・副菜がそろった食事をし
ている人の割合(60歳代以上)

健康づくり支援課 ％ 52.2 平成30年度 増加 令和６年度

塩分の摂取量について意識している人の割合(20～50
歳代)

健康づくり支援課 ％ 57.3 平成30年度 増加 令和６年度

朝食を欠食する人の割合(20～30歳代) 健康づくり支援課 ％ 25.4 平成30年度 22以下 令和６年度

3 かかりつけ歯科医を持つ人の割合 健康づくり支援課 ％ 70.8 平成30年度 85以上 令和６年度

年に１度は歯科健診を受ける人の割合 健康づくり支援課 ％ 48 平成30年度 55以上 令和６年度

12歳児でむし歯のない人の割合 健康づくり支援課 ％ 66.5 平成30年度 77以上 令和６年度

6024達成者の割合 健康づくり支援課 ％ 64.9 平成30年度 80以上 令和６年度

8020達成者の割合 健康づくり支援課 ％ 42.5 平成30年度 60以上 令和６年度

ゆっくりよくかんで食べる人の割合 健康づくり支援課 ％ 20.3 平成30年度 増加 令和６年度

4 特定健康診査受診率 国民健康保険課 ％ 41.9 令和元年度 60 令和５年度

特定保健指導実施率 国民健康保険課 ％ 13.1 令和元年度 60 令和５年度

血圧の有所見者率（収縮期血圧） 国民健康保険課 ％ 47.6 令和元年度 45以下 令和５年度

血圧の有所見者率（拡張期血圧） 国民健康保険課 ％ 20.8 令和元年度 18以下 令和５年度

新規人工透析移行者数 国民健康保険課 人 76 令和元年度 80 令和５年度

後期高齢者健康診査受診率 高齢・障害医療課 ％ 30.8 令和元年度 40 令和５年度

基本
目標

主要
課題

施策 指　　　　　　標 担当課 単　位 基準値 基準時点 目標値 目標時点

2 3 5 胃がん検診（内視鏡検査）受診率 健康管理課 ％ 2.0 令和３年度 2.7 令和７年度

乳幼児健康診査の受診率 健康づくり支援課 ％ 令和元年度 令和６年度

平均寿命の増加
分を上回る健康
寿命の増加

野菜を食べている食事の回数(20～50歳代) 健康づくり支援課 回
中間アンケート

で算出
令和３年度

中間アンケート
からの増加

令和６年度
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後期高齢者健康診査受診率 高齢・障害医療課 ％ 30.8 令和元年度 40 令和５年度

基本
目標

主要
課題

施策 指　　　　　　標 担当課 単　位 基準値 基準時点 目標値 目標時点

2 3 5 胃がん検診（内視鏡検査）受診率 健康管理課 ％ 2.0 令和３年度 2.7 令和７年度

胃がん検診（胃部Ｘ線検査）受診率 健康管理課 ％ 2.1 令和３年度 3.2 令和７年度

肺がん検診受診率 健康管理課 ％ 0.8 令和３年度 1.4 令和７年度

大腸がん検診受診率 健康管理課 ％ 9.3 令和３年度 11.1 令和７年度

子宮がん検診受診率 健康管理課 ％ 6.0 令和３年度 8.1 令和７年度

乳がん検診受診率 健康管理課 ％ 8.9 令和３年度 11.4 令和７年度

3 1 1 かかりつけ医を持つ世帯 保健医療推進課 ％ 69 令和元年度 73 令和７年度

看護師学校養成所又は准看護師養成所の卒業者のうち、市
内の医療機関等への就職者数

保健医療推進課 人 519
平成28～令和２

年度
455 令和３～７年度

訪問診療を実施する医療機関数 保健医療推進課 箇所 37 平成28年度 52 令和５年度

2 病院への立入検査実施率 保健総務課 ％ 100 平成30年度 100 令和７年度

薬物乱用防止リーフレット配布枚数 保健総務課 枚 1,000 平成30年度 1,000 令和７年度

2 1 夜間及び休日における救急医療の実施率 保健医療推進課 ％ 100 令和元年度 100 令和７年度

救急搬送人員における軽症者の比率 保健医療推進課 ％ 50.5 令和元年 48.8 令和７年

2 災害時連絡用ＩＰ無線通信訓練 保健医療推進課 回 10 令和元年度 12 令和７年度

広域災害救急医療情報システム（ＥＭＩＳ）入力訓練 保健医療推進課 回 1 令和元年度 1 令和７年度

3 1 施策指標なし

2 施策指標なし

3 骨髄移植ドナー助成件数 健康管理課 件 2 令和元年 6 令和７年

4 1 1 国保会計赤字削減額 国民健康保険課 千円 97,000 平成30年度 1,100,000 令和５年度

2 施策指標なし


